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序

下呂市は、岐阜県のほぼ中央に位置し、天下三名泉の一つに数えられる出湯のまち

であり、豊かな緑と清流に恵まれた、山紫水明のまちです。また、歴史的には旧石器

時代から石器の材料となった下呂石で知られ、中世には天下十刹に数えられた禅昌寺

が建立されるなど、多くの遺跡や文化財が知られています。

下呂市街地の東方、美濃 と飛騨の国境である舞台峠近くの山中に建てられた大威徳

寺は、鎌倉時代創建の伝承を持つ大寺院として、文覚上人の伝説とともに長く語 り継

がれてきました。昭和 34年には、岐阜県の史跡に指定されましたが、その創建や沿

革は確かなものがなく、言わば幻の寺でもありました。この度、国 。県の指導・助成

をいただく中、本格的な調査の緒についたことは、下呂市にとりましても、遺跡の保

護 と研究に取 り組んでこられました地元の皆様方にとりましても画期的なことで、ま

さに長年の夢が実現したと言えるでしょう。

この度の調査は、寺院の範囲確認を目的に、平成 15年度から4カ年にわたって行
いました。調査の結果、当初の目的である寺院の範囲がほば明らかになるとともに、

予想以上に大規模な寺院であり、遺構の残存状況が極めて良好なことが分かりました。

さらに県下で 4例 日となる多口瓶など、貴重な遺物が出土し、来跡のうえご指導をい

ただいた諸先生方からは、全国的に貴重な遺跡 として高い評価をいただいています。

今回、調査の区切 りを迎え、それらの成果を皆様に報告することとなり、今後の史

跡の保護・活用に向け、大きな一歩を踏み出すことができたことは、大きな喜びとす

るところです。下呂市としましては、今後さらに大威徳寺の全貌の解明に向け、取 り

組んでいく所存です。関係の皆様方には、当事業に対 して変わらぬご理解 とご指導を

改めてお願いする次第です。

末文になりましたが、これまでにご指導 。ご協力をいただいた国 。県の関係各位、

発掘調査指導委員会の諸先生方、また調査に対 して色々と便宜をおはかりいただいた

地元地権者や史跡保存会の皆様方に、心から御礼申し上げ、刊行の辞といたします。

下呂市教育委員会

教育長 田 口 正 井Б



1.本書は、文化庁の国宝重要文化財保存整備補助金および岐阜県の岐阜県文化財保護費補助金
の助成を受け、下呂市教育委員会が平成 15年度から実施した、岐阜県下呂市箱暁尊地内に所

在する、岐阜県指定史跡鳳1慈尾山大威徳奉跡(遺跡番号 G23G01077)の範囲確認調査の報告書で

ある。

2.範囲確認調査及び整理作業は主に堀正人(平成 15～ 18年度)が行い、二村陽子・伊東歩(平成
18年度)及び下呂市教育委員会社会教育課、同下呂教育室職員がこれを援助した。

3.本書の執筆は、以下のように行い、編集は堀が行った

第 2章、第 3章第 4節 3 二村
第 5章 丹羽忠幸(鳳慈尾山大威徳寺史跡保存会)、 小池二次(同左)、 堀
その他 堀
4.地形測量及び遺構実測の一部は、大同コンサルタンツ(株)(平成 15年度)、 株式会社中部テク

ノス(平成 16年度)株式会社イビツク(平成 17・ 18年度)に委託して行った。
5,大威徳寺跡関連地名の調査については、鳳慈尾山大威徳寺史跡保存会に調査を依頼して行っ

た。

6.発掘調査および報告書の作成にあたつて、次の方々や諸機関からご指導・ご助言をいただい

た。記して感謝の意を表する次第である。(敬称・肩書き略、五十音順)

相原精治 赤澤徳明 浅野春樹 阿弥陀寺 飯村均 出淵公三 伊藤秀雄 井上喜久男
今井孝幸 今井直人 岩原剛  小縣宣夫 奥建夫 小野木学 加子母郷土史研究会
教育文化財団文化財保護センター 上野)|1勝 久保智康 黒田龍二 下呂市文化財審議会
小池二次  小池秀雄 小島恵昭 小淵忠司 近藤大典 齋藤慎一 佐伯哲也 坂井秀弥
澤村雄一郎 菅谷文則 鈴木景二 脊古真哉 宗猷寺  高岡徹  高木稔彦 谷口陽一
玉井哲雄  千早保之 人賀哲夫 原寛   朴澤直秀 鳳慈尾山大威徳寺史跡保存会
宝珍慎一郎 星野直哉 堀池哲生 増田三男 松井―明 山本一信 吉田一彦 吉田英敏
7.遺構・出土遺物図の縮尺は、図中にスケール等で示したが、原則として土器は 1/3、 1/2のい

ずれか、金属器は 3/4か 1/2のいずれか、石製品は 1/3か 1/4か 1/6のいずれか、石造物は 1/8

で作製した。

8.本文中で用いた遺構の略号は以下の通りである

土填………SK 柱穴・小穴………Pit   性格不明遺構………SX

9.調査に関する資料および遺物は、下呂市教育委員会が保管している。

例
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⑥石造物古写真
図版■ 出土遺物写真(1)
図版 12 出土遺物写真(2
図版 13 出土遺物写真(9
図版 14 出土遺物写真牲)
図版 15 出土遺物写真⑬
図版 16 出土遺物写真0

③ AttTP6 ④ AttTP9 ⑤ AttTPl

④CttB 3ト レ ⑤C区築地塀の基礎
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第 1章 調査の経過

第1節 調査にいたる経緯
本遺跡は、下呂市御厩野宇威徳寺地内に所在する。平成 16年 3月 1日 、旧益田郡内の 5町村が

合併し、下呂市が誕生したが、本遺跡が所在する旧下呂町は、旧石器時代から石器素材として使

用された下呂石を産出する町として著名であり、パン状炭化物で知られる峰一合遺跡など、市内

の各所に旧石器 。縄文時代遺跡が点在する。市名である「下呂」が、律令体制下の「下留」に由

来することは周知のとおりであるが、旧益田郡内では古墳の存在は知られておらず、古代 。中世

の遺跡も希薄で、『岐阜県史 考古資料編』 (岐阜県 2003)で は、平成 9～ 10。 12年度に岐阜県文
化財保護センターによって調査された上ケ平遺跡のほか、 2遺跡が知られる程度である。

本遺跡は、18世紀初めに書かれた『飛州志』や『飛騨国中案内』などにも紹介され、それらの

記述によると、源頼朝発願、文覚上人 (一説には永雅上人)創建の伝承を持つ。遺跡が所在する「御

厩野」の地名も、大威徳寺に詣でた貴人が麓の野に厩を設け、そこに馬を留めて参拝したという

伝説に由来すると言われている。伝本堂跡など、遺構の残存状況が良好なこともあり、遺跡に関

する地元の関心は非常に高く、故答非藉
壁氏・故渡辺政治氏といった地元地権者や郷土史家を中

心に、地道な研究と保存活動が続けられ、昭和 36年には地元の有志によって、寺域内に記念碑が

建てられている。昭和 34年に県史跡に指定され、昭和 16年 。同 38年に岐阜県によって調査・報

告がされたが、本格的な発掘調査は行われておらず、遺跡の詳細は未確認のままであった。

さらに近年、いわゆる「山岳寺院」の調査例が全国的にも増加し、飛騨と美濃の国境という特

別な場所に位置する大威徳寺の重要性も見直されるようになり、下呂町の活性化のためにも、発

掘調査により遺跡の全容を明らかにし、歴史的に貴重な文化遺産として保護と活用を望む声が大

きくなった。平成 H年には地元地権者を中心に「鳳慈尾山大威徳寺史跡保存会」 (会長今井直人
氏)が結成され、下呂町へ発掘調査と史跡整備の要望が陳情されると同時に、同会会員によつて遺

跡の草刈や標柱の設置といつた奉仕活動や史跡の保護活動が継続的に行われている。

旧下呂町時代の平成 10年、同 H年、相次いで御厩野区から「竹原地区に残る歴史遺産の発掘
と整備による地域活性化の要望」「史跡大威徳寺発掘調査に関する請願」が提出され、平成 13年

度から実施する「下呂町第四次総合計画」に盛り込み、対応することとした。

その間教育委員会は、平成 H年 12月 、同 13年 4月 に県教育委員会文化課と協議を重ね、その

指導のもと、平成 11年度には寺域の地形沢J量を実施し、14年度以降の発掘調査を目指して専門

職員の採用を決定し、予算化するとともに、平成 14年度には、発掘調査指導委員を委嘱し、伝本

堂跡等の既知の遺構の測量などを実施した。そして、将来の史跡整備に備え、寺院の範囲を確認

することを目的に、平成 15年 7月 から範囲確認調査を開始し、平成 16年 3月 の町村合併後は、

下呂市教育委員会が継続して調査を行つている。平成 15。 16年度末には、それぞれ概要報告書を

刊行し、同 18年 8月 には、関連事業として、「山寺サミットin下呂温泉 ～大威徳寺の謎を追う
～」と題してシンポジウムを開催した。
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第 2節 調査の経過
今回の範囲確認調査は、岐阜県教育委員会文化課および下記発掘調査指導委員会の指導・助言

のもと、平成 15年度から 18年度までの 4ヵ 年にわたつて実施した。以下に各年の概要と、第 1

表に調査工程を記したが、各年度の調査の目的などは第 3章を参照されたい。

平成 15年度調査は、文化庁の国宝重要文化財保存整備補助金 (2,500千円)および岐阜県文化財

保護費補助金 (365千円)の助成を受け、平成 15年 7月 22日 から平成 15年 H月 21日 まで屋外で

の作業を、その後は屋内での整理作業を行い、平成 16年 2月 28日 に終了した。15年度の最終的

な発掘調査面積は 850ポである。

平成 16年度調査は、文化庁の国宝重要文化財保存整備補助金 (4,980千円)および岐阜県文化財

保護費補助金 (745千円)の助成を受け、平成 16年 5月 11日 から平成 16年 12月 17日 まで屋外で

の作業を、その後は屋内での整理作業を行い、平成 17年 3月 18日 に終了した。今年度の最終的

な発掘調査面積は 640ポである。

平成 17年度調査は、文化庁の国宝重要文化財保存整備補助金 (7,H5千円)お よび岐阜県文化財

保護費補助金 (7H千円)の助成を受け、途中降雪のため作業を休止した期間を含めて、平成 17年

5月 11日 から平成 18年 3月 17日 まで屋外での作業を行い、平成 17年 3月 18日 に事業を終了し

た。17年度の最終的な発掘調査面積は 330ピである。

平成 18度調査は、文化庁の国宝重要文化財保存整備補助金 (2,667千円)および岐阜県文化財保

護費補助金 (266千円)の助成を受け、平成 18年 5月 11日 から平成 18年 9月 25日 まで屋外での

作業を、その後は報告書作成のための作業を行い、平成 18年 3月 20日 に終了した。18年度の最

終的な発掘調査面積は 160だである。

なお、調査体制は以下の通りである。

調査主体者  下呂町教育委員会 田口正邦(教育長X平成 15年度)

下呂市教育委員会 田口正邦(教育長)(平成 16～ 18年度)

調 査 員  堀正人(主幹心得・学芸員)(平成 15～ 18年度)
三村陽子(嘱託 。学芸員X平成 18年度)

伊東歩(嘱託 。学芸員X平成 18年度)

事 務 局  中島健次(教育課長)渡辺展(主任主査)(平成 15年度)

今井美好(下呂教育課長)渡 辺展(下呂教育課主任主査)(平成 16年度)

杉山答(社会教育課長)熊崎純也(社会教育課主査)渡辺展(下呂教育室主任主

査)(平成 17年度)

熊崎達也(社会教育課長)熊 崎純也(社会教育課主査)(平成 18度)

調 査 指 導  入賀晋(二重大学名誉教授)
小野正敏(国立歴史民俗博物館教授)

早川万年(岐阜大学教授)

岐阜県教育委員会指導部文化課

作 業 員  今井恵子 河村省吾 小池尚武 進藤重義 曽我征夫 長瀬友 中田譲二

丹羽竹男 丹羽とみ子 松田典子 和田登志子 渡辺保純―
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第 1表 大威徳寺跡範囲確認調査工程表

＼ 平成 15年度 平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度
４

　

月

調査準備 調査準備 調査準備

指導委員会 (30日 )

５

　

月

調査準備 調査準備 (杭打など)

調査開始 (11日 )

調査区・旧地形測量図範囲草刈

指導委員会 (20日 )

調査準備 (杭打など)

調査開始 (11日 )

地形測量範囲草刈 (12日 ～)

調査準備 (杭打など)

調査開始 (12日 )

A・ Bト レ掘削

地名調査 (保存会に依頼)

６

　

月

調査準備 旧地形測量図範囲草刈

A～ Dト レ掘削、

草刈で確認 した遺構の実測

地形測量範囲草刈

指導委員会

実測

蔵骨器発見 (1日 )

７

　

月

調査準備 (杭打など)

調査開始 (22日 )

A～ Dト レ掘削

指導委員会

A・ BoE・ Fト レ、TPl
～ 3掘削

草刈で確認した遺構の実測

地形測量範囲草刈 (～ 6日 )

基準点設置・地形測量 (委

託)

伝山門跡写真測量 (委託 )

８

　

月

E～ Gト レ・TPl,2
掘削

G・ Hト レ、TP5・ 6・ 10

掘削

草刈で確認 した遺構の実測

地形測量 人賀指導委員会長現地視察

(山寺サミット・現地公開)

９

　

　

月

H～ 」トレ掘削 1・ 」・kト レ、TP8・ 9

11～ 15掘削

草刈で確認した遺構の実測

地形測量 (～ 16日 )

作業再開 (12日 ～)

A～ Cト レ掘削

宗猷寺古文書調査

石造物集積地平面実浪I

埋め戻し

石造物集積地周辺踏査

屋外作業終了 (25日 )

１０

　

月

人賀指導委員会長現地視察

現地説明会 (25日 )

TP3～ 5掘削

文化庁・坂井調査官現地視察

現地説明会 (3日 )

T Pll～ 15掘削、実測

旧地形測量図範囲草刈

A～ Fト レ掘削

人賀指導委員会長現地視察

報告書作成 (整理作業)

１１

　

月

人賀指導委員会長現地視察

小野指導委員現地視察

遺構測量 (委託)

実測・埋め戻し

屋外作業終了 (21日 )

実測

伝本堂跡・本堂西建物跡測量

(委託 )
「
日地形測量図範囲草刈

現地説明会(5日 )

D～ Fト レ掘削

報告書作成 (遺物実測)

‐２

　

月

整理作業 実測・埋め戻し

屋外作業終了 (17日 )

実測・埋め戻し

遺構測量 (委託 )

雪のため作業休止 (5日 ～)

報告書作成 (ト レース)

１

　

　

月

整理作業 整理作業 雪のため作業体止

室内にて整理作業

報告書作成

(レイアウト・原稿執筆)

２

　

月

整理作業

(概報刊行 )

事業終了 (28日 )

整理作業 阿弥陀寺懸仏調査

作業再開 (20日 ～)

雪かき 。実測・埋め戻し

報告書作成

(原稿執筆・印刷製本)

３

　

月

(概報干」行 )

事業終了 (18日 )

埋め戻し

米褐平・鎮守尾草刈・踏査

屋外作業終了 (17日 )

事業終了(18日 )

報告書作成 (F口刷製本)

事業終了(20日 )
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第 2章 遺跡の位置と環境

第1節 地理的環境
岐阜県指定史跡鳳慈尾山大威徳寺跡は、岐阜県下呂

市御厩野地内に所在する (第 1図 )。

岐阜県は本州のほぼ中央に位置し、富山県・石川県・

福井県・滋賀県 。二重県・愛知県 。長野県の 7県に囲

まれた内陸県である。岐阜県は北部を飛騨地方、南部

を美濃地方に行政区分される。「飛山濃水」と呼ばれる

ように、飛騨地方には、御嶽山・乗鞍岳・奥穂高岳な

ど標高 3000mを超える山々が連なる一方、美濃地方に

は木曽三川 (木曽川 。長良川・揖斐川)が流れ、太平

洋に注ぐ。

下呂市は、岐阜県の中央東側、飛騨地方の南部にあ

たる。平成 16(2004)年 3月 に旧益田郡 5町村 (小坂

町・萩原町・下呂町 。金山町 。馬瀬村)が合併し、下

呂市が誕生した。北は高山市、西は郡上市と関市、南

は加茂郡、東は中津川市と長野県に接する。下呂市内を北西一南東方向に活断層である阿寺断層

が走る。市内は山林が約 90%を 占めており、ほば中央を飛騨川が南北に流れる。東西には馬瀬川

が流れ、北東端には御嶽山がそびえる自然豊かな地域である。飛騨川に沿うように国道 41号線が

走り、高山市から下呂市金山町までの区間は飛騨街道 (益田街道)と 呼称されている。飛騨街道

は古代律令期に東山道飛騨支路として整備された街道で、下呂市内には萩原町上呂地区にど留

駅、旧下呂町内に下 留駅、金山町菅田地区に菅田駅が所在したと比定されている。いずれも場

所は特定されていない。飛騨街道の中でも下呂一金山間は中山七里と呼ばれ、交通の難所であつ

たので、古くは下呂地区小川一乗政間の初矢峠 (この区間は後述の南北街道と重複)を通り、夏

焼一久野川を経由し下原地区へと抜ける道筋が安全とされてきた。中山七里を含む飛騨サ|1流域―

木曽川中流域は景勝地でもあり、飛騨木曽川国定公園に指定されている。

南北に流れる飛騨)||が 下呂市大渕で東西に方向を変え、御厩野地区から流れる竹原川が合流す

る。竹原川に沿うように国道 257号線が走る。この国道は 41号から分かれて大渕から中津サ十1市
へ抜ける道で、南北街道と呼称される。南北街道と呼ばれるようになったのは江戸時代の頃で、

古くは初矢峠を越えて小川―乗政地区を通る道が整備されていた。

大威徳寺跡は旧下呂町内、竹原地区に所在する。竹原地区は南東部の舞台峠を境に中津)|1市加

子母と接し、飛騨地方の南端にあたる。また北東部にそびえる三国山・鞍掛峠 。白草山 。高森山

を境に長野県とも接しており飛騨・美濃 。信濃の境となるこの地に大威徳寺が建立された。

大威徳寺跡は、標高約 1400mの拝殿山から南西にのびる尾根上に位置し、その標高は約 740m

を測る。御厩野集落や小郷集落からの比高差が約 150mの高台に所在し、現在は木が生い茂つて

いるが、建立当時は集落一帯を見渡すことができたと思われる。

確

長 野 県

第 1図 遺跡位置図
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第 2節 歴史的環境

大威徳寺跡周辺の遺跡

大威徳寺跡 (第 2図 1)周辺は、石器の素材として有名な通称下呂石 (ガラス質黒曇苺幣 絞砦 )

を産出する湯ヶ罐を背後に控えており、縄文時代を中心とした遺跡が旧南北街道に沿うように点

在している。また、当地域は下呂から中津川へ抜ける交通の要所であったことから、中世や近世

の遺跡も点在する。以下、時代をおつて大威徳寺跡周辺の歴史的環境を概観する。

旧石器時代から縄文時代の遺跡の代表的なものとして、初矢遺跡 (同図 3)、 下島遺跡 (同図 7)、

杉ヶ平遺跡 (同図 14)、 森ノ外遺跡 (同図 17)が挙げられる。初矢遺跡は下呂市乗政の標高 650

mに位置する。本格的な調査は行われていないが、ナイフ形石器、尖頭器、有舌尖頭器等の石器

の表採資料が見受けられ、この地域における歴史の萌芽期の遺跡として注目される。同じ時期の

遺物として、宮地地区からナイフ形石器、中津川市加子母に所在する森ノ外遺跡でも有舌尖頭器

が 1点表採されている。中津川市加子母に所在する杉ヶ平遺跡では、縄文時代前期の上器や石器

が表採されているが、詳細な調査は行われていない。下島遺跡は乗政地区に所在し、昭和 59(1984)

年に県営回場整備事業に伴つて下呂町教育委員会 (当時)による発掘調査が行われ、縄文時代後・

晩期を中心とした遺構・遺物が検出された。乗政川の河岸段丘上に位置する遺跡で、土掠や敷石

遺構・集石遺構などの遺構が検出された。出土遺物は宮田式上器に比定される土器など縄文時代

後期・晩期の上器や、土偶が出上している。石器は石鏃・石匙などの石器を始め、石冠が出上し

ている。旧下呂町内においてこの時期のまとまった資料がないことから、縄文時代後・晩期を代

表する遺跡となっている。また、乗政地区ではこの他に御物石器が表採されている。石冠や御物

石器は飛騨地方を中心に縄文時代後・晩期に見られる石器で、呪術的な役割を持つ石器と考えら

れている。

このように、縄文時代の状況はある程度明確になってきているが、弥生時代から古代にかけて

の状況は、資料がほとんどなく未だ解明されていない。弥生時代については、下島遺跡で水神平

Ⅲ式上器に比定される土器が出土しているが、遺構は確認されていない。古代になると律令政権

下で飛騨地方でも官道が整備される。旧下呂町内に下留駅が置かれてことがわかっているが、そ

の場所については諸説ある。野尻地区に「小万場」という地名があることから、この地を駅に比

定する説も存在するが、それを裏付ける資料はない。

中。近世の代表的な遺跡として大威徳寺跡の他に、宮地城跡 (同図 9)、 県指定史跡である初矢

峠石畳 (同図 2)、 御厩野口留番所跡 (同図 13)がある。宮地城跡は、応永 18(1411)年、京極

氏が姉小路氏討伐の功により、竹原郷を与えられ築城した山城で、別名 「小馬場の城」と呼ばれ

た。標高 600mの周辺を見渡せる高台に位置し、現在も堀切跡、竪堀跡、石塁跡などが残され、

下呂市史跡に指定されている。京極氏の家臣であつた三木氏は滅亡までの 174年間、この地を拠

点として勢力を広げ、ついには飛騨制定を成し遂げたと言われる。旧街道である小川一乗政間の

初矢峠には、石畳敷きの道路が残されており、昭和 48(1973)年に岐阜県史跡に指定されている。

石畳が整備された時期は明確ではないが、この街道は明治 20年代ころまで頻繁に使用されていた。

金森長近が飛騨の大名となると、道路の整備と共に各地に口留番所を設置し、旧下呂町内でも門

和佐、門原、大渕、御厩野に設置された。御厩野口留番所は明治維新まで引き継がれ、その門扉

が現在も御厩野地区で大切に保管され、下呂市文化財に指定されている。
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第 2図 周辺の遺跡
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大威徳寺跡推定寺領範囲と寺院関連地について

大威徳寺跡に関する文献史料は数少なく、その概要は謎に包まれている部分が多い。江戸時代

に書かれた『飛州志』や『飛騨国中案内』などには、その創建と廃絶の経緯が伝えられる。それ

によると、創建は鎌倉時代、源頼朝の命により文覚上人 (一説には永雅上人)が寺院建立の地を

求め諸国を巡っていたところ、この地を訪れた。すると山中にあつた池が鳴動し、大きな龍が現

れた。その龍に真の姿を現すように祈念 したところ、牛に乗つた小童の姿 (大威徳明王)と なつ

た。その報告を聞いた頼朝がこの地が霊地であることを感 じ、大威徳寺を建立し、大威徳明王を

安置したという。また、中津サ|1市力日子母小郷地区にある大杉地蔵尊 (第 3図 9)が祀られる地蔵
堂には源頼朝や文覚上人にまつわる伝説が多く残されている。廃絶については、その弘治 2(1556)

年に飛騨三木氏と苗木遠山氏との間で起こった 「威徳寺合戦」 (合戦の年代については諸説あり)

で堂塔の多くを焼失、さらに天文 13(1585)年の「飛騨大地震」で壊滅したと伝えられる。しか

し『飛騨国中案内』や高山市宗猷寺 (第 1図)に伝わる古文書などによると、江戸時代初頭頃ま

では細々と法灯が伝えられていたようである。なお、大威徳寺跡に関係する文献史料については、

巻末の関係史料リス トを参考されたい。

『飛州志』に引用されるところの『濃 州 長瀧寺阿名 院耕を花 受莱讐』 (頁末資料参考、以下

『経文末書』と略す)には、大威徳寺の堂塔や寺領について記されている。長瀧寺 (第 1図)は

郡上市白鳥町に所在する天台宗の寺院で、白山信仰の拠点であり泰澄が創建したと伝えられる。

同じ天台寺院の大威徳寺とも関係が深かつたであろうということが、この史料の記載内容からも

うかがえる。前半の堂塔に関する記述の中での「西坊」跡地に「阿弥陀寺」 (第 3図 2)が臨済宗
の寺院として復興されたと伝えられ、さらに阿弥陀寺は現在の位置から南東部にあったと伝えら

れる (同図 3)。 阿弥陀寺には大威徳寺跡出土と伝えられる懸仏の一部である観世音菩薩坐像が大

切に祀られている。「多聞坊」については、中津)「 1市力日子母小郷地区に「多聞坊伝承地」 (同図 10)

がある。また名古屋市に所在する香積院にはその前身が加子母小郷の多聞坊であったと言い伝え

が残る。また乗政地区に所在する慈雲院は十二坊の一つであると伝えられ、宮地地区に所在した

福来寺 (所在地不明)も大威徳寺に関連 し

た寺院であったという伝承がある。

後半の記述の 「寺領」については、文中

に出てくる地名がいずれも大威徳寺跡周辺

の地名であることは多くの先学が指摘する

ところである。この寺領に関する記述につ

いて若干の検討を加える。まず、「寺領門前

和泉橋」の「和泉橋」は現在、野尻区内に

ある「泉橋」 (第 3図 7)と 考えられる。神

築蓉が竹原川に合流する地′点に掛けられた

橋で、『飛騨国中案内』には「野尻村の内に

大威徳寺の境内の田畑これ有り、宇子馬場

という所中●」との記述があり、泉橋を渡

つたすぐ西に「小万場」という小字が残る

『濃
州
長
瀧
寺
阿
名
院
所
在
経
文
末
書
』

「本
堂
丈
間
五
間
四
方
、
地
蔵
堂
、
大
黒
堂
、
講
堂
、
鎮
守
、

拝
殿
、
鐘
楼
堂
、
二
重
塔
、
二
王
堂
坊
数
十
二
坊
、
東
坊
、
多

聞
坊
、
南
坊
、
竹
林
坊
、
西
坊
、
吉
祥
坊
、
北
坊
、
費
光
坊
、

池
坊
、
満
月
坊
、
福
成
寺
。
○
本
尊
ハ
大
威
徳
明
王
、
塔
ハ
大

日
如
来
、
鎮
守
ハ
伊
豆

・
笛
根

・
熊
野

・
白
山
四
所
也
。
寺
領

門
前
和
泉
橋
ヲ
境
、
北
ハ
加
賀
ナ
シ
谷
通
り
尾
ヲ
境
、
東
ハ
ク

ラ
カ
ケ
白
山
ノ
尾
舞
台
、
西
ハ
野
尻
山
境
。
守
護
不
入
也
。
乗

政
之
内
寺
領
之
田

一
町

一
反
、
上
田
之
内
ホ
キ
グ
チ
二
十
貫
、

跡
津
大
ゴ
ウ
リ
二
十
貫
、
フ
ゴ
ウ
ニ
大
般
若
田
二
反
。
天
正
十

五
年
丁
亥
林
鐘
下
旬
慶
俊
記
之
」

参考資料  『濃州長瀧寺阿名院所在経文末書』
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ことからこれを裏付ける資料となる。次に「北ハ加賀ナシ谷通り尾フ境」の 助日賀ナシ谷」とは、

泉橋の谷沿いの北西方に「カミナシ」の小字が残ることなどから神梨谷と解釈したい。「東ハクラ

カケ白山ノ尾舞台」の「クラカケ」は鞍掛峠、「舞台」舞台峠を指すと考えられる。「白山ノ尾」

については「拝殿山」が候補として挙げられるが、『岐阜県の地名』 (平凡社 1989)に よれば、

拝殿山には御嶽信仰の遥拝所とされており解釈には検討を要する。以上のような知見をもとに、

この資料で言 う寺領の範囲を推定したのが第 3図の太枠内にあたる。今後さらに検討を要するが、

今回の推定範囲でいくと南北約 6 km、 東西約 5 kmと いう広大な範囲に及ぶ。

大威徳寺の末寺と伝えられる寺院に、中津川市加子母に所在する法禅寺 (第 1図 )、 永養寺 (廃

寺)、 加茂郡東白川村に所在する大蔵寺 (同図・廃寺)、 常楽寺 (廃寺)、 婚龍寺 (廃寺)が挙げら

れる (第 2表参照)。 法禅寺は古くは極楽寺と称し、多聞坊から持ち込まれたと伝えられる仏像が

祀られている。永養寺も古くは道照坊と称し末寺であったと伝えられる。東白川村に所在した大

蔵寺、常楽寺、婚龍寺はいずれも苗木藩による廃仏毀釈が行われたことなどにより廃寺となつた。

また『新修東白川村誌』 (東 白川村誌編纂委員会 1982年)に よると、神土村邦好家には大威徳

寺で旧蔵されていた大般若経 600巻が所蔵されていたという。

この他に大威徳寺に関連する社寺として、高山市宗猷寺、下呂市萩原町養松堂、同市金山町万

福寺、同市門和佐和川白山神社が挙げられる。宗猷寺、養松堂には大威徳寺で祀られていたと伝

えられる仏像が所在する。万福寺は古くは亀像院と称する天台寺院であったと伝えられ、『飛州志』

が引用するところの『万福寺蔵阿弥陀経後書』には「大威徳寺住侶良玄」という名が出ている。

これは天正 7(1579)年に書かれたもので、大威徳寺に関係する文献資料の中では最も古いもの

であるが残念ながら現存しない。和川白山神社所蔵の『大般若波羅蜜多経箱墨書銘』に「多聞慶

俊」という名が残る。このように現在に残る伝承や文献資料を見てみると、大威徳寺が当時、こ

の地域において厚く信仰されていた様子がうかがえる。

第 2表 大威徳寺関連社寺
社 寺 名 所 在 地 備  考

阿弥陀寺 下呂市御厩野 大威徳寺西の坊跡地に建立されたと伝えられる。伝大威徳寺出土懸仏が所在する。

慈 雲 院 下呂市乗政 大威徳寺十二坊の一つと伝えられる。

法 禅 寺 中津川市加子母万賀

中津川市カロ子母井尻

寺

一
寺

末

一
末

旧極楽寺。多聞坊から移し祀つたと伝えられる仏像が所在する。

旧道照坊。廃寺。もとは万賀黒沼田にあつたと伝えられる。永 養 寺

大 蔵 寺 加茂郡東白川村佐見

加茂郡東白川村五加

末寺 廃寺

婚 龍 寺 寺

一
寺

末

一
末

廃寺。

廃寺。常 楽 寺 力日茂君旧東 白川村ネ申土

万 福 寺 下呂市金山町中津原 日天台宗亀像院。『万福寺像阿弥陀経後書』に「大威徳寺住侶良玄Jと ある。

養 松 堂 下呂市萩原町西上田 脇堂の薬師如来が大威徳寺より移し祀つたものと伝えられる。

宗 猷 寺 高山市宗猷寺町
寛永 9(1632)年建立の禅宗寺院。大威徳寺の復興に尽力する。観音堂内の薬師如

来、観音・地蔵菩薩は大威徳寺から移されたものだと伝えられる。

和川 白山ネ申社 下呂市門和佐 『大般若波羅蜜多経箱墨書銘』に「多聞慶俊」と書かれる。
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第 3図 推定寺領範囲と寺院関連地
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第 3章 調 査 の 成 果

第 1節 平成 15年度調査
1 調査の目的 と方法
平成 15年度の調査は、①伝本堂跡を中心とする寺院中心部の範囲確認、②伝本堂跡など、既知

の遺構の規模などの確認、③その他の遺構の有無の確認の 3′点を目的に、主に伝本堂跡を中心と

した 70× 60m程の範囲を対象とした。調査に先立ち、指導委員会の助言に基づいて、遺跡内をA

～Kの 11の地区に分け(第 4図 )、 表採遺物なども地区別に取り上げ、必要に応じてさらに細かい

平坦面や遺構ごとに取り上げた。試掘調査は幅 3mの トレンチを基本とし、掘削は手作業で行つ

た。トレンチは伝本堂跡の建物主軸に沿って設定し、検出した遺構に応じて適宜拡張した。また、

必要に応じて任意の大きさのテス トピットを設定した。最終的に設定した トレンチはA～ Jの 10

本、テス トピットは 10ケ所である(第 5図 )。 各 トレンチ設定の目的は、以下の通りである。

Aト レ:伝本堂跡の北側の確認および北方に近接する平坦面での遺構の有無を確認する。

Bト レ:伝本堂跡の東側の確認および東方に近接する石列周辺での遺構の有無を確認する。

Cト レ:伝本堂跡の南側 (主に向拝部分)および南方に近接する平坦面での遺構の有無を確認する。

Dト レ:伝本堂跡の西側および本堂西建物の確認、西方の法面での遺構の有無を確認する。

Eト レ:本堂西建物の北側および寺院中心部西法面での遺構の有無を確認する。

Fト レ:本堂西建物の確認および西建物南方の法面や平坦面での遺構の有無を確認する。

Gト レ:寺院中心部の北に近接する 25× 20m程の平坦面の遺構の有無を確認する。

Hト レ:Gト レを設定した平坦面の西に隣按する平坦面での遺構の有無を確認する。

Iト レ:寺院中心部の北に近接する 25× 20m程の平坦面および北法面の遺構の有無を確認する。

Jト レ:Cト レの東方に露出する礫を中心に、F区 との境近くの法面上の遺構の有無を確認する。

また、範囲確認の試掘であるため、トレンチ内で検出した遺構 (SK o Pitな ど)の調査はプラ

ンの検出に留め、掘削などは極力控えるようにこころがけた。

平成 15年度の調査では、鎌倉 。室町時代の山茶碗、古瀬戸、大窯製品を中心に約 2,000′点の

遺物が出上した。その多くは細かく破砕した小片で、全体の器形を復元できる遺物は少数である。

また、伝本堂跡・本道西建物を中心に、鉄製の釘や古銭 (祥符元賓)な どの金属製品も約 200点出

上している。遺物の分類、名称、年代観などは基本的に既存の報告・研究成果に依拠しており、

以下にその概要を記しておく。

灰 釉 陶 器  『須恵器集成図録 第 3巻 東日本編 1』 (齊藤孝正 1995)を参考にした。

山 茶 碗  「山茶碗研究の現状と課題」 (藤沢良祐 1994)を参考にした。

古 瀬 戸  「中世瀬戸窯の動態」および 「付編古瀬戸編年表」 (藤沢良祐 1997)を参考にした。

大 窯 製 品  「瀬戸・美濃大窯製品の生産と流通一研究の現状と課題一」(藤沢良祐 2001)を参考

にした。

連房式登窯  「本業焼きの研究(1)～ (9」 (藤沢良祐 1987～ 1989)を 参考にした。

貿 易 陶 磁  『 日本出上の貿易陶磁 束日本編』 (国立歴史民俗博物館 1994)を参考にした。
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

区:伝本堂跡を中心とした寺院中心部
区:寺院中′由培騨0尉妾する40帥程高くなった平坦面
区:寺院中心部の前面 (南方および画か に近接する平坦面
区:寺院中心部の北西方に近接する、階段状に展開する平坦面
区:寺院中心部から、東方の伝二重塔跡へ至る参道の両側に展
開する平坦面
区:寺院中心部の南東に近接する、2m程下がった平坦面と、
その東南方に展開する尾根斜面

●中世墓?

G 区:C区の南西に近接する腰郭状の平坦面と、その西南方に展
開する急斜面

H 区:伝山門跡からC区へ至る参道と、山門跡の南方に展開する
斜面

I'J区 :伝二重塔跡が位置する平坦面 (I因 と伝鐘楼跡が位置する

平坦面(J口 を含めた、寺院中心部東方の丘陵地
K 区:寺院西方を流れる谷川 (通称林畑6両岸の緩斜面

A区表採 410点 B区表採 93点

F区 表採 453点

カワラケ 6.13% その他.2,04%
瓦質土器 2

青自磁 10.20%

登窯 9,20%

大窯 92203%

C区表採 602点 D区表採 247点

カワラケ,4,10%

瓦質土器 615%
青自磁,12.29%
登窯 317

その他 102%

/不明 307%
石器 102%

E区表採 435点

I・ 」区表採 21点

不明 511%

石器,4,09%

K区表採② 145点

その他Э,2%
石器.418%ヵヮラケ.1.1%く 万客肇1戦

H区表採 87点

表採合計 2672点

G区表採 99点

翻 え 3271諺

K区表採 225点

カワラケ ,04%
灰釉陶器 ,.04% 青白磁,43%ェ 灰釉陶器,1.1%

登窯 15

第 4図 遺跡内地区割り図と表採遺物点数
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平成 17年度調査 睡園 平成 18年度調査

第 5図  トレンチ設定図
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2 主な遺構 と出土遺物
① 伝本堂跡 (第 6図、第 8～ 10図、第 14図 )
寺域のほぼ中央に位置し、『経文末書』は「丈間五間四方」と伝える。桁行 (正面)五間の建物の

周囲に幅約 1.8mの縁側が巡り、正面には幅約 3mの 「向拝」が取り付けられ、その前方 (南側)

1こ 70× 50× 20 cm程の礫を並べた石段が設けられる。桁行の柱の間隔は約 2.4mであるが、真中の

三間目の部分は約 2.7mと長くなる。建物の後方は後世に破壊を受けており、梁間 (奥行き)方向

の規模は不明確であるが、今回の調査で、縁側の束石を含めた五列目の礎石 8個のうち 7個を確

認 した。確認できた範囲は東西約 15。 9m、 南北約 9。 3mで、奥行きは三間分である。梁間方向の

前側二間は柱の間隔が約 2.4mであるが、三間目は約 2.7mと 間隔が長くなることから、建物前面

の二間分が参拝をするための外陣、その後方が本尊を安置する内陣と考えられる。中世仏堂では、

通常内陣は二問以上の広さがあるため、梁間は四間以上あったと考えて良いであろう。建物の規

模が五間四方か五間×四間であるかはさらに検討を要するが、A3ト レと4ト レの境界から土飲

を 1基確認している(第 13図 )。 形状は長軸 lm、 短軸 75cmの南北に長い不整形で、本堂跡の南

から五列日、東から四列目の礎石 (第 8図 38)の北狽1約 6.6mの所に位置する。礎石の抜き取り痕

との仮定が許されるなら、仮に本堂の四間目と五間目を 2.4m、 縁側を 1.8mと 仮定すると、調度

良い位置関係にあたる。これをもつて本堂の規模を断定することはできないが、五間四方であれ

ば、『経文末書』の記述とよく一致することになる。礎石は地中に埋もれているものも含めて 40

個が確認でき、そのうちの 39個を第 8図～第 10図に示した。 125× 75 cm程の長大なものから、

70× 50 cm程のやや小型のものまで見られるが、地表面に露出していたものも含め、ほとんどの礎

石が破砕したり、被熱により赤く変色 (図 中の網掛けの部分)しており、中には上面が径 30 cm程の

円形に赤く被熱した礎石 (12・ 17・ 32な ど)も散見される。『苗木ぜ凸茨藷』などに見られる、い

わゆる 践 穂半答致」もで焼失したとの伝承との関係がうかがわれる。また、50× 45 cm前 後のや

や小型の石で、伝本堂跡の礎石の並びから外れた礎石 (第 10図 49～ 60)も 見られ、本堂の廃絶後

に二間×三間程度の小堂が再建された可能性が考えられるが、詳細は第 6章で述べたい。

伝本堂跡に設定した トレンチ (Al。 2、 B2、 Cl、 D2ト レ)か らは、299点の遺物が出土

している。その内訳を第 13図に、主なものを第 14図に示した。 1の香炉 (華盤)は、全体の器形

が分る数少ない遺物の一つである。いわゆる「袴腰型」で、鉄釉が施され、高台は通常の三足で

はなく削り出し輪高台である。口縁部は波状に成形された百合口となる。古瀬戸中期後半頃の所

産と思われる。 2は 「締腰型」瓶子の肩部から腰部にかけての破片で、二次被熱のため釉はとん

でいる。 6点の破片が接合したものであるが、その内の 1点は調査で確認できた本堂北端よりも

外側 (第 5図 TP8付 近)で表面採集 したものである。 3は 「直腰型J瓶子の胴部の小片、 4・ 5

は瓶子Ⅲ類、いわゆる「根来型瓶子」の脚部で、灰釉が施されるが二次被熱のために変色してい

る。 7は筒型容器、 8の小皿は体部が直線的に立ち上がり、口縁部がわずかに外反して厚さを減

じて、端部が丸く仕上げられる。外面は口縁部から体部の 1/2前後まで、内面は全面に灰釉が掛

けられる。なお、 6は灰釉陶器の長頸瓶と考えられ、A3ト レから出土したものであるが、伝本

堂跡の梁間が四間以上に広がる可能性が高いと仮定し、本堂出土遺物として紹介した。また、19

のマ 舞発警はclト レ(向拝部分)か ら出土した北宋銭で、1007年 の初鋳である。
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② 本堂西建物 (第 7図、第 11～ 14図 )
調査前、伝本堂跡の西側に、礎石と思われる石が約 20個露出していたが、今回の調査で、桁行

三間、梁間四間の建物の周囲に幅 1.2m程の縁側が巡り、正面に幅約 2.7mの 「向拝」が付く構造

で、大きさは 8.8× 10.3m程の建物であつたことが明らかになった。礎石は 44個中、地中に埋も

れているものも含めて 42個が確認でき、そのうち 40個 を第 11～ 13図に示した。伝本堂跡と同様

にほとんどが被熱により赤く変色しており、8や 14の礎石のように破砕し、痕跡がかろうじて識

別できるものも見られる。前から五列目の中央の礎石 2個 (第 11図 29,30)が 、約 80cm後 ろに据

え付けられていることから、ここに須弥壇があった可能性も考えられる。建物の主軸方位が伝本

堂跡とは微妙に異なるが、後述する「軒廊 (渡 り廊下)」 で伝本堂跡とつながれていることなどを

考慮し、建立や廃絶の時期に多少の前後関係はあるとしても、基本的には伝本堂跡と同時に存在

していたと考えたい。なお、この建物の性格については、現在のところ明確な解答を持ち合わせ

ていないが、天台寺院においては、「常行堂J「法華堂」が本堂に次ぐ重要な仏堂であると言われ

ることから、それに類するものであつた可能性が推測される。いずれにせよ、本堂と並んで、大

威徳寺の寺院中心部を構成する建物と考えて良いであろう。

本堂西建物に設定した トレンチ (D4・ 5、 Fl・ 2ト レ)か らは、73点の遺物が出土している。

その内訳を第 13図に、主なものを第 14図 に示した。9・ 10は有耳壺の口縁部および底部である。

比較的近接した地点から出土しており、胎土や色調などから同一個体と推沢Jさ れる。古瀬戸後期

頃の所産と思われる。Hは瓶子の肩部の破片で、灰釉が施されるが二次被熱のために変色してい

る。棒状の工具で唐草状の文様が施される。また 12～ 18に図示した釘類は、いずれも角釘で、頭

の形状が L字形のもの (13・ 14・ 15。 18)と T字形のもの (12・ 16・ 17)が見られる。その長さから、

6 cm前後 (2寸 )、 9 cm前後 (3寸 )、 12 cm前後 (4寸)の 3群に分類することができる。

伝本堂跡と本堂西建物の遺物組成については、ほぼ同様の傾向を示すが、どちらも釘類に代表

される金属器が占める割合が 50%前後と高い点が特徴となる。また、伝本堂跡では、本堂西建物

と比べて、大窯以降の比較的新しい時期の遺物が多く含まれるが、これは、両者の廃絶に若千の

時期差があるか、もしくは伝本堂跡の建替えがあったことを示唆するものと思われる。

③ 軒廊 (渡 り廊下)(第 15図 )
伝本堂跡の西側からは、基壇化粧の石列が確認できなかったことから、本堂正面の石列がその

まま真っ直ぐに本堂西建物まで伸びていたと考えられる。さらに今回の調査で、伝本堂跡と本堂

西建物の間から礎石状の石を 6個確認した。礎石は本堂正面から西に伸びる石列とほば平行して

東西方向に二列に据え付けられ、南側から4個、その対岸となる北側から2個が確認できた。南

側の礎石列は残存状況も良く、礎石と礎石の間にも 40× 20 cm程の礫が並べられる。北側は両端の

二個が確認できただけであるが、これらの礎石は、伝本堂跡の南西隅の縁側と本堂西建物の北東

隅の縁側をつなぐ「渡り廊下J状の施設に伴 うものと推測され、 2つの建物が長さ約 6.4m、 幅

約 1.2mの 「軒廊」でつながれていたと考えられる。礎石の間隔が、東から 1.8m、 1.8m、 2.8

mと 等間隔ではないことから、最初から計画的に造られた施設ではなく、二つの建物が建立され

た後に取 り付けられた可能性が推測される。
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④ TP5(第 16図 )
TP5で は、本堂東狽1の基壇化粧の石列の続き約 4mと 、その石列が途中で東方へほぼ直角に
曲がることを確認した。基壇化粧には 50× 30× 15 cm程の石が使用されるが、東に曲がってからは

80× 50× 40 cm前後の大き目の石が使用される。調査で検出したのは約 3.5mであるが、石列は東

方の平坦面の西法面まで続いていたと推測される。この東西方向の石列は、伝本堂跡から東へ向

かう通路が派生しており、その南端を示すものと思われるが、通路の北端を示すような痕跡は確

認できなかった。また、この石列の途中に 40× 20 cm程の小型の石が用いられた箇所があり、東西

方向の通路に直交する形で南北方向の通路もあつたと考えられる。

TP5か らは遺物が 156点出上しているが、ほとんどが図示に耐えない小片であった。20は古
瀬戸の折縁深皿である。外折した日縁部が折り返されて玉縁状に肥厚し、口縁内側の中央付近に

断面三角形の稜が設けられる形状で、古瀬戸後Ⅱ期頃の所産と思われる。

⑤ B4ト レ(第 17図 )
本堂の東方、池跡の西方には 20× 15m程の長方形に石列で区画された空間がある。特に西側の

寺院中心部との境は 80× 50× 45cm程の大き目の石が用いられ、その西側から幅 75 cm、 深さ 20

cm程の排水溝を確認した。この石列と排水溝が寺院中心部の東端と推測される。また、区画の中

からも礎石と思われる石が埋もれていることが確認でき、何らかの建物があつた可能性が高いと

考える。伝本堂跡を中心に、本堂西建物と左右対称の位置関係にあることから、いわゆる「仏地」

的な性格の建物と考えたいが、詳細は今後の調査を待って検討したい。

B4ト レからは 104点の遺物が出上しているが、いずれも図示が困難な小片であつた。山茶碗

が占める割合が 77.0%(80点 )と圧倒的に高く、青 。白磁が 6.7%(7点 )と他のトレンチに比べて

目立つ点が注目される。また、排水溝からは 25点が出土しており、その内訳は灰釉陶器 1点 ,山

茶碗 24点である。図示した遺物のうち、21は池跡周辺で表採した、22は B8ト レから出上した

山茶碗・小皿で、21は底部が下方に突出する。どちらも6～ 7型式頃の所産と思われる。

⑥  F4・ 5ト レ(第 18図 )

本堂西建物の南側から、石段とそれに伴う門跡乙思われる礎石を検出した。石段は、本堂西建

物のほぼ正面に位置し70× 45 cm程の石を三段に積んだもので、その上の平坦面から礎石を4個確

認した。正面一間で、本柱の後ろに控え柱の立つ、「薬医門」と考えられ、本柱の間は 2.7mを計

る。この石段や門は、本堂西建物や寺院中心部への入り口と推測される。

F4・ 5ト レからは、294点の遺物が出土している。その主なものを第 18図に示した。23は瓶

子の肩部の破片で、鉄釉が施され、横方向の沈線と押印による菊花の印花文が描かれる。24の水

注には幅広の帯状の把手の一部が残つており、粘土瘤で鋲のようなもので留めた様子が表現され

る。肩部に明瞭な稜を持った円筒形の胴部に、ヘラ状の工具で唐草状の文様が施される。25の折

縁深皿は口縁部がほば水平方向に外折し、端部が内側に折り返されその内側に段が形成されるも

ので、古瀬戸後 I～Ⅱ期頃の所産と考えられる。26の茶壺は口縁部が内傾して立ち上がり、端部

が外側に折り曲げられて玉縁状に九く仕上げられ、鉄釉が施される。古瀬戸後期頃の所産と考え

られる。27の志野九皿の体部は丸みをおび、日縁部は外反して端部は丸く仕上げられ、断面台形

の削り出し輪高台を持つ①釉は高台まで広く施される。大窯第 4段階頃の所産と思われる。
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⑦ TP6・ G南拡張 トレ(第 19図 )
伝本堂跡の北方は、本堂跡の礎石が残る面よりも 40 cm程高い平坦面となっており、その南法面

に設定したG南拡張 トレでは、40× 20 cm前後の礫を 2～ 3段に積んだ石積を確認した。検出した

のは約 3mの範囲で、基本的に石を縦方向に使用して積まれている。所々石が抜け落ちているが、

石積は法面にそつて東西に伸び、途中で北方へほぼ直角に曲がる。そのコーナー部分に設定した

のがTP6で あり、ここでは法面に沿つて北に伸びる石列を確認した。G南拡張 トレでの石積と

ほぼ同じ大きさの石を用い、主に縦方向に使用されているが、ここでは石を積むのではなく、一

列に並べただけであった可能性も考えられる。これらの石積や石列によつて、伝本堂跡北方の 25

×20m程の一角が区画されていたと推測され、寺院中心部との北の境を示すものと考えられる。

ただし、この区画内から礎石など建物の明確な痕跡は確認できていない。

③  TP9、 D6・ 7ト レ・ TP3、 TP¬ (第 20・ 21図 )

TP9で は、⑥で述べた石段の東方に続く石積を確認した。途中に幅 60 cIIl程 の「犬走り」が設
けられるため、階段状に 2段に石積が残る形となる。 1段 目は最大で 55× 135cm程の比較的大き

な石を横方向に使って並べ、犬走りの上の 2段 目は 70× 50× 20 cm程の石を 2～ 3段積み上げたも

ので、一番下は石を主に横方向に、それから上は主に縦方向に使用しているように見受けられる。

この石積の続きやコーナーと思われる部分が、西方のTPl(第 21図 )や西法面に設定したD6。

7ト レ、TP3(第 22図 )な どでも確認でき、伝本堂跡や本堂西建物が建つ平坦面の、南及び西の

法面には石積が設けられていたと考えられる。なお、築地塀などの上部施設については、いずれ

の トレンチからも明確な痕跡を確認することはできなかった。

TP9、 D6。 7ト レ、TP3、 TPlか らは、223点の遺物が出上している。その主なもの

を第 20・ 21図に示した。28～ 33はいずれも古瀬戸の範疇に入るものである。28は瓶子の胴部で、

灰釉が施され、櫛状の工具で宝珠形の文様が描かれる。29の悟鉢は口縁部がわずかに肥厚し、断

面三角形に上方に伸びる形状で、古瀬戸後Ⅳ新期に、30の折縁深皿はほぼ水平方向に外折した日

縁部の端部が上方にわずかにつまみあげられ、外面に面取りが施される形状で、古瀬戸後Ⅱ～Ⅲ

期頃に帰属すると考えられる。31の天目茶碗は体部に丸みをおび、日唇部のくびれも少ない。古

瀬戸中Ⅳ期～後 I期頃の所産ではないかと思われる。32は 「直腰型」瓶子の底部で、灰釉が施さ

れる。33は橋鉢型小鉢に類する器種と思われる。口縁端部がわずかに外反して丸く仕上げられ、

内面のやや低いところに小突起が付けられる形状で、全面に灰釉が施される。34の端反皿は体部

に丸みを持ち、口縁部は外反して端部は丸く仕上げられ、大窯第 1～ 2段階頃の所産と思われる。

35は青磁碗の底部である。

③ Eト レ(第 22図 )
Eト レでは、礎石状の石 5個 (図 中の網掛けをした礫)を確認した。石の間隔は、東西方向が約

90 cm、 南北方向は北から約 105cm、 150cmを測る。東狽1は未確認で、中央近くの 4個で完結する

小規模な祠状の施設であつた可能性や、建物に伴うものではない可能性も否定できない。建物の

北西隅と仮定すると、伝本堂跡の主軸から約 20° 西に振れることになり、灰釉陶器の多口瓶も出

上していることから、伝本堂跡との時期差も想定される。西法面近くで検出した礫が集中する箇

所については、築地塀の基礎であった可能性もあるが、確証を得るにはいたつていない。
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Eト レからは 175点の遺物が出土しており、その主なものを第 22図に示した。36。 37は灰釉

陶器の多口瓶の注目部で、県内では4例 目もの出土となる。折戸 53号窯式期から東山 72号窯式期

頃の所産と思われるが、口縁端部の形状や口径がやや異なるため、別個体の可能性も考えられる。

また、36には肩部との接合部に漆状の付着物が観察され (図 中の網掛けの部分)、 小破片が接合さ

れているのがわかる。付着物の成分については科学的な分析を待たなければならないが、一度破

損したものを「漆接ぎ」によつて補修し、伝世されたものと考えられる。38は青磁碗の底部で、

高台の内面まで釉が施される。39～ 45は 白査系陶器、いわゆる山茶碗に帰属するもので、東海地

方の中世遺跡では日常雑器として最も数多く出土する一群である。39～ 41の碗は第 10型式に、

42の小皿は第 6型式に、43の小皿は第 9型式に、それぞれ帰属するものと考えられる。44は火

舎香炉、45は仏鉢と考えられ、寺院特有の特殊な器種と言えよう。46は甕の口縁部で、頸部が外

反して立ち上がり、口縁端部が外方に折り曲げられて断面円形に丸く成形される形状を示す。大

窯期の所産と思われる。

①  19ト レETP7(第 23～ 25図 )
伝本堂跡北方に隣接する 25× 20m程の区画での遺構の有無を確認するため、A8。 9ト レに加

え、Gト レ、 Iト レ、TP7を 設定した。北端に設定した 19ト レや西法面に設定したTP7で

は石積を確認することができ、この平坦面の南 。西・北の法面が石積や石列で補強されているこ

とが分かった。いずれも長軸で 30～ 50 cmほ どの石を使用し、基本的には縦方向を意識して使用し

ていると見られるが、横方向に使用される石も散見される。特に西方のD区平坦面との比高差は

lm前後を計るためか、 2段を意識して石が積まれていると見受けられるが、残存状況があまり

よくないこともあり、「積む」というよりも「貼る」とか「並べる」と言つたほうがふさわしいと

の印象を受ける。結果的に築地塀などの上部施設や、平坦面での建物の痕跡などを確認すること

はできなかつたが、北法面の比高差がわずか 30cm前後であるにもかかわらず、石を積み、補強す

るのは、平坦面に何らかの施設があつたことを示すものと考えたい。

19ト レ。TP7に A8・ 9ト レ、18ト レを力日えた、B区の北方に設定した トレンチからは、
653点 という大量の遺物が出土した。その内訳を第 25図に、主なものを第 25・ 30図に示した。

47・ 48は古瀬戸の平碗である。47の体部は立ち上がりが緩く、口唇部が S宇状に緩く屈曲する。

48の高台は削り出し輪高台で、径 5。 2cmを測る。古瀬戸後期頃の所産と思われる。49。 50・ 54・

55は橋鉢である。49。 54は 口縁端部がわずかに外反して丸く仕上げられ、内面のやや低いところ

に小突起が付けられる形状で、49は指頭により片口に成形される。50は 口縁部がわずかに肥厚し、

断面三角形に上方に伸びる形状で、古瀬戸後Ⅳ新期に帰属すると思われる。55は内湾気味に立ち

上がった日縁部の端部が肥厚 し、上方にわずかにつまみ上げられてかすかな突起となり、外面に

面取りがされる形状で、17世紀代の所産と思われる。51の天目茶碗は古瀬戸中Ⅳ～後 I期頃の所

産と考えられる。52は縁釉小皿である。53は有耳壺の口縁部と考えられ、端部が外側に折り曲げ

られて縁帯が形成される。56～ 72は山茶碗に帰属する一群である。56～ 65の碗は、56は第 7型

式、57・ 58は 7～ 8型式、59・ 60は 8型式、61は 9型式、62～64は 10型式、65は H型式のう

ち生田窯を標識とする一群に、それぞれ帰属すると考えられる。66～69の小皿は、66は 6型式、

67は 7型式、68は 8型式、69は 10型式にそれぞれ帰属すると考えられる。また、66の内面には
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煤状の炭化物が付着する。70は火舎香炉、71・ 72は鉢である。71は 口縁部が玉縁状に肥厚し、

外面に沈線が一条めぐらされる。72は 日縁部が断面台形状に肥厚し、外面に面取りがされる。73

は天目茶碗である。日唇部が直立し、端部が大きく外反する形状で、大窯期の所産と思われる。74

は古瀬戸の平碗である。76・ 77は丸皿、78・ 79は端反皿で、いずれも大窯期に帰属すると考えら

れる。76。 77は薄手の作りで、体部下方は丸みをおび、断面三角形の小さな貼 り付け高台を有す

る。底部内面には菊花の印花文が押印される。78・ 79は体都中ほどにやや強い稜を持ち、日縁部

は大きく外反して端部が丸く仕上げられる。75は折縁皿である。体部は丸みをおび、やや肥厚 し

た口縁部が水平方向に大きく外反し折縁となる。80は青磁の稜花皿である。体部が腰部から外反

して立ち上がる、いわゆる「腰折れ」型で、内面に「線彫 り」による数条の曲線と蕨手状の文様

が描かれる。15世紀頃の所産と考えられる。81は天目茶碗である。内傾気味の口唇部から口縁部

が大きく外反する形状で、17世紀前半頃の所産と思われる。82はいわゆる在地系の上師皿 (カ フ

ラケ)である。内外面の一部に煤状の炭化物が付着することから、灯明皿として使用されたと推測

される。85は土器内湾羽釜である。残存率 1/12程度の小片であるが、内傾気味に立ち上がる口

縁部の、やや斜め前方に鍔が突出するもので、14世紀頃の所産と考えられる。

遺物組成は他の トレンチと大きく異なる点は見られないが、大窯期の遺物が若干目立つ傾向が

見られる。相当数の遺物がいまだ土中に埋もれているのは間違いないが、出土遺物の中には明ら

かに同一個体と認定される破片が多く含まれるにもかかわらず、接合作業では際立った成果を上

げることができなかった。完形品が埋もれたのではなく、最初から破損品が廃棄されたのではな

いかとの印象を持つ。寺院の廃絶後に破損した遺物が廃棄されたという推測が許されるなら、寺

域を推定する一助になると思われる。

① その他の トレンチ・ TP出土遺物 H表採遺物 (第 25図 )
86～87は、Cト レから出土したものである。86は伊勢型鍋である。体部から口縁部にかけての

破片で、残存率 1/12程度の小片であるが、やや扁平な体部から外傾気味に頸部が立ち上がり、口

縁端部が折り返されて肥厚する。体部外面には斜めおよび横方向のハケ調整が施され、頸部には

指頭圧痕が残る。尾張地方で一般的に出土するものと同様の形状で、14世紀中頃から後半頃の所

産と考えられる。87は 6型式に帰属すると考えられる山茶碗 。/卜皿である。底部外面に塁書が残

るが、約 1/2を欠失しているため文字内容は不明確である。88は無高台の青磁の皿である。89・

90は Gト レから出土したものである。89は古瀬戸・仏華瓶の日頸部に付けられた丸組の環耳の部

分で、鉄釉が施される。90は 2× 3 cm程度の小片であるが、瓦質の土器で、いわゆる「奈良火鉢」

の口縁外面に 2条巡らされる凸帯の部分と考えられる。93～ 96は T P10か ら出土したものである。

いずれも山茶碗の範疇に入るもので、93の碗は 6缶 7型式期に、96の小皿はいわゆる「南部系」

のもので、6～ 7型式期に帰属すると考えられる。95の小皿は底部が下方に柱状に突出する特殊

な器形を示すが、胎土や色調などから美濃須衛窯の製品と考えられも、 6型式頃に比定できよう。

94の鉢は、外反して玉縁状に肥厚した口縁部の内面に、沈線が一条めぐらされる。97・ 98は表採

遺物である。97は大窯期の丸皿で、底部内面には菊花の印花文が押印される。98の悟鉢は、江戸

期の所産と考えられるが、網掛け部分は使用のため著しく摩滅した範囲を示す。
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3 主な成果
今回の調査の成果として、

① 伝本堂跡が残る平坦面の法面から石積や石段などを発見し、伝本堂跡を中心とした東西約 50
m、 南北約 40mの範囲が寺院中心部であったことが確認できた。

② 伝本堂跡の西側から 8.8m× 10.3m程の礎石建物を発見し、渡り廊下 (軒廊)と 考えられる施
設の礎石が確認でき、この二つの建物から寺院中心部が構成されると考えられるも

② 伝本堂跡の基壇の東側の石列から、直角に曲がる形で東に伸びる石列を確認し、寺院中枢部
から東の伝二重塔跡・鐘楼跡などへ続く「参道」に伴うものと推測される。

などが挙げられる。その他に、草刈などの作業により、伝二重塔跡 。伝鐘楼跡の建物の礎石の配

列がほぼ明らかになり、伝二重塔跡は五間×二間の建物の周りに縁狽1が巡る構造で、二重塔では

有り得ないこと、伝鐘楼跡は三間×四間の建物で、柱の間隔が一定でないため、鐘楼とは考えに

くいことなどから、これらの建物が、むしろ『経文末書』の伝える「拝殿」「鎮守」にふさわしい

と考えるにいたったが、詳細は次節で述べることにしたい。

特に、今回の調査の目的であった、本堂を中心とする寺院中心部の範囲をほば明らかにするこ

とができたことは、寺域東方の一角が大威徳寺の中の「神社信仰の場」であつた可能性が高く、

さらに両地区を結ぶ 「参道」の存在が想定されたことなどとあわせ、これまで漠然としていた大

威徳寺が、おぼろげながらもその姿を現してきたと言えよう。伝承にある「二重塔」「鐘楼」など

の有無やその位置を確認し、さらに寺院の様相を明らかにしていく上でも、今後の調査につなが

る成果を得ることができたと考える。また、折戸 53号窯式期から東山 72号窯式期頃に帰属する

と考えられる灰釉陶器 。多口瓶が出土し、その近辺で礎石状の石が確認できたことは、前身寺院

的な施設の存在を示唆するものであり、寺院創建が伝承よりも古い平安末期にさかのぼる可能性

を示すものとして注目される。

注①  「威徳寺合戦」の年代については、千早保之氏(苗木遠山資料館)の詳細な研究があり、氏の教
示によると、天文 14年(1545)、 弘治 2年 (1556)、 永禄 3年 (1560)、 永禄 12年(1569)、 元亀元

年(1570)、 元亀 3年 (1572)な どの諸説がある。

注② 人賀晋指導委員会長の教示によると、寺屋敷遺跡(揖斐郡揖斐川町(旧藤橋村 )、 荘川神社遺跡(高
山市荘川け 、西ノ宮遺跡(飛騨市国府町)に次いで4例目となる。

注③ 小野木学氏の教示による。
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第 2節 平成 16年度調査
1 調査の 目的 と方法
平成 16年度の調査は、①寺院中心部の南方および西方に近接する地区での遺構の有無の確認、

②伝山門跡から寺院中心部へ至る参道の規模や構造の確認、③寺院の遺構が残つていると推測さ

れる場所の確認、を目的に、 トレンチによる試掘調査は主に伝本堂跡を中心とした寺院中心部の
南方および西方の約 4,000♂ を対象とした。 トレンチやTPの設定や掘削については、前年度の

調査に準じた。また、平成 11年度作製の地形測量図の範囲を中心に、草刈や倒木の整理等の作業

を行い、石列や法面の石積など、寺院に関わる遺構や整地された場所の確認、記録などを行った。

その際、 E・ F区を中心に、石段や石列、石積、排水溝などの遺構を各所で確認することができ

た。試掘調査の成果に加え、これらの草刈などの作業によつて確認できた遺構についても本節で

報告したい。

最終的に設定した トレンチはA～ 」の 11本、テストピットは 15ケ所である(第 5図 )。 各 トレ

ンチ設定の目的は、以下の通 りである。

Aト レ:寺院中心部南方での遺構の有無を確認する。

Bト レ:寺院中心部南方および西南方の史碑跡付近での遺構の有無を確認する。

Cト レ:伝山門跡から寺院中心部へ至る参道の規模や構造の確認と寺院中心部南方の 25× 26m程

の平坦面の東法面での遺構の有無を確認する。

Dト レ:寺院中心部南方の平坦面の北法面からその北方の平坦面での遺構の有無を確認する。

Eト レ:寺院中心部南方の 25× 26m程の平坦面での遺構の有無を確認する。

Fト レ:寺院中心部南方の 25× 26m程の平坦面での遺構の有無を確認する。

寺院中心部の西に隣接する 25× 20m程の平坦面での遺構の有無を確認する。

寺院中心部南方の平坦面の西方に、L字形の上塁状の上盛をはさんで隣接する平坦面での

遺構の有無を確認する。

寺院中心部の西に隣接する 25× 20m程の平坦面の遺構の有無を確認する。

寺院中心部西南方の平坦面西端の石積の確認とその西側の遺構の有無を確認する。

Kト レ:寺院中心部の西に隣接する 25× 20m程の平坦面および西法面での遺構の有無を確認する。

平成 16年度の調査でも、鎌倉・室町時代の山茶碗、古瀬戸、大窯製品を中心に約 3,800点 の遺

物が出上した。その多くが細かく破砕した小片で、遺物の器形を復元できる遺物が少数であるの

は前年度と同様である。碗皿類や深皿・悟鉢などの調理具といつた日常雑器が中心で、昨年度の

調査に比べ、呑炉や仏華瓶などの寺院特有の器種がやや少ないとの印象を持つが、白磁有耳壺や

青磁の碗皿類など、遺跡の階級性を示す遺物も見られ、小数ながら瓦質の火鉢や茶田なども出土

している。さらに、史碑付近を中心に、17世紀代の遺物が比較的残存状況の良好な状態で一定量

出土している′煮が注目される。古銭類は寛永通宝を 2点確認している。遺物は広く遺跡内に分布

し、雨天の翌日などは容易に遺物を表面採集することができ、報告する遺物の中にも表面採集に

よる遺物が含まれる。遺物の分類、名称、年代観などは既存の報告・研究成果に依拠しており、

基本的に平成 15年度調査に従った。よって第 1節の 1を参照されたい。以下、平成 17・ 18年度

についてもこれと同様である。

Gト レ

Hト レ

Iト レ

」トレ
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2 主な遺構 と出土遺物
① A東西 トレ・南北 トレ、TPl(第 26図 )
寺院中心部の南に隣接する平坦面は、伝本堂跡などが建つ平坦面よりも約 lm低 くなる。ここ

に設定したAト レやTPか らは、目立った遺構を確認することはできなかつた。したがつて、寺

院中心部の南方正面の、東西約 40m、 南北約 30mの範囲は、儀式などを行 うための広場状の空間

であったと考えられる。山中に建てられる寺院は、建物の前後にすぐ山や崖がせまつている場合

が多いが、大威徳寺では伝本堂跡の後 (北 )側にも 25× 20m程の平坦面が広がっており、寺院中心

部の前後に十分な広さの平坦な空間が確保されていたことになる。

Aト レ・TPlか らは、727点 という多量の遺物が出上している。その内訳と主なものを第 26

図に示した。出土遺物の傾向は、山茶碗が 2/3近くを占め、古瀬戸と大窯製品がほぼ似た割合で

合わせて 1/6前後、残 りの 1/6前後が青 。白磁や連房式登窯などその他の遺物という様相で、こ

れは他の トレンチなどでも見られる、大威徳寺での一般的な遺物組成を示すと思われる。

99。 100は古瀬戸の水注である。99は丸みのある胴部に印花による椿花文が捺印される。 100

は肩部に稜を持った筒型の胴部に、ヘラ状の工具で蕨手状の文様が施される。101は卸皿である。

口縁の内側に小さな突起を持ち、端部の上面が浅くくばむ形状から、古瀬戸後Ⅱ期頃の所産と思

われる。102は水滴の胴部と考えられる。九みを帯びた胴部の外面に灰釉が施される。103は天目

茶碗の底部で、幅広の削り出し輪高台を持つ。104～ 106は折縁深皿である。104・ 105は 口縁部が

鋭く外折し、口縁端部が内側に折り返されて玉縁状に肥厚する。106は 口縁部がほぼ水平方向に

外折し、端部が内側に折り返されてその内側に段が形成される。 104・ 105は古瀬戸中Ⅳ期頃の、

106は古瀬戸後 I～ Ⅱ期頃の所産と考えられる。107は端反皿で、無高台の底部外面に糸切り痕が

残る。108は縁釉小皿で、口縁部の内外面に鉄釉が施される。109の山茶碗・碗は 9～ 10型式に

帰属すると考えられる。110の山茶碗・鉢は日縁部が玉縁状に肥厚し、端部は丸く仕上げられる。

lH。 112は青磁の碗である。111は線彫 りによる蓮弁文が施され、Bl類に分類できる。112は

高い高台の内面まで釉が施される。113の橋鉢は口縁部が肥厚し、内側に折り返されて端部が断

面円形に丸く仕上げられる形状で、大窯期の所産と思われる。

②  Bト レと寺院中心部西南方の平坦面 (第 27・ 28・ 29図 )

寺院中心部の西南方に設定したB2・ 3ト レのうち、B2ト レでは目だつた遺構を確認するこ

とは出来なかつたが、B3ト レでは、20× 30cmか ら50× 75cm程の石を南北方向に 2列に並べた、

築地塀の基礎と思われる石列を確認した (第 27図 )。 また、B3ト レのすぐ北には昭和36年に地元

有志が建立した史碑があり、その西側から築地塀の基礎と思われる石列 (第 28図 )を確認した。

石列は幅約1.8m、 確認できた長さは約15mである。20× 40cm前後の石を 2～ 3段積んで基礎とし、

その上に土を突き固めて土塀を築き、板などで屋根を葺いた構造であつたと推測される。現状で

は最も下に積まれた石が確認できるだけだが、約1.5mの 間隔で上面が平坦な石が配置されており、

土壁を支える「間柱」のようなものが立っていたと考えられる。さらにB3ト レから約 15m西 に

は、南北方向の石積 (石列)も確認しているが、これについては⑥の」トレの項で述べたい。

これらの所見から、寺院中心部西南方の平坦面は、東・北 。西方をコ字型に囲む築地塀と南の

一段高くなつた平坦面の北法面の石積によつて、東西約25m、 南北約20mの長方形に区画されて

-42-



A東西‐2トレ

独%
古瀬戸,55,76%[=●デ

Aトレ,TP-1 727点

その他,3.04%

I層 腐 植 土
Ⅱ-1層  黒褐色土価耳細かく、幹 しまり|こ欠ける。

植物根を多く含④
Ⅱ一劉薔 暗黒握鷹」二(I-1層に1以るぶ やや粘性があり、

ややしまる。)

曲
‐―
日
爛

　

‐００

烏 5

焉 6

追 ~藍
12

第26図  A東西 1・ 2、 A南北 1

くく目三三≡三王三≡冨百万ZttD7

０

η
‐‐

昨…尊章与
m‖棘

トレ、TPl平・断面図、出土遺物

―-43・ 44-―



いたと考えられ、区画の中から五間四方程の建物跡 (第 28図 「史碑南建物Jと仮称)を確認した。

平面形は一辺約9.8mの正方形で、礎石は地中に埋もれているものも含め36個中17個 を確認できた。

B2ト レからは 100点、B8ト レからは 76点の遺物が出上しており、さらに史碑周辺からは

256点の遺物を表採している。その主なものを第 27～ 29図に、その内訳を 29図に示した。

114～ 120は、B3ト レから出土したものである。114の天目茶碗は、丸みをおびた体部から口

縁端部が外反する形状を示す。115の端反碗は、高台裏も含めた内外面の全面に長石釉が施され、

外面には鉄絵具により、「つ」宇形の文様が描かれる。H6の端反皿には灰釉が、117の丸皿には

長石釉が施される。H8の鉄絵皿は断面台形の貼り付け高台を持ち、高台の裏側まで全面に長石

釉が施される①これらの遺物はいずれも 17世紀代に帰属すると考えられる。119の陶製円盤は、

鉄絵皿の底部を転用したものである。120は茶入れと考えられ、鉄釉が施される。

121～ 132、 139～ 141は、史碑西の築地塀跡を中心に、この区画内から表採したものである。121

～124の天目茶碗は、いずれも体部の立ち上がりが強く、121は長い口唇部がほぼ直立し、端部が

わずかに外反する形状で、122～ 124は 口唇部がやや内傾して端部が外反する形状を示し、17世紀

前半の所産と考えられる。125は丸碗、126・ 127は端反皿である。なお、これらの遺物について

は、過 日、愛知県陶磁資料館・井上喜久男氏が来跡された折に実見していただき、おおむね 17

世紀の前半、寛文年間 (1661～ 72)までに帰属し、元禄期 (1688～ 1703)ま で下がるものではないと

の所見をいただいた。128は鉄絵皿である。129の括鉢は日縁部が S字形に緩く屈曲し、内面に断

面半円形の幅広の凸帯がめぐらされ、端部は面取りがされる形状で、橋目は H条を基本とする。
連房式登窯期の所産と考えられる。網掛けした部分は使用により著しく摩滅した範囲である。

130。 131は寛永通宝である。江戸時代を通じて 300～ 400億枚が鋳造されたと言われ、最も一般

的な貨幣である。131は約 1/2を欠失しているが、どちらも「費」の字の貝画末尾が「ス」宇状

となり、130は 「寛」の字の 12画 と 13画の頭がくつつくことから、いわゆる「古寛永」の範疇

に入るもので、1636～ 59年に鋳造されたと考えられる。132は茶臼の下国の受皿端部の破片で、

安山岩を素材とする。139は古瀬戸の碗型鉢と考えられる。 140。 141の 山茶碗 。小皿は、いずれ

も7～ 8型式に帰属すると考えられる。

133～ 138は B2ト レから出土したものである。133は卸皿で、無高台の底部内面には棒状の工

具で 13× 10の格子状に卸目が施される。134は折縁深皿あるいは直縁大皿の底部で、古瀬戸後期

の所産と考えられる。 135。 136の山茶碗・碗は、いずれも7～ 8型式に帰属すると考えられる。

137は大窯期の端反皿、138は志野丸皿で、17世紀前半頃の所産と考えられる。

出土遺物について特筆すべき事は、B2ト レとB3ト レでは、遺物の組成が劇的に異なること

である。 B2ト レでは、山茶碗が半数以上を占め、古瀬戸と大窯製品がほぼ同じ割合で約 1/3を

占めるという、Aト レなどに見られる、大威徳寺での一般的な遺物組成を示すのに対し、B3ト

レでは山茶碗の占める割合が極端に低くなり、代わつて大窯製品と連房式登窯期の、比較的新し

い時期の遺物が半数以上を占めている。さらに史碑周辺で表採した遺物の組成を見ても、山茶碗

の占める割合が若干大きくなるが、基本的にはB3ト レに近い遺物組成を示している。これらの

遺物の年代観は、寺院中心部西南方の25× 20m程の区画内で確認した史碑南建物が、江戸初期ま

で下がる可能性を示唆していると推測される。
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③ 」トレ (第 30図 )
②で述べた寺院中心部西南方の平坦面の西端に位置する石積は、主軸方位ががやや東に傾き、

築地塀の対岸となる石列も未確認であるが、20× 30cmか ら 30× 50cm程の石を 2～ 3段に積んだ

もので、最下段は横方向を基本とし、 2段 目より上は縦方向を意識して構築されていると見られ

る。さらに Jト レでは土飲 2基、P itll基を検出しているが、用途や建物に伴 うものかどうかな

ど、詳細は不明である。また、 J北 トレを中心に、焼土を含む範囲が不定形に広がる部分を確認

できたが、やはり詳細を明らかにするにはいたつていない。

」トレからは、115点の遺物が出土している。その主なものと内訳を第 30図 に示した。遺物の

組成は概ね史碑周辺での表採遺物の組成に似るが、連房式登窯期の遺物が少なく、その分古瀬戸

の占める割合がやや高くなる。

142の 山茶碗・碗は器高も低く無高台であるが、底部内面が浅くくばむため、10型式に帰属す

ると考えられる。143の山茶碗・小皿は 7～ 8型式に帰属すると考えられる。144・ 145の端反皿

は九みをおびた体部から口縁部が大きく外反する形状で、145は体部中程に緩い稜を持つ。大窯

第 1段階後半から第 2段階前半頃の所産と思われる。146の橋鉢は外反する日縁部の内面とその

やや下方の 2ヶ所に断面三角形の突帯がめぐらされ、幅 l cm程の口縁の上面が浅くくばむ。

④  TP3・ TP9・ D2ト レ (第 31図 )
寺院中心部の南方には、 lm程低くなった広場状の空間をはさんで寺院中心部と同じくらいの

標高の平坦面が東西に広がっている。TP3・ TP9。 D2ト レは、この平坦面の北法面の遺構 (石

積)の有無を確認するために設定した トレンチであるが、いずれの トレンチでも法面の周辺に礫が

散在し、かつては貼り石状の石積があつた可能性を感じさせるが、明確な遺構として認識するに

はいたらなかった。

TP3か らは 16点、TP9か らは 35点、D2ト レからは H5点の遺物が出土している。その

主なものと、それぞれの内訳を第 31図 に示した。出土点数に開きがあるが、TP3と D2ト レの

遺物組成は比較的よく似る。TP9は 大窯製品の割合が高い分、山茶碗の割合がやや低くなる。
147～ 151は、古瀬戸の範疇に入るものである。147は瓶子の肩部付近の破片で、鉄釉が施され、

横方向の沈線と押印による菊花の印花文が描かれる。148は脚付きの深皿の脚部分と考えられる。

149は碗型鉢で、後Ⅱ～Ⅲ期頃の所産と考えられる。150の柄付片口は口縁部が水平方向に外折し、

端部が断面三角形に上方に伸びる形状で、中Ⅲ期頃の所産と思われる。151は平碗である。152

の山茶碗・碗は第 9～ 10型式、153・ 154の 山茶碗 。小皿は 8～ 9型式に帰属すると考えられる。

155の悟鉢は被熱のため破損が著しいが、日縁端部が丸みをおびて上方に伸び、さらに下方にも

わずかに垂れて幅 1.5cm程の縁帯を形成する形状で、大窯第 2段階頃の所産と思われる。156は

折縁皿である。断面三角形の小型の貼り付け高台を持ち、九みをおびた体部から水平方向に口縁

部が外折れし、端部は直立して断面形は三角形となる。17世紀前半頃の所産と考えられる。157

の天目茶碗はやや厚手の作りで、高台脇に明瞭な稜を持ち、外に開き気味に断面台形の削り出し

輪高台を持つ。158は 白磁有耳壺である。頸部から口縁部にかけての破片で、日縁端部が破損し

ているが、断面形は隅丸の三角形であつたと推測される。やや長めの頸部が内傾気味に立ち上が

り、細身で肩に稜が立った形状と推測される。元代 (13世紀)頃の所産と思われる。
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⑤ Gト レ・ Iト レ・ Kト レ(第 32・ 33図 )

寺院中心部の西に隣接する東西約25m、 南北約 20mの平坦面は、寺院中心部に近いことから、

何らかの施設の存在が予測されたが、平坦面のほぼ中央に設定したGト レでは、目立った遺構を

確認することはできなかった。 Iト レ(第 32図 )では、 I西・北 トレからSK2基 、P itH基、
SX3基 を検出している。P itについては、石がからんだものも散見される(Pit l・ 9な ど)が、
建物跡に伴う遺構と認定するにはいたらなかつた。 SXはその平面形や埋土などから、風倒木に

よるものと推測される。また西端近くのKト レでも、平坦面での遺構の有無については同様であ

るが、平坦面の西法面から石積 (第 33図 )を確認した。下方の平坦面との比高差は約60cmを 沢Jり 、

40× 20 cm前後の石を「積む」というよりも「附る」といつた構造で、所々抜け落ちており、残存

状況は必ずしも良好ではない。裏込めの礫も確認できなかった。

Gト レでは 106点、 Iト レでは 120点、Kト レでは 190点の遺物が出土している。いずれも山

茶碗が過半数を占めるが、Kト レから灰釉陶器が 3サ点出土しており、201の灰釉陶器・碗もKト

レ付近で表採している①Gト レからは図示に耐える遺物が得られなかつたため、 Iト レ出土遺物

の主なものを第 32図に、Kト レ出土遺物の内訳とその主なものを第 33図に示した。

159～ 168は Iト レから出土したものである。159の山茶碗・碗は 8～ 9型式に、160の 山茶碗・

小皿は 7～ 8型式に帰属すると考えられる。161の天目茶碗は長い口唇部がほぼ直立し、端部が

外反する形状で、17世紀前半の所産と考えられる。162は丸碗の底部で、やはり17世紀前半に帰

属すると思われる。163は折縁深皿で、ほぼ水平方向に外折した口縁部の端部が内側に折り返さ

れ、その内側に段が形成され口縁部の上面が浅くくばむ。古瀬戸後Ⅱ期頃の所産と考えられる。

164は土器内湾羽釜である。85と 同様に残存率 1/12程度の小片であるが、内傾気味に立ち上がる

日縁部に、やや斜め上方に鍔が突出するもので、14世紀頃の所産と思われる。165。 166は播鉢で

ある。165は肥厚した口縁端部が断面三角形に上方に伸びる形状で、古瀬戸の範疇に入るものと

思われる。166は厚手の作りで、 S宇状に緩く屈曲する口縁部の内側に断面半円形の幅広の突帯

がめぐらされる形状で、連房式登窯期のものと思われる。167は鉄絵皿で、17世紀前半の所産と

考えられる。168の青磁碗は丸みをおびた体部から玉縁状に肥厚した口縁部が外反する形状で、

D類に分類される。

169～ 180は Kト レから出上したものである。169は水注の破片と思われるが、器の内面にまで

灰釉が掛かる。ヘラ状の工具で蕨手形の渦巻きが描かれる。170の卸皿、171の平碗は、どちらも

古瀬戸後期の所産と考えられる。172の折縁深皿は水平方向に外折した口縁部の端部が内側に折

り返されて肥厚し、その内側に段が形成される。174の山茶碗・碗は第 9型式に、175～ 176の山

茶碗・小皿のうち、175は底部が下方に突出する形状で 5～ 6型式に、176・ 177は 8～ 9型式に、

178は 7型式に帰属すると考えられる。179はいわゆる「奈良火鉢」の日縁部である。平面形が円

形で、体部が内湾して日縁部を内側に引き出して幅のある平坦な面を作る浅鉢形の形状で、日縁

部近くの体部外面に巡らされる二条の凸帯の間には雷文のスタンプが捺印されている。14世紀後

半から 15世紀前半頃の所産と考えられる。180の橋鉢は体部がほぼ直線的に立ち上がり、そのま

ま口縁端部が丸く仕上げられる形状で、胎土や色調などから常滑産ではないかと思われる。橋目

は 8～ 9条を単位とし、網掛けした部分は使用により著しく摩滅した範囲である。
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⑥  Dlト レ・ Eト レ・ Fト レ、Cト レ (第 34・ 35図 )
寺院中心部南方の平坦面は、L字形の土塁状の土盛によつて東西約 25m、 南北約 26mの方形に

区画され、伝山門跡の西側から階段状に 3段に造成された平坦面の最上段となっている。比高差

は南方の 2段 目の平坦面とは約 2,5m、 北方の広場とは約 lmを計る。この 3段 目の平坦面での

遺構の有無を確認するため、これらのトレンチを設定した。Elト レからは土掠 1基、Pit 2基

を確認し、E2ト レでは礎石の可能性がありそうな石も検出したが、建物に伴うものと推定する

にはいたっていない。東の法面に設定したCト レでは、石積 (図版 3-⑦)を確認した。石積は拳
大から20× 60cm程の長大な石まで、様々な法量の素材が用いられる。石を「積む」と言うよりも

「貼る」と言つたほうが良い構造で、石の置き方にも縦横の明確な使い分けは見られないが、こ

の法面を補強する施設であり、伝山門跡からの参道の西限を示すものと思われる。

Dlト レ、Eト レ、Fト レからは 182点の遺物が出土しており、それぞれの内訳とその主なも
のを第 35図の 181～ 190に示した。またCト レからは 138点の遺物が出土しており、その内訳と

主なものを第 35図の 192～ 196に示した。

181。 182は丸碗である。出土地点が近接しており、胎土や釉の色調などから同一個体である可

能性が考えられる。183は天目茶碗である。口唇部がやや内傾して端部が外反する形状を示し、

17世紀前半の所産と考えられる。184の丸皿は大窯期の所産と思われる。185は内湾して立ち上

がる胴部から、そのまま口縁部が内傾気味に立ち上がり、端部が九くおさめられる形状で、内外

面に鉄釉が施される。186・ 187・ 191は悟鉢である。186は 口縁端部が丸く仕上げられ、内面のや

や低い所に小突起が付けられる形状で、187は肥厚した口縁端部が断面三角形に上方へ伸びる形

状を示す。どちらも古瀬戸の範疇に入ると考えられる。191の橋目は 14条を単位とし、密に施さ

れる。188の九碗はいわゆる「尾呂茶碗」の範疇に入るもので、17世紀末の所産と思われる。189

の天目茶碗は丸みをおびた体部から続く口唇部がほぼ直立し、日縁端部が短く外反する形状で、

17世紀中頃から後半の所産と思われる。190は折縁皿である。形状は 156に似るが断面台形の貼

り付け高台をもち、黄瀬戸釉が施される。17世紀前半から中頃の所産と考えられる。

192は瓶子Ⅲ類、いわゆる「根来型瓶子」の脚部で、灰釉が施される。195は縁釉小皿で、どち

らも古瀬戸後期の所産と思われる。193の 山茶碗・碗は 9～ 10型式に帰属すると考えられる。194

の端反皿は、17世紀前半頃の所産と思われる。196の九皿は、大窯期の所産と考えられ、底部内

面に菊花の印花文が押印される。197の青磁碗は、168と 同様に丸みをおびた体部から玉縁状に肥

厚した日縁部が外反する形状で、D類に分類される。

Dlト レ、Eト レ、Fト レでは、遺物の出土点数に開きもあるが、どの トレンチも山茶碗と古

瀬戸が占める割合が 1/4以下と低く、大窯及び連房式登窯期の遺物が大半を占める点が遺物組成

の特徴である。釘に代表される金属器の比率が 5%前後 (Cト レでは 10.1%)と 、Aト レ(1,9%)
など、目だつた遺構が確認できなかつた トレンチよりも高い割合を占める点が注目される。伝本

堂跡・本堂西建物では、釘類が出土遺物の半数近くを占めることは前節で触れたが、建物があれ

ば当然釘が使用されるわけで、多く出土すればそれだけ建物があつた可能性を高めるものと考え

たい。釘の出土量だけで建物の存在を判断できるものではないが、ここは何らかの建物があつた

との推沢Jが許されるなら、史碑南建物に近い時期のものである可能性が高いと考える。
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⑦ TP8・ T P13(第 36図 )
寺院中心部南の広場状空間の南方は、さらに幅 40m程の平坦面となって、伝山門跡へと続いて

いく。平坦面の西側は先述の一段高い平坦面の東法面となり、東方の一段低い所にあるF区 との

比高差は 2.5m前後を測る。伝山門跡から寺院中心部へ至る参道の規模や構造の確認を目的に、

A南北 3ト レ、Cト レなどを設定した (第 36図 )。 常識的に見て、西方の一段高い平坦面の法面が

参道の西限と考えられるが、参道の東西の端を示す明確な痕跡を確認することはできなかつた。

TP8で は土掠 1基、 P it l基 、SXl基 に加え、南北方向の溝状の遺構を確認している (第
36図 )。 SXはその平面形や埋土などから、風倒木によるものと推測されるが、SKlと P it l

については、その性格を明らかにするにはいたつていない。溝状遺構については、TP8の 南に

設定したT Pll・ 15な どでもプランの続きを確認することができたが、南に行くに従い、西の法

面との間隔は狭くなる。幅 20～ 35 clxl、 TP8で の深さは 30cmを浪1る。埋土が均質で、水が流れ
たことによつて堆積したとは考えにくい。埋土からの遺物に恵まれず、遺構の性格を明らかにす

るにはいたつていない。また、TPH・ 13な どから、幅 lm前後。高さ 25 cm前後の、南北方向

に伸びる土盛を検出しているが、T P12では確認できなかった。

TP8・ H。 12・ 13・ 15からは 70点の遺物が出上している。その大半が山茶碗で、いずれも

図示に耐えない小片である。南に行くほど出土数が少なくなる傾向が見られる。

③ Hト レ、TP6・ 10(第 37図 )

寺院中心部南方の平坦面を区画するL宇形の土塁状の上盛の西方は、緩い斜面となって西へ下

っていき、その東の端と西の端では比高差は約 2.5mを計る。この緩斜面での遺構の有無を確認

するため、Hト レ・TP5な どを設定 (第 5図 )したが、結果的に目立った遺構を確認することは
できなかつた。出土遺物も 30点 と、質・量ともに貧弱な結果であつた。

なお、TP6・ 10からは、土坑 1基を確認している(第 37図 )。 検出できた範囲は長軸 3.35m、

短軸 1.35m、 深さ 26 cmを計り、底は比較的平坦である。埋上に焼け土や炭化物を多く含むため、

何かを焼いた施設と思われるが、断ち割りした部分から出土遺物に恵まれなかったこともあり、

遺構の年代や性格を明らかにするにはいたつていない。

TP6。 10からは 37点の遺物が出土しており、その主なものを 198～ 200に示した。198は灰

釉陶器の皿である。底部が下方に突出し、断面方形の小型の三日月高台が貼り付けられる。199

は灰釉陶器の輪花皿である。198は東山 72号窯式から百代寺窯式期頃の頃、199は百代寺窯式期

頃の所産と思われる。200は甕の口縁部で、大窯期に帰属すると考えられる。

③ E区参道南の平坦面 (第 38図・39図 )

伝本堂跡北東隅のL字形に曲がる石列から東へ続く、幅 5m、 長さ30m程の細長い平坦面が寺

院中心部から伝二重塔跡へいたる参道と推測される。その南側、伝二重塔跡の西下には約 25m四

方の平坦面があり、現地形からみて、南西方の 1/2近 くが山側を削った上を盛って造成されたと

推測される。この平坦面の北・東側の法面の下場に沿って、両岸に石を積んだ幅 lm程の溝がL

字状にめぐらされていることを確認した。東方の法面側の溝の途中には 1.6× 4.6m程の長方形に

石を組んだ部分があり、「手洗い場」のような施設があつたと思われる。ここから南は溝の幅が約

40 cmと狭くなる。平坦面での建物の有無については未確認である。
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排水溝周辺を中心に、この平坦面では230点の遺物を表採している。その主なものを第38図 に、

内訳を 39図に示した。遺物組成としては、他のトレンチと大きく異なる点はないが、青磁や大窯

製品に残存率の良好な遺物が見られ、結果的に多く図示することになった。

213・ 214は青磁の碗である。213は線彫りによる蓮弁文が施され、Bl類に、214は丸みをお
びた体部から玉縁状に肥厚した口縁部が外反する形状で、D類にそれぞれ分類される。215は折

縁深皿あるいは直縁大皿の底部で、古瀬戸後期の所産と考えられる。216は密の口縁部で、外折

した口縁部が 「弔」形に肥圧して、断面は長円形となる。217は縁釉小皿である。口縁部の内面

は全面に、外面は約 1/2に鉄釉が施される。218は端反皿、219は丸皿である。いずれも薄手の作

りで、断面三角形の小さな付け高台を有し、219の底部内面には菊花の印花文が押印される。大

窯第 2段階頃に帰属すると思われる。

また、推定参道の北方では、参道の北法面に積まれた石積や土塁状の石列などで囲まれた、東

西 15m、 南北 20m程の方形の区画 (図版 4-⑦)や、推定参道のほぼ中間地点からは、参道に直

交して北方へ伸びる、両側に石列や土塁状の高まりを伴う幅2.8m程の通路状の遺構 (図版 4-③ )
などを確認した。さらに北方の別荘分譲地の廃屋の東方では 9× 20m程の範囲に礫が密集してい

る。何かの遺構である可能性もあるが、他の地区では容易に遺物が表面採集できるのに対し、こ

こでは全く遺物が採集できないことなどから、人為的な遺構である可能性は低いと考えられる。

⑩  F区基壇状の石列と石段 (第 39図、第 40図、第 41図 )
寺院中心部東南方の一段低くなった、80× 35m程の三角形の平坦面 (F区 )では、秩父杉切株の

北側から南東方向に伸びる、幅 2.8m程の両側に石を並べた通路状の遺構 (図版 5-①)を確認し
た。これは寺院中心部からこの平坦面へ降りるための通路と推測される。さらにF区の北東隅で

は基壇状に石が積まれた区画を確認した。 10× 20cmか ら 50× 90cm石 を 2段程度積んだもので、

緩い弧を描くように、東西 20m、 南北 13m程の範囲を区画している。区画の中からは、礎石状の

石が埋もれていることを確認している。また、西方に近接して 5.5× 4.5m程の建物跡と思われる

礎石状の石の列や、F区を細かく区画する石列や土塁状の高まりなどを各所で確認した。

また、この平坦面の南端では 30× 50 cmか ら100× 60 cm程の石を4段に積んだ石段 (第 40図)を

確認した。最上段に積まれた石が最も大きく、62× 95 cmと 52× 106 cmを 図り、下段に行くにした

がい、石の法量が小さくなる。石段の上と下での比高差は約 75cmを計る。宗猷寺が所蔵する大威

徳寺関係の古文書に『威徳寺跡図』があるが、この図には寺院中心部の南東側から般若谷を渡つ

て加子母小郷へいたる道が記されており、この石段もこの道と関係のある施設と思われる。

第 4図に示したように、F区では 453点の遺物を表採している。そのうち基壇状石列周辺及び

石段周辺で採集した遺物の内訳を第 39図に、その主なものを第 40図に示した。

220は古瀬戸の筒型容器で、灰釉が施される。221は卸皿で、どちらも古瀬戸後期の所産と考え

られる。222・ 223は山茶碗の範疇に入るもので、222の鉢は外反して玉縁状に肥厚する日縁部の

内側に沈腺が一条めぐらされる。223の碗は 10型式に帰属すると考えられる。224の天目茶碗は

長めの口唇部がほぼ直立し、端部が外反する形状で、17世紀前半の所産と考えられる。225は茶

国の下臼である。安山岩を素材とし、受皿の端部を欠失しているが、擦面の約 1/6が残る。 8分

画 7溝で、ふくみがなく漆面はほぼ平坦で、芯木孔は円形で径 1.8 cmと推測される。
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① 伝山門跡と東法面の石列 (第 42・ 44図 )
伝山門跡 (第 44図 )は寺跡の最も南に位置し、寺院中心部から約 120m離れている。基壇の規模

は東西約 14m、 南北約 8.5mを計る。南側 (正面)には 70× 50× 20 cm程の石を積んだ石段が 2段残

り、正面と左右側面の三面には伝本堂跡と同様に基壇化粧が施されていたと考えられる。礎石は

12個全てが確認でき、その配置から、正面三間、側面二間で中央に観音開きの扉を持つ「人脚門」

で、8.4× 4.8m程の規模の建物であったと考えられる。両側の空間には仁王像が安置されていた

と思われ、『経文末書』にある「二王堂」と推定される。

また、山門跡の北側は幅 10m程の平坦面となり、北方の寺院中心部へと緩やかに上 りなが

ら続いていく。この平坦面の東法面から、80× 50cm前後の比較的大きな石を並べた石列 (第 42

図 。図版 8-③ )を、長さ約 10mにわたって確認した。石列は浅い溝状の遺構をはさんで、山門

跡東端の基壇の石積へ続いていたと推測され、山門から寺院中心部への参道の東端を示すと考え

られる。また山門跡の北側から西隣の平坦面との法面に沿って、「L」 宇形に浅い溝がめぐり、そ

れが幅約 2m、 長さ約 15mにわたつて土塁状のわずかな土の高まりを形成 し、参道の西端を

示すと思われる。この間の幅10m前後の空間が参道として機能 していたと考えられる。

伝山門跡の西方には、参道に沿つて 25m四方前後の平坦面が 3段の階段状に並んでいる。一番

南の山門跡の西方に隣接する平坦面は、北東から南西方向へと比較的きつく傾斜し、比較差は約

3.5mを計る。ここに建物があつた可能性は微妙であるが、2段 目の平坦面では南および北の法面

に石積が部分的に残 り、参道に沿つて築地状の土盛や石積、石列などが見られる。平坦面のほぼ

中央には、60× 45 cm前後の礫を並べた L宇形の石列も残ることから、何らかの施設があつたこと

イまほぼ間違いなヤヽと考えられる。

第 4図に示したように、山門跡周辺のH区では 87点の遺物を表採している。いずれも図示に耐

えない小片であるが、遺物組成は他の地区や トレンチとほぼ同様である。

⑫ 伝二重塔跡と西法面の石積 (第 45・ 47図 )
伝本堂跡東方の尾根斜面を 25× 10m程の郭状に整地した場所に位置し、寺院中心部からは約

100m離れている。今回、草刈などの作業により礎石の配置をほぼ確認することができた。桁行五

間、梁間二間の西向きの建物の周囲に縁側か庇が巡る構造で、大きさは 13× 6.5m程であつたこ

とが明らかになり、ここに二重塔があった可能性は全くなくなった。礎石は 33個が確認できた。

このような構造の建物は類例に乏しいが、先にも触れた宗猷寺所蔵の「威徳寺跡図」には、「石壇」

「鎮守屋敷」などの記載があり、『経文末書』にある「拝殿」ではないかと考えられる。

伝二重塔跡の西下には、⑨で触れた排水溝のある平坦面が位置し、比高差は約 8mを計る。斜

面の途中に犬走り状の平坦面があり、その上方の高さ約 4m、 長さ約 10mにわたつて石積が築か

れている(第 45図 )。 人頭大から 70× 40 cm程の石を用いた、本遺跡では最も大規模な遺構である。

切 り石を使わない、いわゆる「野面積み」によって築かれているが、コーナーの処理も未熟で、

明確な角を持たず、技術的には稚拙であるとの印象はまぬがれない。年代観については、江戸東

京博物館・齊藤慎一氏が来跡されたおりに、15世紀頃のものではないかとの所見をいただいた。

氏の教示に従えば、飛騨地方でも古い時期に築かれた石積ということになる。
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⑬ 伝鐘楼跡 (第 46図 )
伝鐘楼跡は伝二重塔跡のある尾根頂部に位置し、比高差は約 8mを計る。寺域の中では最も高

所に位置することになり、鐘楼を建てるにはふさわしい地でもあるが、今回、草刈などの作業に

より桁行五間、梁間四間の西向きの建物跡と、その西側に人頭大から40× 20 clll程 の礫を L字状の

並べた石列を確認した。礎石の中には、元位置から動いているものも見られるが、梁間方向の礎

石の間隔は、前から 1.50m、 0.90m、 1,35m、 1.35mを 、桁行方向の礎石の間隔は、北から 0。 90

m、 1.50m、 1.50m、 1.50m、 0,90mと 推定され、通常の鐘楼とは異なる礎石の配置を見せる。

建物の性格についてはさらに検討を要するが、三間×二間の建物の前と左右の三方向に縁側が付

き、正面の庇が長く伸びる、神社建築に多い「流造り」の建物ではなかったかと考えているも。西

法面の真下にある伝二重塔跡との建物主軸も微妙に異なるが、『経文末書』にある「鎮守」であっ

たと思われ、この辺りが大威徳寺の中の「神社信仰」の場であったと考えたい。

伝二重塔跡を中心とする I区から5′点、伝鐘楼跡を中心とする」区から 16′点と、量的には多く

ないが、遺物を表採している。その主なものを第 46図に、第 4図には I区と」両区を合わせた内

訳を示した。

226・ 227は長頸瓶と考えられる。接合関係は確認できないが、近接した場所から採集しており、

胎土や色調、焼成などから見て同一個体と推測される。厚手の作りで、丸みをおびた体部から頸

部が外反して立ち上がる形状であったと推測される。頸部である 227には、昨年出土した多口瓶

と同様に「漆接ぎ」によつて補修されたと見られる箇所が観察される。228の山茶碗・小皿は8

～ 9型式に帰属すると考えられる。

① その他の遺構、 トレンチ・ TP出土遺物、表採遺物 (第 37図・第 48図 )
寺院中心部北西方のD区では、南北に長い弓型の平坦面が 2～ 3段の階段状に並んでお り、

法面に積まれた石積や両岸を石で積んだ幅 lm程の排水溝 (第 48図 )な どを確認 した。D区で
は建物跡の明確な痕跡は確認できていないが、247点の遺物を表採 しており、この平坦面に

も何らかの施設があつたことはほぼ間違いないと考えられる。

201は灰釉陶器の碗である。底部の破片で、やや形の崩れた三日月高台の外側に緩い稜をもつ。

折戸 53号窯式期から東山 72号窯式期頃の所産と思われる。202・ 203は古瀬戸 。平碗である。202

の体部は立ち上がりが緩く、口唇部が S宇状に緩く屈曲する。203は削り出し輪高台で、どちら

も古瀬戸後期頃の所産と思われる。204は仏華瓶の底部である。いわゆる「尊式華瓶」に分類さ

れるもので、古瀬戸後 I～ Ⅱ期頃の所産と思われる。205。 206は山茶碗の範疇に入るものである。

205の碗は H型式のうち、生田窯を標識とする一群に帰属すると考えられる。206は火舎香炉と

考えられる。207の志野丸皿は、断面三角形の小さな貼り付け高台を持つ。17世紀前半の所産と

思われる。208は青磁の無文の直口碗で、E類に分類できる。209は青磁の無高台の皿で、底部内

面に線彫りによる文様が施される。210は鉢類の底部である。胎土は青色かかった色調で、径 3

111111前後の砂粒を多く含む。幅 1.5cm程の断面三角形の低い貼り付け高台を持つ。211・ 212は砥石

で、211は磨面が四面に残る。
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3 主な成果
今回の調査の成果として、

① 寺院中心部の西南方に近接して、築地塀等に囲まれた五間四方の建物跡を確認した。
② 寺院中心部の南に隣接する地区では目立った遺構は確認できず、東西約 40m、 南北約 30mの
範囲は広場状の空間であつたと考えられる。

③ 伝山門跡の北方で、東方の法面から石列を確認し、山門から寺院中心部へ幅 10m近い規模の
参道が続いていたと推測される。

④ 寺院中心部の北東 。東・西に近接する平坦面では、石段や通路状の石列、排水溝、法面に積
んだ石積などを確認した。さらに平成 H年度に作成した地形測量図の範囲外からも人の手が加
えられた痕跡が各所に見られ、広範囲に遺構が分布することが確認できた。

といった′点が挙げられる。寺院中心部の西および南方に近接する地区での遺構の有無をある程

度明らかにすることができた。その結果、寺院中心部の南正面は広場となり、伝山門跡から寺院

中心部へと、幅10m程の参道が続き、山門跡北西方の階段状の平坦面や広場の西側などに坊院が

並んでいたと推測されるなど、大威徳寺の空間構成をさらに明らかにすることができたと考える。

さらに草刈などにより、寺院に関わる遺構が当初の予想以上に広範囲におよぶことも確認できた。

それと同時に、平成 11年度に作製した地形測量図の範囲外にも遺構の分布がおよび、それらの遺

構や草木に埋もれていた微妙な地形が、必ずしも測量図に反映されていないという課題も明らか

になってきた。

また、昨年度の多口瓶に続き、今年度の調査で出土した灰釉陶器は、出土量は極めて少数であ

るが、寺院の創建時期を考える上で、平安期にさかのばる可能性を示唆する一群である。さらに、

史碑周辺を中心に、江戸初期の遺物が一定量出上し、昨年の調査で得られた資料を含めて、多口

瓶を最古に 17世紀の末頃までほぼ連続した時期の遺物が出上したことになる。また、伊勢型鍋と

土器内湾羽釜の組み合わせは、鎌倉から室町にかけての東海地方における煮沸具の一般的なあり

方に共通するもので、今まで空白であった飛騨地方の中世前半の煮沸具の様相について、貴重な

資料を提供することができたと考える。

注① 神戸大学助教授・黒田龍二氏が来跡された際、総柱の建物と仮定すると、仏像や厨子を納める
には礎石の間隔が狭く、建物が小さすぎると思われ、仏堂とするよりも神社建築と考えた方が

良いかもしれないとの、所見・感想をいただいた。
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第 3節 平成 17年度調査
1 調査の 目的 と方法
平成 17年度の調査は、①寺域の推定を目的に、寺院の北端を示す遺構の有無の確認を目指し

て、 トレンチによる試掘調査は主に北方の別荘分譲地や水田部を対象とした。 トレンチや TPの

設定や掘削については、原則として前年度の調査に準じたが、別荘分譲地内に設定したD～ Fト

レや、水田部に設定したTPl・ 2については、現地形や地表に露出する石などを考慮 して トレ

ンチを設定した。また、平成 16年度までの調査により、平成 11年度に作製した地形沢1量図の範

囲外にも寺院に関わる遺構が分布することが明らかとなり、新しく確認できた遺構を地形測量図

に反映させるために、対象範囲を広げて遺跡の地形測量を行つた。なお、地形測量の範囲は 12,000

だである。それに伴い、 5月 から7月 にかけては、主に新しく広げた地形測量対象区の草刈や倒

木の整理等の作業を行い、石列や法面の石積など寺院に関わると考えられる遺構や整地された場

所の確認、記録などを行つた。 8・ 9月 の地形測量実施後、9月 12日 からトレンチによる試掘調

査を実施した。

最終的に設定した トレンチはA～ Fの 5本、テス トピントは 2ケ所である(第 5図 )。 各 トレン

チ設定の目的は、以下の通りである。

Aト レ:寺院中心部北方での遺構の有無、特に寺域の北の区画となる遺構の有無を確認する。

Bト レ:寺院申心部北方での遺構の有無、特に寺域の北の区画となる遺構の有無を確認する。

Cト レ:寺院中心部北方での遺構の有無、特に寺域の北の区画となる遺構の有無を確認する。

Dト レ:寺院中心部北方の、別荘分譲地内での遺構の有無を確認する。

Eト レ:寺院中心部北方の、別荘分譲地内での遺構の有無を確認する。

Fト レ:寺院中心部北方の、別荘分譲地内での遺構の有無を確認する。

平成 17年度の調査では、約 1,300点の遺物が出土した。トレンチからの出土は少なく、全体の

90%以上が表採遺物であり、報告する遺物の中にも表面採集による遺物が含まれる。 トレンチか

らの出土遺物の中には、白磁の碗なども含まれるが、結果的にはこれまでの調査と比べて、質・

量ともに貧弱な結果に終わつた。また、A～ Cト レより北の別荘分譲地では、表面採集はもとよ

り、設定したD～ Fト レからは遺物が 1点も出上しなかつた。その一方で、林畑谷左岸の再奥部

(第 5図古瀬戸遺物表採地点)か ら、古瀬戸中期頃の遺物をまとまつて表採し、ここに中世墓が存

在した可能性を想定させるにいたつた。現在までに有耳壺・瓶子・折縁深皿など、約 80点を採集

しているが、個体数としては数個体と推測される。このため、第 4図に見るようにK区表採遺物

の遺物組成を、他の区と比べて異質なものとしているが、古瀬戸集中区からの遺物を差し引いた

遺物の組成 (第 4図・K区表採②グラフ)は他の地区とほぼ同様である。なお、遺物の分類、名称、

年代観などについては、第 1節の 1を参照されたい。また、珠洲窯製品については、『中世須恵器

の研究』 (吉岡康暢 1994)を参考とした。
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2 主な遺構 と出土遺物
① A・ B・ Cト レ(第 50・ 51図 )

平成 15年度調査のA9,19ト レ北方に近接する、北から南へと傾斜する斜面に設定した トレ
ンチで、南方のAl・ Bト レから溝状遺構 2条、土塀の基礎状の土の高まりなどを確認した。土

層の切 り合いの関係から、 Bト レの北東隅あたりから南北方向に流れる溝の方が新しいと考えら

れ、寺院廃絶後の自然流路ではないかと推測される。 トレンチ南壁の中ほどから西北方へ流れて
いたと思われる溝は、両側を上塀の基礎状の土の高まりと石列ではさまれており、Ⅱ-4層が土
塀の基礎状の高まりを構築する土層と思われることから、寺院に伴 う施設と考えたい。

Cト レでは石積 (第 51図 )を確認している。高さは約 80 cmを計り、最下段の基礎の部分と最上

段には 60～ 80 cm前後の比較的大きな石を使用し、その間には 20～ 40 cm前後の、やや小さめの石

が 2～ 3段積まれる。部分的に崩れた箇所もあり、寺院中心部の建物の主軸とも異なるが、現地

形の法面に沿つて、北西から南東方向へ、約 30mは続いていたと見受けられる。周辺の地形や、

Cト レより北に設定した トレンチからは遺物が全く確認できないこともあり、この石積が寺院北

方の区画であつたと考えたい。

A～ Cト レからは 83点の遺物が出土している。その主なものを第 53図 229～240に示した。

最も南のAl・ Bト レから大半の 60点が出土しており、北の トレンチヘ行くほど出土数が減る傾

向が見られる。遺物組成は山茶碗が 43.5%と 、他の トレンチに比べてやや比率が低く、その分古

瀬戸の割合が 36。 1%と やや高く、この 2種類で全体の約 80%を 占める。また、江戸時代の連房式

登窯期の遺物が 1.2%と 少なく、鎌倉前期から室町後期まで、ちょうど大威徳寺が存続していた

と伝えられる時期に一致すると考えられる遺物が主体を占める。

229は底卸目皿である。底部の破片で、1/3程度が残つている。底部外面には彫 りの深い卸目が

格子状に刻まれ、高台が剥離した部分には回転糸切痕が残る。古瀬戸中期頃の所産ではないかと

思われる。230は平碗である。体部の立ち上がりが緩く、口唇部が S字状に緩く屈曲する。231

は折縁深皿である。水平方向に外折した日縁部が内側に折 り返され、内面に段が形成される形状

を示す。232～ 235は山茶碗・碗である。232～ 234は第 9～ 10型式に、235は第 ■型式のうち、

脇之島窯を標識とする一群に帰属すると考えられる。286～ 238は天目茶碗である。236は、体

部の丸みが少なく、口唇部がややくびれ、端部が丸くおさめられる形状で、237は ほぼ直立する日

唇部の中央がわずかにくびれる形状を示す。どちらも古瀬戸後Ⅱ期頃の所産と思われる。238は

口唇部がほぼ直立し端部が短く外折する形状で、大窯第 2段階頃の所産と思われる。239は平碗

の高台部である。240は 白磁の碗である。口縁部を外反させ端部を水平にするもので、体部内面

上位に浅い沈線がめぐらされる形状で、Ⅵ類に分類される。

②  D～ Fト レ(第 52図 )

別荘分譲地内に設定したDか らFの各 トレンチからは、礫を多く確認している。様相は第 52

図に示したD東 1・ 南 1ト レと大同小異で、見方によれば人為的なものと見えなくもないが、い

ずれも石の配置や縦横方向の使い分けなどに意図的なものが感じられず、遺物が全く出上しない

こともあり、遺構と判定するにはいたらなかった。また、水田部に設定したTPl・ 2からも、
目だつた遺構や遺物は確認できなかった。
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③ 林畑谷左岸の斜面 (図版 6・ 7)

寺院の西側を流れる通称林畑谷の両岸については、大雨のたびに谷が氾濫し、北方の別荘分譲

地から流れ込む水路が流れを変え、極めて低湿であるため、寺院に伴う仏堂やイ曽坊などがあつた

可能性は低いと考えられる。しかし、地形測量に先立ち、草刈や倒木の整理などを行つたところ、

通路を思わせる石列(図版 6-⑥)や石積、りF水路の護岸と思われる石積(図版 6-⑦ )、 人頭大の石

を並べた敷石状の集石 (図版 6-③)な どの遺構が散在し、斜面の最南端からは、時期 。用途は

全く不明であるが、円形に石を組んだ水場状の遺構 (図版 7-① )も確認している。明確な建物跡

などは確認できなかつたが、この斜面の相当範囲に人の手が加わった痕跡が見られ、さらにこの

斜面の南端は尾根の北側が L字形に削平され、土塁状の形状を示している(図版 7-② )。 ちょう

ど米褐平から清水坂を上がってきた現道が、急角度に曲がつて寺域内へと入つていくあたりで、

ここに参道なども含めた広い意味での寺域の南端を想定することも可能と考えられる。 しかし、
地元地権者の話によると、戦後この辺 りを畑として使用した時期もあるとのことで、これらの遺

構の性格 。年代観などについてはさらに慎重に検討する必要がある。先に引用した高山宗猷寺所

蔵の 「威徳寺跡図」には、林畑谷を渡ってから谷沿いに左岸斜面を北上し、寺院中心部の北側ヘ

入つていく道も記されており、西麓の御厩野の集落から寺院中心部へ、あるいはこの斜面の北奥

にあったと思われる墓域(古瀬戸遺物表採地点)へ行くためのアクセスを確保する空間ではなかつ

たかと思われる。

④ 古瀬戸遺物採集地点と表採遺物 (第 55図、図版 9-⑮)
林畑谷左岸の緩斜面の北端、別荘分譲地内で最も南に残る水田の南法面の下方から、古瀬戸中

期頃を中心とした遺物をまとまつて表採した (第 4・ 64図 )。 採集地点のすぐ下方を流水路が流

れるため、法面にあつた土状などの遺構が流水路で削られ、遺物が露出したものと想像される。

法面には拳大から人頭大の傑が散在しているが、墓に伴うと思われる集石や土状の掘 り方など、

明確な遺構の痕跡は確認できない。しかし、表採遺物の大半が蔵骨器として使用される器種で、

ここに中世墓があつた可能性は高く、寺域の北および西端を考える上での手がかりとなると考える。

採集 した遺物 80点のうち、古瀬戸の範疇に入るものは 75点である。確認できた器種は、瓶子

(2個体以上)、 有耳壺(1個体以上)、 折縁深皿(1個体以上)、 橋鉢(1個体以上)で、数個体はあっ

たと考えられる。その主なものを、第 55図の 263～268に図示した。

263～265は 「直腰型」瓶子と考えられる。263は 口縁部直下に断面三角形の凸帯がめぐる、

いわゆる「二重口縁」の形状を示し、口頚部には進弁状の文様が、肩部から下には唐草状の文様

が施される。264は肩部付近の破片で、胎土や釉の色調などから、263と 同一個体と考えられる。

265は胴部の破片で、竹管状の工具で平行沈線 と径 6 11BIl程 の円形の文様が施される。266～268

は有耳壺である。266の 口縁部は頸部が外反して立ち上がり、日縁端部が外側に折り返されて肥

厚 し、その下端を断面三角形の小突起状に外側に引き出す形状を示す。267の耳部には、小突線

がほぼ等間隔に4条配される。268は付け高台で、ハ宇状に外に開いて貼り付けられ、接地部分

が上方に浅くくばむ。269は折縁深皿である。口縁端部が内狽1に折り返されて肥厚し、さらに端

部を上方につまみ上げて断面三角形の小突起を形成する。
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⑤ 表採遺物 (第 53図 )
241～ 245。 249は、古瀬戸の範疇に入るものである。241は卸皿で古瀬戸後期の、242は碗型

鉢で古瀬戸後Ⅱ期頃の所産と思われる。248は水注の注目部で、外面は人角形に面取りされ、注

目穴の径は 0。 7× 0,9 cmを 測る。244は蓋と考えられる。天上部全面に灰釉が施され、台部外面に

は糸切痕が残る。245は折縁深皿で、口縁部がほぼ水平方向に外折れし、端部が内側に折り返さ

れ、その内側に段が形成される形状で、古瀬戸後Ⅱ期頃の所産と思われる。249の平碗は口縁部

がS字状に屈曲する形状で、古瀬戸後Ⅱ～Ⅲ期頃の所産と思われる。246～ 248は 山茶碗。碗で、

246は 7～ 8型式に、247は 6型式に、248は 10型式に、それぞれ帰属すると考えられる。250

は折縁皿で、丸みをおびた体部からわずかに外反する口縁部の端部がかすかに上方につまみ上げ

られる形状を示す。251の橋鉢は、肥厚した端部の上方が断面半円形に上方へ折り曲げられる形

状で、17世紀中頃の所産と思われる。252は土師器(カ ワラケ)の小片で、灯明皿に使用されたも

のと考えられる。253は古瀬戸独特の装飾文様である、貼花による同心円文が施された土器片で

ある。器形の推定は困難であるが、広口の壺状の器の頸部付近の破片ではないかと思われる。254

はいわゆる「奈良火鉢」である。日縁外面にめぐらされる突線部分で、内側には花菱状の文様が

捺印されている。255は珠洲窯産の片口鉢である。橋目は 11条を単位とし、口縁部の形状は吉岡

分類の水平口縁のb9類に類すると考えられ、Ⅳ 2期(14世紀後半)頃の所産と考えられる。図中
の網掛けの部分は、使用により著しく摩滅した範囲である。

⑥ 寺域の区画と考えられる遺構 (第 64図、図版 8・ 9)
これまでの調査で、各所で寺院の区画と考えられる石段や石テ1、 石積、堀状のくばみや階段状

に尾根を整地したと考えられる場所などを確認できた。一部にこれまでに報告した遺構も含まれ

るが、以下にそれらの遺構と推定される寺域について記しておきたい。なお○で囲んだ数字は、

第 64図中の○付きの数字と一致し、その位置を示すものである。

O寺院北方の区画と考えられる石積み (第 64図一①)

今年度の調査で確認した。詳細は本項①を参照されたい。

O寺院東方の尾根 (第 64図一② H③ )

伝鐘楼跡が建つ南向きの尾根は、西側をL字状に削平して伝二重塔跡が建つ平坦面が造成され

(第 64図一②、図版 8-②)る。尾根は土塁状に削り残され、東側は自然の地形のまま般若谷へ急

傾斜で落ち込んでいく。さらに、伝鐘楼跡から約 50m南に下つた所に3m四方程の平坦面が設け

られ (第 64図一③、図版 8-③ )、 ここで尾根の南端はほぼ直角に西へ曲がって、F区で確認した

石積や石列へと続いていく。土塁を思わせるこの尾根筋が、寺院の東および南の端になると考え

らオ化る。

O加子母方面への出入り口と考えられる石段と石積 (第 64図 ―④ H⑤ 口⑥ 口⑦)

寺院中心部の市東に近接するF区では、石段 (第 64図一④、第 40図、図版 8-⑤ )、 法面に積
まれた石積 (第 64図 ―⑤、図版 8-④ )、谷筋を埋めたと見られる石積 (第 64図 ―⑥、図版 8-⑥ )、

階段状に整地された尾根 (第 64図一⑦、図版 8-⑦ )な どを確認した。石段については、先に前項

⑩で触れた通りである。門の跡などは確認できないが、加子母小郷方面への出入り口にあたると

考えられる。さらに石段の東方、基壇状の石列の南正面に位置する法面には、長さ約 20mにわた
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つて石積が残り、法面の下場にそつて幅 1.5～ 3m前後の犬走り状の通路が東方へ続いている。
石積は所々崩れているが、20× 30 cmか ら 40× 80 cm程の石を4～ 5段程度積んだもので、一番下

の基礎と最上段に比較的大きな石が配されるのは、①の寺院北方の区画と考えられる石積と同様

である。さらに犬走り状の通路の東側 (谷側)には、谷筋を埋め、その上留めに積んだと推測され

る石積 (第 64図 ―⑥、第 41図、図版 8-⑥ )が残る。石積は所々崩れており、やはり「積む」と

いうよりも「貼る」と言つた方がふさわしい状態である。このような谷を埋めたと思われる痕跡

は、他にも2ヶ所で確認でき、F区は大規模に尾根を削り、谷を埋めるなどして造成されたと見

られる。さらに、石段の東南尾根は階段状に整地され、この尾根を下ると、伝山門跡から南に続

く参道へ合流することになり、高山宗猷寺所蔵の「威徳寺跡図」に見る、加子母小郷へいたる小

道が、この尾根上心にあつたと考えられる。

O寺域東端及び参道の区画と考えられる石列 (第 64図一③)

平成 16年度の調査では、伝山門跡北側の東法面から、参道の東端を示すと同時に寺域東端を示

すのではないかと思われる石列を確認している(第 64図―③、第 42図、図版 8-③ )。 石列の下は

幅 1.5m前後の大走り状の平坦地となり、ここに寺院束の端を想定した。その東方は自然の地形

のまま、般若谷へと続いていく。石列については、前項①を参照されたい。

O寺院南方の区画と考えられる堀状のくばみ (第 64図 ―③)

平成 17年度の調査で、伝山門跡の南側、山門跡のすぐ西に近接する平坦面の南法面の下方が、

幅約 2m、 長さ約 25mに わたつて、堀状にくばんでいることを確認した (第 43図、図版 9-⑨ )。
深さは現状で約 40 cmを計る。山門から南の参道は、蛇行しながら60m程南に下り、東に曲がっ

て舞台峠方面へと続き、途中でF区石段の東南尾根上の小道と合流する。参道をはさんだ東側か

らは、堀状の施設は確認できなかった。

O寺院西方と法面の石積み (第 64図 一⑩・① )

山門跡の西方 (G区)は中世城館の「腰曲輪」状の弓形の平坦面が 2～ 3段の階段状に築かれ、

その南及び西の法面は急斜面となって林畑谷左岸へ落ち込んでいき(第 64図―⑩、図版 9-⑩ )、

比高差は最大で 40m以上を測る。特に寺院中心部西方の、林火田谷左岸斜面との法面には石が積ま

れていたようで、部分的に石積が残る場所 (第 64図―①・第 49図、図版 9-①)も見られる。現

況は「貼り石」といつた方がふさわしい状態で、⑥の谷筋を埋めたと見られる石積などと同様で

ある。法面上の平坦面では遺物の散布もあまり多くない。林畑谷左岸の様相については、本項③

で触れたが、きわめて低湿で、坊院などが存在した可能性は低いと考えられることから、狭い意

味での寺域 (寺院に関わる遺構が密に残る範囲)と しての南及び西の境をこの法面に設定した。

寺域の北方については、なお検討の余地を多分に残すが、以上のような所見を基に、寺院に関

わる遺構が密に残る、狭い意味での寺域をくくつたのが、第 64図の太線の枠内である。伝本堂跡

を中心とした南北約 200m、 東西約 150mの範囲で、自然の地形の影響を受けたためか、やや不恰

好な不定形の形状を示す。また、周辺の集落への参道なども含めて、寺院にかかわる遺構が残る、

広い意味での寺域については、林畑谷と般若谷にはさまれた、南北 330m以上、東西 200～ 330m

程の範囲で、地形測量図の範囲にほぼ一致するが、北側については、第 64図の太線の枠外までは

それほど広がらないと予測される。
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3 主な成果
今回の調査の成果として、

① 寺院中心部の北方で、寺域の北端の区画と考えられる石積を確認することができた。
② さらに昨年度までに確認した寺域の区画と思われる遺構などを基に、寺域 (寺院に関わる遺構
が密に分布する範囲)を、伝本堂跡を中心とした南北約 200m、 東西約 150mの範囲と推定する

にいたつた。

③ 林畑谷左岸斜面及び寺院東方の斜面からも、各所で人の手が加わった痕跡を確認することが
でき、周辺の集落への参道も含めた寺院の検討が可能になった。

④ 林畑谷左岸の北奥部で古瀬戸の瓶子など、蔵骨器と考えられる遺物を採集し、この周辺に中
世墓のあった可能性が高くなった。

といった点が挙げられる。前年度までの調査で、寺院の東・南・西方においては、寺域の区画

と思われる遺構を確認できていたが、今回の調査では、Cト レから寺院の北方を区画すると思わ

れる石積を確認し、寺域の四方を推定することが可能となった。さらに林畑谷左岸やF区東南方

の丘陵部からも石列や階段状に尾根を整地した箇所が確認でき、山麓の集落への参道なども含め

た寺域の検討も可能となり、前項⑥で述べたように寺域を想定するにいたつた。これによつて、

調査当初からの「寺院の範囲確認」という目的を、ほば達成することができたと考える。

また、林畑谷左岸北奥で採集した古瀬戸遺物については、明確な遺構や五輪塔など石製表飾類

なども確認できず、ここに墓域があったか否かは慎重に検討する必要があるかが、採集した遺物

の大半が蔵骨器に用いられる器種であり、ここに中世墓があつた可能性は高く、寺院の空間構成

や寺域の北および西方を考える上での大きな手がかりを与えるものと考える。

注① 第 64図では、尾根上の通路の幅を特定できないため、便宜上尾根頂部全体に網をかけたが、実

際に通路として機能していたのは、網を掛けた範囲の一部と思われる。これは、林畑谷左岸に

おいても同様である。
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第 4節  平成 18年度調査
1 調査の 目的 と方法
昨年度の調査では、寺院中心部の北方約 60mの辺 りで寺域の北端と思われる石積を確認 し、日

常的に僧侶が修行をする範囲としての、狭い意味での寺域 (寺院に関わる遺構が密に残る範囲)を

ほぼ推定するにいたつた。しかし、寺院中心部の東に近接するE区においては、寺院の北限を示

す遺構は未確認であり、寺域の推定にさらに正確をきすため、E区北方を中心にトレンチによる

試掘調査を行い、寺域の北の区画となる遺構の有無を確認した。さらに、寺院中心部から林畑谷

を渡つた北西方約 110mの ところにある、五輪塔や宝使印塔などの石造物集積地において、作業

中に偶然蔵骨器を発見し、ここに中世墓があったことが明らかになった。そこで集積地の現況の

実測を行 うとともに、集積地の西北方の斜面を中心に再度周辺の草刈や踏査を行い、中世墓など

の遺構の有無を確認した。その結果、石造物集積地から北へ 80m程離れた地点で、中世墓に伴 う

と考えられる集石を確認し、蔵骨器と推測される土器片を採集した。採集した遺物は 39点で、そ

のうち蔵骨器 と考えられるのは 34点を数え、瓶子や有耳壷など、数個体あると推測される。試掘

調査や踏査などの屋外作業を9月 25日 まで行い、10月 からは整理作業・報告書作成を行つた。

加えて、大威徳寺の関連遺物ということで、現集積地に祀られている石造物 (内 2基は昭和 40年

代に作製されたもの)の実測を行った。

トレンチやTPの設定については、主に現地形や地表に露出する石などを考慮して設定し、掘

削は人力によつて行った。最終的に設定した トレンチはA・ Bの 2本、テス トピットは 1ケ所で

ある (第 5図 )。 トレンチ設定の目的は、以下の通 りである。
Aト レ:E区北方の廃屋西方の平坦面において、昨年度に確認した寺域北方の区画と考えられる石

積に続くような遺構の有無を確認する。

Bト レ:長命の泉付近における、寺域の北の区画となるような遺構の有無を確認する。

平成 18年度の調査では、約 500点の遺物を採集 している。 トレンチからの出土遺物は 30点に

満たないが、その内訳を下記の第 3表に示した。結果的に、出土遺物の大半が表採遺物というこ

とになり、報告する遺物の中にも表面採集による遺物が含まれる。出土遺物の概要については、

これまでの調査と同様であるが、青・白磁などの貿易陶磁や、香炉・華瓶などの仏具については、

昨年度の調査以上に恵まれなかつた。なお、遺物の分類、名称、年代観などについては、第 1節

の 1を参照されたい。

第 3表 平成 18年度設定 トレンチ出土遺物点数

殻 山茶碗 古瀬戸 大窯 登窯 青白磁
質

器
瓦

土

ワ

ケ

エ
刀

ラ その他 不  明 石 器 金属器 合計

A― 1 ト レ
つ
る

A-2ト レ 2

A-3ト レ 3 2

A-4ト レ 1 1 2

A-5ト レ つ
々 1

TPl 1 1 1

B-2ト レ 1 1

△
山 計 6 2 1 1 1 1 29
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2 主な遺構 と出土遺物
① Aト レ(第 54図 )

寺院中心部の北東方、推定参道の北側に 3段に階段状に築かれた長方形の平坦面に設定した ト

レンチで、寺院の北端と推定できる明確な遺構は確認できなかったが、A4ト レの南方では築地

塀の基礎状の集石を、A3ト レの南方では基壇状に地山を削って平坦面を作 り出していることな
どを確認 した。基礎状の集石は、確認できた範囲で東西約 1.5m、 幅約 1.Omにすぎないが、高さ

は最大で約 0.3mを計る。集石の東方は推定参道から枝分かれした道路上の遺構の石列に続くと

見られるが、西方については不明確である。しかし、法面の上場に沿つて西に伸びるとの推測が

許されるなら、昨年度の調査で確認した寺院北端の区画と考えられる石積の東方につながるよう

な位置関係にあり、寺院の北端を示す遺構である可能性を否定するものではないと考えたい。

先に触れたように、トレンチから出上した遺物は 29点に過ぎず、質量ともに貧弱な結果であつ

たが、そのうちの主な物を、第 54図に示した。

256～ 261は、Aト レ及びT Plから出土したものである。256は古瀬戸の折縁深皿である。口

縁部がほぼ水平方向に外折して尖り気味に厚さを減じ、端部が内側に折り返されてその内側に段

が形成される形状を示す。古瀬戸後期の所産と考えられる。257～260は山茶碗の範疇に入るもの

で、257の碗は 10型式に、258の碗は 9～ 10型式に帰属すると考えられる。また、259の小皿は

第 7型式に、260の小皿は 9～ 10型式に帰属すると考えられる。261は 「奈良火鉢」の口縁部で

あるが、外面の文様については摩滅が著しく、詳細は不明である。

② Bト レ (第 55図 )

伝二重塔跡の西方、長命の泉の南方に続く斜面に設定したBト レでは、各 トレンチから礫が数

多く出上しているが、いずれも石の配置や縦横方向の使い分けなどに意図的なものが感じられず、

遺構と判定するにはいたらなかった。あるいは、参道から分かれて、寺域内の湧水点(長命の泉)

へ行くための通路状の空間であつた可能性も推測されるが、明らかにするにはいたつていない。

Bト レでは、B2ト レから土師皿 (カ フラケ)が 1点だけ出土している(第 55図 。262)。 いわゆ
る「京都系土師器」の範疇に入るもので、腰部の内面がわずかにくばみ、体部は外反気味に立ち

上がり、日縁部はかすかに肥厚し、端部は厚さを減じて丸く仕上げられる。内面及び体部外面に

はナデ調整が施される。底部の中央が上方にわずかに突出する、「へそ皿」に類するもので、内・

外面には煤が付着しており、灯明皿として使用されていたと考えられる。  一

③ 表採遺物 (第 55図 )
270は天目茶碗である。口縁部が S宇状に緩く屈曲し、大窯第 3段階頃の所産ではないかと思

われる。271の 山茶碗・小皿は 9～ 10型式に帰属すると考えられる。272は筒型の香炉で、灰釉

が施される。17世紀前半から中頃の所産と考えられる。273は 口縁部が「く」字状に内傾し、外

面は無釉であるが内面には灰釉が施される。外面 (図 中の網掛け部分)に煤状の炭化物が付着する

ため、煮炊きに用いられた鍋釜に類する器種と思われる。274は珠洲窯産の片口鉢である。橋目

イま 11条を単位とし、日縁部は基部でくびれ塊状に肥厚した端面がくばむ形状を示し、吉岡分類

の d4類に類すると考えられ、第V期(15世紀前半)頃の所産と考えられる。図中の網掛けの部分

は、使用により著しく摩滅 した範囲である。275は無釉の甕の底部で、外面には糸切痕が残る。
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I層  腐 植 土
I-1層  黒褐色土的千細かく、ややしまりに欠ける。

植物根を多く含り
I―媚  暗黒褐色土 (Ⅱ -1層に似るボ やや粘畦があり、

ややしまる。)
Ⅱ-3層  暗黒褐色土(Ⅱ -2層に似る力ヽ 径2～ 5cm程

の/1yを含私 よくしまる。)
Ⅲ 層  黄褐色土 (同色の礫を含み 硬くしまる。地山
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I層  腐 植 土
Ⅱ-1層  黒褐色土 (粒子細かく、ややしまりに欠ける。

跡 を多く含り
Ⅱ-2層  暗難    (I-1層 に似る力ヽ やや粘阻があり、

ややしまる。)
I―媚  暗雛    (I-1層 に似る力ヽ 径1師優の小礫

を多く含軌 )
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④ 石造物集積地 (第 56図 )
西麓の御厩野から遺跡にいたる途中、道路に面して 15× 10m程の三角形に整地された場所があ

り、現在、五輪塔や宝使印塔などの石造物 12基が祀られている。地元の人によると、これらは昭

和 40年代に周辺に散在していたものを合祀したとのことで、今回、ここで作業中に偶然蔵骨器を

発見した (第 56図 )。 墓の上部はすでに削平されており、集石の有無など、上部構造についてはよ

く分からないが、100× 50 cm程の隅丸の長方形の上掠を掘り、穴の壁面に石が置かれる形状では

ないかと推測される。現在地表に残る石列や石段について、道沿いの石列や石段は道路の造成時

に、他の石列も昭和 40年代の合祀の際に築かれた可能性もあり、今回発見した中世墓との関係は

不明であるが、ここに中世墓があつたことはほぼ間違いないと言えよう。

『中世墓資料集成 ―中部・東海編―』 (2005)よ ると、中世墓として飛騨地方では、上町D遺

跡 (飛騨市古川町)、 杉崎廃寺 (同 )に次いで三例目の発見となるが、本格的な蔵骨器を伴う墓とし

ては、飛騨地方で初めての発見となる。

蔵骨器 (第 56図 277)は古瀬戸の四耳壷を転用したもので、「ハ」字形に外へ開く付け高台を持

ち、焼成後に底部に 1.0× 1.4 cm程 の穴が穿孔される。体部は直線的に立ち上がり、肩部は丸みを

おびる。日縁部は外反して立ち上がり、端部が外側に折り返され、下端が尖つた縁帯を形成する。

耳部には小突線がほぼ等間隔に4条配され、耳部直上と肩部下方の 2ヶ所に、櫛状の工具による

平行沈線が4～5条めぐらされる。古瀬戸後Ⅱ期頃の所産と考えられる。蔵骨器内の上砂には相

当量の火葬骨が含まれていた。276の 山茶碗 。碗は 8片が接合したものであるが、破片は蔵骨器内

の上砂や、近辺から採集したもので、蔵骨器の蓋として使用されたと考えられる。10型式に帰属

すると考えられ、蔵骨器の年代観とほば一致することになる。

⑤ 礫集中地区と表採遺物 (第 57図 )

現石造物集積地と道をはさんだ西側は、かつて別荘として分譲され、廃屋も何軒か散在する。

集石を確認したのは、現石造物集積地から道沿いに北へ約 80m行った所で、廃屋の南に一段下が

った前庭の部分にあたる。拳大から人頭大の石が 0.6× 1.Omか ら2.1× 2.6m程の不定形に密集し

ており、中には lm前後の石を方形に配置したと思われる部分も見られる。集石の切りあいも想

定され、プランの検出も不十分であるが、このような集石が 10基前後はあると予測される。

これまでに 35点の遺物を採集しており、その主なものを第 57図 278～ 281に示した。278は瓶

子の肩部である。口縁部は欠失しているが、棒状の工具で蕨手状の文様と綿雲状の文様が描かれ

る。古瀬戸中期の後半頃の所産ではないかと思われる。279・ 280は有耳壷で、胎土や釉の色調な

どから同一個体である可能性が考えられる。279の 口縁部は頸部が外反気味に立ち上がり、口縁

端部が外側に折り返されて縁帯部を形成し、その下端を外側にわずかに引き出す形状を示す。280

は日頚部との接合部近くに櫛状の工具による平行沈線が 3～ 4条めぐらされる。281は有耳の広

口壺である。無釉で、筒型の胴部から、国の広い口縁部が内傾気味に短く立ち上がり、端部が外

反して玉縁状に丸く肥厚する。肩部には粘土紐による耳が 2ケ所に付けられる。類例に乏しい異

型の形状を示し、時代や産地の推定には苦慮するが、胎土や色調などから、美濃須衛窯産で、い

わゆる山茶碗の生産と平行する時期の所産ではないかと思われる。
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3 石造物
伝本堂跡地から北西側へ直線距離で約 110m行つたところに、宝筐印塔と五輪塔が集積され祀

られている。地元の人によると、これらの石造物は別の場所から移設したもので、移設した際に

現在みえる基壇状の区画を作ったということである。平成 18年度調査にあわせて大威徳寺跡関

連遺物として石造物の実測を行った。実沢J方法は、祀られている石造物を組みはずし机上で行い、

実測後は祀られていた状態に戻した。集積地においては、宝筐印塔と五輪塔がバラバラに組み合

わせられ、本来の組み合わせを成していないが、便宜的に正面西側から順に石塔番号をつけるこ

ととする (第 58図 )。 なお、西端の 2基の五輪塔・宝筐印塔については、昭和 40年代に地元の

有志で石塔を造立したものであるので実測の対象外とし、そのすぐ東隣の石塔から番号をつけた。

よつて石塔数は 10を数える。第 59'60図 に図示した各部材の石塔番号の帰属は、第 27表の石

造物観察表を参考されたい。また、石塔-5及び石塔-8の五輪塔火輪の下に組まれている石造
物状の石材は、石造物でないと判断し実測を行つていない。

実浪1総数は 33点で、そのうち 1′煮 (284)は周辺清掃中に石造物集積地東側斜面から表採した

(第 56図参照)。 石造物は宝筐印塔、組み合わせ式五輪塔、基壇に分けられる。以下、部位ごと

に詳述する。

宝筐印塔 (第 59図 )

宝筐印塔は相輪、笠、塔身、基礎で構成される石塔で、実測点数は相輪 2′点、笠 5点、塔身 4

点、基礎 8点を数える。相輪 (282・ 283)イま、宝筐印塔の一番上の部材で、宝珠、請花、九輪、

請花、伏鉢で構成される。282は九輪の半分以下が欠損している。283は宝珠の下の請花が省略

されている。笠 (284～288)は、相輪の下に組まれる部材で、露盤と4隅にある隅飾突起で構成

される。隅飾突起はどれも比較的外側に反つている。隅飾り内側に輪郭を巻くもの (284～ 286)

とそうでないもの (287・ 288)カミあり、前者が比較的大型で、後者は小型で露盤の段数が略され

ている。塔身は4点で、289。 290は四面に梵字が陰刻されている。291は上面に凹状力日工が見

られ、その平面形は隅丸方形である。298～ 300は宝筐印塔の基礎で、塔身のすぐ下の部材であ

る。上面は 2段の段状加工を施しており、いわゆる関東系の様相を示す。内側に二重に輪郭をも

つもの (298～295)と 、底面に凹状力日工が施されているもの (293・ 296～298)が ある。298・

298は上面に塔身と組むためのほぞ穴を持つ。

圏 棘

□ 石塔

数字は石塔番号

第58図  石塔配置図

-92-

♯
♯

賎
プ



, サ

０
９
０
０
つ
と

η
′
０
０
つ
と

289

□ 欠損部

0    10    20    30cm

第59図  宝筐印塔
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五輪塔 (第 60図 )

五輪塔は組み合わせ式で、空風輪、火輪、水輪、地輪から構成される。実測点数は火輪 6点、

水輪 6点、地輪 3点で、空風輪はなく、梵字が刻まれたものはない。

火輪は五輪塔の笠にあたる部材で、上面に空風輪と組むためのほぞ穴を持つ。301は底面に水

輪と組むためのほぞ穴を持ち、302は底面内側に段がつき凹状加工が見られる。水輪は塔身にあ

たる部材で、307は底面に地輪と組むためのほぞを持つ。308・ 309は上面および底面を若干凹

状に加工している。地輪は基礎にあたる部材で、310は全面を調整している。3■・312は底面に

粗い加工痕があり、調整を行つていない。

石造物基壇 (第 60図 )

313・ 314は石造物の基壇である。313は底部が欠損しているが、四隅に軒先状の加工が見ら

オ化る。

今回実測した石造物は、年紀の入つたものが存在しないが、各部材において簡素化が随所に見

られることから、室町後期以降のものと考えられる。石材については、安山岩系製のものと花南

岩製がみられるが、安山岩系の石材が全体の約 90%を 占める。塔別にみると、宝筐印塔は 100%

安山岩系の石材が使用されており、五輪塔については 75%を 占める。

現段階で考えられる造立塔数は、それぞれの部材の最大数があてられ、宝筐印塔の基礎、五輪

塔の火輪の数がそれにあたる。五輪塔については石材についても加味し、少なくとも宝筐印塔 8

基、五輪塔 8基が造立されていたこととなる。今後の調査によつて実際に造立された塔数に近づ

いていくことが期待される。

移設前に造立されていたという伝承地の立地から考えても、大威徳寺関連の石造物とみられ、

大威徳寺が滅失して以後も大切に伝えられ,祀 られていた状況がうかがえる。

305

309
312

□ 欠損部

3           314

第60図 組み合わせ式五輪塔 n基壇
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4 主な成果
今回の調査では、寺院の区画を示すような明確な遺構は確認できなかったが、位置関係から見

て、昨年確認した寺院北端と考えられる石積につながる可能性を持った、築地塀の基礎状の集石

や、基壇状に地山を削りだした部分を確認することができ、何らかの施設があつた可能性を明ら

かにすることができた。ただ、第 3表に見るように、AlからA5ト レまで、全ての トレンチか
ら遺物は出土しているが、その半数近くは一番南のAlト レから出土しており、北に行くほど遺
物が少なくなる傾向が看取され、A4・ 5ト レでは明確な遺構を確認することもできなかった。

出土遺物については質量ともの貧弱な現状ではあるが、これらのことを考慮すると、階段状に3

段に築かれた平坦面の 3段 目から北方は、寺院に関する遺構が希薄であると考えざるを得ず、こ

こに寺院の区画を想定するにいたつた。

また、現石造物集積地から蔵骨器を発見し、さらにそこから80m程北に行った所から、中世墓

に伴 うと思われる集石を 10ケ所近く確認できたことにより、林畑谷の西側の相当範囲に中世墓が

展開することが明らかになった。さらに集石を確認した平坦面には、「五輪石平」という通称名が

あり、地元の人の話によると、現在地に移される前に五輪塔などの石造物が祀られていた場所と

言われており、『飛騨下呂 図録』 (下呂町史編纂委員会 1980)に紹介される蔵骨器も、この東側
の道路を工事中に出上したとの話もある。また、この平坦面の北上方の平坦面はかつて公園であ

つたらしく、遊具の残骸も残っている。『大威徳寺史蹟と其の関連を探る (総集編)』 (今井精一

1986)に は、「五輪塔～ 現在道わきに移し十三基 (内 2基は新しい)以前この地西北、七 。人十米
上み、現児童遊園地の下方二箇所にありしを十余年前、散逸を防ぎ管理上現地に移せり」とあり、

石造物がかつて公園の下にあったという記述とも一致する。したがって、図版 10-⑥に示した石

造物の古写真もこの地を撮影したものと考えられる。通常、寺院本体が墓域を超えて外に広がる

ことは考えにくく、林畑谷が寺院の西限になると考えられる。なお、今井氏の記述によると、五

輪塔は「十三基」とあり、現状の「十二基」とは矛盾が生じるが、今年度の調査中に現集積地の

東法面 (谷側)か ら宝使印塔の笠の部分を採集しており(第 56図 )、 現地には半分地中に埋もれた相

輪も見られることから、あるいはこれらがその一基であったとも思われる。
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第 4章 大威徳寺跡関連遺物について

第1節 採集遺物について
大威徳寺に関して、これまでに本格的な発掘調査が行われたことはないが、地元の御厩野を中

心に、寺跡から採集されたと伝えられる遺物が何′点か知られている。それらについては、「史跡大

威徳寺の最新事情」(小池二次1999)に紹介されている。それによると、幕末から明治にかけて寺域

の一部が桑畑として開墾され、懸仏の聖観音菩薩坐像や石臼破片三′点などが出土したとのことで、

懸仏は現在下呂市の文化財に指定され、御厩野地内の阿弥陀寺に保管されている。その後昭和 20

年代に遺跡に隣接する観音平に入植した家が何世帯かあり、開墾作業中に懸仏の一部と考えられ

る観音菩薩立像や山茶碗や古瀬戸・瓶子などの上器類が何点か採集されている。観音菩薩立像は

先述の懸仏と共に阿弥陀寺に保管されており、土器類や石臼は、地元の地権者の何人かが所蔵し

ている。今回、報告書を作成するにあたり、所有者のご好意によりこれらの遺物を実見
。実測す

る機会に恵まれた。その主なものを第 61図 (1)～ (15)に紹介した。

実測図に示した遺物のうち、土器類はいずれも口縁部か底部の小片で、全体の器形を復元する

にはいたらなかつた。法量、年代観などは第 4表に示した。 (1)(2)の灰釉陶器の碗と段皿は、

必ずしも寺院特有の器種ではないが、大威徳寺の前身寺院の存在、もしくは創建が平安時代にさ

かのばる可能性を示唆するものとして興味深い。出土地′煮も明確ではないが、現所有者の話によ

ると、これらの遺物を譲り受けた入植者の開拓地は、寺院中心部からさらに 500m程北に行つた

ところにあつたとのことである。 (3)～ (6)は古瀬戸の範疇に入るもので、 (3)は、直腰型の瓶

子である。胴部には蕨手状の文様と精円形の綿雲状の文様が施される。 (4)(5)の器種判定は困

難であるが、(4)を水注、(5)を 口広有耳壺とした。どちらも一般の集落では比較的稀な器種で、

特に(5)は (3)の瓶子とともに、蔵骨器として使用された可能性も考えられる。 (6)の仏供は教

育委員会が所蔵するもので、以前に池跡付近から採集されたものである。いわゆる仏飯具で、寺

院に特有の器種と言えよう。(7)～ (11)の 山茶碗 。碗は、いずれも東濃産で、13世紀前半から 15

世紀前半まで、ほぼ連続した時期の窯式に帰属すると考えられ、伝承が伝える大威徳寺が存続す

第 4表 大威徳寺跡採集遺物観察表

番号 種  別 器 種
法  量 (単位 cm)

年 代 観 備 考
口径 底径 器 高

(1) 灰釉陶器 碗 黒笹 90号窯～折戸 53号窯式期 東濃産

(2) 灰釉陶器 段皿 142 黒雀 90号窯～折戸 53号窯式期 東濃産

(3) 古 瀬 戸 瓶 子 古瀬戸中Ⅳ～後 I期 灰釉

(4) 古 瀬 戸 水注 (?) 6.2 古瀬戸後 I～ Ⅱ期 灰釉

(5) 古 瀬 戸 口広有耳壺 (?) 古瀬戸後Ⅲ期 灰 釉

(6) 古 瀬 戸 仏供 古瀬戸中Ⅳ～後 I期 無釉

(7) 山 茶 碗 碗 第 7型式

(8) 山 茶 碗 碗 第 8型式

(9) 山 茶 碗 碗 12.2 第 9型式

山 茶 碗 碗 12.4 第 9型式

山 茶 碗 碗 第 10型式
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る時期と一致することになる。 (12)の古銭・洪武通宝は、伝山門跡北の参道付近で表採されたも

ので、縁の一部が欠けているが、銭径は 2.32× (2.06)cm、 孔の大きさは 0.06× 0.58 cm、 厚さ 0.09

cmを測る。背面には「一銭」の文字が鋳出される。洪武通宝は元を倒して明を建国した朱元章 (太

祖・洪武帝)が改元と同時に鋳造した貨幣で、初鋳は 1368年である。室町時代には大量に輸入さ

れ、広く流通すると同時に、国内でも模鋳された。 (13)～ (15)は茶国である。 (13)の上国はほぼ

完形で、上径 18.6 cm、 下径 17.4 cm、 高さ H.2 cmで、上面のくばみは径 12.8 cm、 深さは 2.3 cm

を計る。供給口は円形で、2.7× 2.8 cmを計る。挽き手は横打込み式で、 2ヶ所に深さ 2.9cmの

菱形の打込みが彫られ、周囲に菱形の装飾が施される。下面は含みがほとんど無く平坦で、 8分

画 7溝の目は周縁まではおよばないと見受けられる。(14)の 下田は受け皿の周縁部を失つている。

上径 18.6 cm、 下径 29.Ocm、 高さ 10.8cmを計る。全体的に摩滅が著しいが、最初から悟目が刻ま

れない、いわゆる「目なし臼」で、悟面はほぼ平坦である。芯木孔は円形で、2.0× 2.lcmを計る。

下面のえぐりはあまり大きくない。 (15)の下臼も受け皿の周縁部を失つており、上径 19.2 cm、

下径 26.6cm、 高さ 11,7cmを計る。悟面はほぼ平坦で、 8分画 8～ 9溝で、溝は周縁まできられ

ており、中世の茶臼に見られる特徴を備える。芯木孔は方形で、2.0× 2.lcmを計る。下面のえぐ

りは (14)よ りもかなり大きい。これらは安山岩系の石を素材としているが、 (14)と (15)では石質

が異なり、「目の有無」「芯木孔の形」「えぐりの程度」など、相違点が多く、異なる工人の手によ

るものと考えられる。

なお、加子母小郷の大杉地蔵尊にも、大威徳寺で使用されたと伝えられる香時計や一升枡など、

若干の遺物が所蔵されている。

第 2節 阿弥陀寺所蔵懸仏について

下呂市御厩野阿弥陀寺所蔵の懸仏 (下呂市指定文化財)は、約 200年前に村人が大威徳寺跡で作

業中に発見し、大威徳寺の十二坊の一つである「西の坊」の系譜を引くといわれる阿弥陀寺にお

さめられたと伝えられる。像高は 25 cIIlを浪Jる。発見されたときには既に円板の部分は失われてお

り、光背と岩座は後世の補修によるもので、その時の鍍金 (金メンキ)のため往時の面影は失われ

ている。年代観などについて、平成 17年度に京都国立博物館・久保智康氏に来市の労をとつてい

ただき、調査 。指導をいただいた。その時にいただいた所見の概要を以下に記しておきたい。

○大きさから見て、独尊の懸仏であつたと考えられる。後補の際に付けられた光背が屈曲して

いるため、左肩のあたりに亀裂が見られるが、仏像本体は製作当時の姿をとどめている可能

性が高い。後世の鍍金が厚く施されているため、細かい造作まで観察できないのが残念であ

るが、恐らくは「毛彫り」の技法によつて作成されたと推沢Jされ、一部に本来の鍍金の痕が

黒く変色している部分も見られる。

○以前、写真で見た印象よりもかなり像が 「扁平」な作りである。懸仏は、平安時代前半期の

鏡に像形を線彫りした「鏡像」に始まり、11世紀初頭頃 (平安時代後半)の、銅版を打ち出し

て作つた半肉彫りのレジーフ像を鏡面に打ちつける段階を経て、13世紀 (鎌倉時代)1こ入ると

丸彫りに近い尊像を取り付けるようになるという変遷をたどることから、この像を鎌倉期ま

で下げる必要は無いと考えられる。
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○さらに、宝冠の化仏や喫務の表現が崩れておらず、きちんと作られている′点や、蓮華座の蓮

弁も大振りで、細かい装飾が施されない点なども古い (平安時代の)要素である。やや目が釣

りあがり、顔が若干厳しい表情をしている所に鎌倉時代の作風も見受けられるが、12世紀 (平

安時代末期)の作と考えるのがより穏当であると思われる。

○左手に蓮華の書を持ち、右手の三本の指で軽く摘む姿は、比叡山延暦寺横川中堂本尊の聖観

音立像 (平安時代 。国重文)と 同形式で、立像と坐像の違いはあるが、天台系の仏像と考えて

良い。これをもつて延暦寺との直接的な関係を即断することはできないが、作風も丁寧であ

り、地元で製作されたというよりも中央 (京都)で作られたものが持ち込まれたものと考えた

方が良いであろう。あるいは、京都との太いパイプをもつた僧侶がいた可能性も推測される。

○北陸では、古代に創建された山岳寺院の本尊は薬師如来 。十一面観音 。聖観音が多く、大威

徳明王が本尊であることに違和感は禁じられない。本尊が大威徳明王であるという伝承を信

じれば、これが本堂に懸けられていたとは考えにくい。懸仏は神仏混交の影響を受けたもの

であり、聖観音を本地仏とするものに白山 (男 U山 )や熊野神社が挙げられる。寺域のどこから

出土したかが分かれば、もう少し立入つた議論もできるが、鎮守に白山や熊野があつたとの

記録 (『経文末書』)も あり、これらの信仰と結びつけて考えたほうが良いかもしれない。

○多口瓶等、平安期の灰釉陶器も少数ながら出上しているとのことで、文献資料に乏しい現状

を考慮すると、この懸仏の持つ意味は極めて重要で、寺院の創建を 12世紀にさかのばらせる

根拠のひとつとなると思われる。北陸では、古代 (9世紀頃)1こ創建された山岳寺院の多くは、

12～ 13世紀頃に大きな分岐点があり、それを切 り抜けた寺院が規模を拡大して中。近世以降

まで存続し、そうでない寺院が廃絶していく傾向が見られる。大威徳寺の創建については、

まだまだ検討が必要であろうが、12世紀以前に創建された寺院が、13世紀の鎌倉期に規模が

拡大され、中世以降に存続していつたと考えても、大きな矛盾はないと思われる。

また、昭和 20年代以降に発見されたとされる観音菩薩立像については、以下のような理由から、

大威徳寺と結びつけて考えることは危険であるとの所見をいただいた。

○被熱による表面の損傷が著しいため断定はできないが、形状などから見て、懸仏ではなく厨

子などに入れられていた小仏像で、本来は光背が付いていたと見受けられる。仏像本体は真

鍮、台座は銅で作られ、それが溶接されており、台座の裏側だけに緑青が浮いているのはそ

のためである。真鍮製の仏像が作られるのは、早くても江戸期以降のことで、これが鎌倉期

までさかのばる可能性はまず無いといえる。

○頭上が高く尖がって作られるのは、宝冠をかぶっているというよりも、タイなどの東南アジ

アの仏像によく見られる、頭髪を高く結い上げた姿形と考えられ、国産ではなく、東南アジ

アで製作されたものではないかと思われる。第二次世界大戦後に、開拓地で発見されたとの

ことで、あるいは東南アジアに出兵された方が守仏としていたものが持ち帰られ、何かのき

つかけでここに埋もれたといつた経緯も推測もされる。

総じて、阿弥陀寺所蔵の懸仏 。聖観音菩薩坐像については、後世の鍍金や出土地点がわからな

いのが残念であるが、全国的に見ても古い時期の遺物と考えられ、文化財としての価値も高く、

大威徳寺を考える上で極めて重要な遺物であると、高い評価をいただいた。
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第 3節 高山市宗猷寺所蔵大威徳寺関連古文書について

寛永九年 (1632)に建立された宗猷寺には、大威徳寺に関する古文書類約 20,点 (巻末文献リスト

参照)が一括して保管されており、そのうち主要なもの 13点が、『飛騨下呂 資料Ⅱ』 (下呂町史

編集委員会 1986)に収められている。また、境内の観音堂には大威徳寺に祀られていたと伝えら

れる薬師如来像 (阿 閥如来か ?)、 観音菩薩像、地蔵菩薩像の 3体の仏像が安置されている。

平成 17年度に、岐阜大学 。早川万年指導委員および同大学朴澤直秀氏にご足労いただき、宗

猷寺が所蔵する大威徳寺関連の古文書の調査を行つた。その時にいただいた所見の概要を、以下

に記しておきたい。

○宗猷寺では、先代の頃から大威徳寺に関する古文書類を一括して別箱に保管しているため、

大威徳寺に関する史料がどのような文書と一緒に、どのような状態で残されていたかといっ

た、文書の保管状況がはつきりせず、必ずしも良好な状態とは言えない。しかし、大威徳寺

に関連する史料が皆無である現状を考慮すると、貴重な史料であるこ≧には変わりはない。

ただ、他の史料によつて内容を検証することがほぼ不可能と考えられるため、史料の取り扱

い 。評価には、通常以上に慎重に行う必要がある。

○実見した関連史料について、主要なものは既に『飛騨下呂 資料編Ⅱ』に引用されているよ

うである。古文書の内容は、元禄検地以前から明治四年に地元に払い下げられるまで、江戸
かかえち

期を通じて一貫して野尻の駒場にあつた土地が宗猷寺のIEl地 (寺領)であつたことを示すもの

である。

○古代もしくは中世に廃絶した寺院の寺領を、近世にはいつてから自分の寺院と関係があつた

と主張し、寺領 (除地=納税が免除される土地)と して取り込んでいくことは決して珍しいこ

とではない。しかし、浄土真宗などの他の宗派が盛んな土地に進出していくわけではなく、

同じ臨済宗妙心寺派の禅昌寺の勢力下である竹原で、宗猷寺が遠く離れた野尻のわずかばか

りの土地にこだわつた理由については、検討が必要であろう。

O大威徳寺が宗猷寺の末寺であったことから、宗猷寺が所蔵する他の末寺 (吉城郡円城寺、薬師

寺など)の関連史料の中に、大威徳寺に関する記述が残つている可能性は否定できない。ただ

し、すべての古文書を調査するような本格的な調査を仮に下呂市で実施しようとするなら、

相応の配慮が必要である。

結局、今回の調査では残念ながら特に新しい知見を得ることはできず、両先生からは今後、新

史料の発見は難しいのではないかとの感想もいただいたが、江戸時代初期の大威徳寺の動向を考

える上で、基本的な史料となることには変わりはないと言えよう。

また同寺が所蔵する「威徳寺跡図」は、寺院中心部の東方に「石壇」嵯 等崖霰」「鎮等之」な

どの記述があり、現況とよく一致する部分が見られる。寺院の空間構成を復元する上で、貴重な

情報を提供してくれるものと考える。「威徳寺跡図」が製作された年代は不詳であるが、同寺が所

蔵する古文書のうち、元禄六～十二年 (1693～ 99)に書かれた『竹原郷大威徳寺旧地除地仰付

一件』の中で、元禄七年に第七世住持であつた贅渾が検地奉行所にあてた嘆願書である

『 乍 恐 奉 願 口 上 書 』 (以下『口上書』と略する)には、「則寺跡之図差上申上候」の記述

が見られることから、元禄七年当時の状況を伝えるものと考えたい。
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第61図 大威徳寺跡関連遺物
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第 5章 大威徳寺関連地名について

はじめに
「地名」とは、文字どおりその土地 (場所)に付けられた名称であるが、当時の人々が、そこを

どのような場所として認識していたかを示すものでもあり、特定の景観や遺跡との係わりから調

査・検討することは、その景観や遺跡を理解する上で、非常に効果的であると考えられている。

特に、中世以降の地名が現在まで数多く残ることは、多くの研究者が指摘する所でありも、遺跡の

周辺に点在する関連地名の地道な調査により、遺跡の実態解明に大きな成果をあげている遺跡も

少なくないる。大威徳寺が所在する下呂市御厩野の小字の下にも、古来言い習わされてきた通称名

(孫宇)が数多く残つている。このたび、大威徳寺の範囲確認調査にあたり、教育委員会より地名

調査の依頼を受け、古老の間き取りや御厩野区所有の『検査絵図写』 (明治 24年調整
。大正 2年

写)等の調査により、80以上の孫字を確認することができた。その中には、もちろん寺院とは関

係の無いと思われる名称も含まれるが、これまでの調査成果を報告するものである。

先行研究について

地名から大威徳寺を考察した研究は少ないが、地元御厩野の郷土史家である故渡辺政治 (真砂

路)氏は、その著述の中で、大威徳寺の十二坊のうちの一つに数えられる西の坊の系譜を引くと伝

えられる阿弥陀寺周辺に残る、「P弓前」「寺渡瀬」などの地名に加え、
「ボタ(坊田)」 「西のボタ(西

の坊田)」 「的場」「木戸場」などが寺院に関する地名ではないかとされている。また、宇大平地内

に残る地名である「山越渡」は、すなわち「山越堂Jのことであり、ちょうど木曾への交通の要

衝である鞍懸峠 (1,408m)の登り口に位置することから、ここに仏堂があったのではないかとされ

ている。また、御厩野出身の教育者で、遺跡の指定管理者であつた故今井精一氏は、大威徳寺に

関する遺跡として「鎮守尾 (鎮西尾)」 「米褐 (着)平」「西ケ平 (西観音平)」 などの地名に加え、
「秩

父杉大株」「鎧掛松株」「鎌倉銀杏株Jな ど、大威徳寺に関わる古木について触れられている。

地名調査の成果

現在、御厩野に残る小学名については、『益田郡誌』 (1916)、『飛騨下呂 図録編』 (1980)な ど

の先行研究があり、その実態はほぼ明らかになつていると言えよう(第 63図 )。 それらに加え、区

所有の『飛騨国益田郡竹原郷御厩野村田畑屋敷御検地水帳』 (以下『元禄検地帳』と略す)を参考

に小宇名を一覧表にし、これまでに確認した通称名を加筆したのが第 5～ 7表であり、寺院に関

係があると思われる地名を地図上に落としたのが、第 62・ 63図である。

『元禄検地帳』では 99の小宇名が、『益田郡誌』では 123の小字名が記されており、『元禄検地

帳』に記載があつて、『益田郡誌』に記載がない地名が 17、 その反対に『益田郡誌』のみに記載

される地名が 41見 られるが、その多くは、現在の御厩野区周辺の山林部に位置する宇名である。

検地帳は本来農地や宅地を記録したものであるため、大威徳寺の所在する宇威徳寺や、周辺の字

米褐平、直路般若谷、茶木畑、小田畑などの山林部について記載がないのはいたしかたないとし

ても、大威徳寺跡について、高山宗猷寺の抱として、第 7表中の注①のような記載が見られるこ
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とは、宗猷寺に残る古文書の内容と矛盾するものではなく、発掘調査で明らかになってきたとさ

れる、江戸時代初期の大威徳寺の動向を立証する記載としても、注目に値すると言えよう。また、

村抱として『元禄検地帳』に記載のある「札立野」「的場」「弓立」などのうち、「弓立」は『益田

郡誌』に記載はないが、「的場」が「大威徳寺の僧兵が弓の練習をした場所である」との説心がある

ことを考慮すると、それに類する地名として大変興味深いものと考える。

大威徳寺に関わる地名として、①堂塔・参道などの寺院の施設に関するもの。②寺院を維持・

管理するための田畑、いわゆる「仏神田」に関するもの。③街道など、交通路に関するもの、④

市場や職人集団に関するもの。などに分類が可能であろう。上記の分類に従えば、①の例として

「P日火田」「門前」「寺渡瀬」「木戸場」「的場」「弓立」「山越渡 (山越堂)」 「鎮守尾J「米掲平」「五輪

石平」「西ケ平 (西観音平)」 「本堂」「本堂北ノ沢」「清水坂」などを、②の例として「ボタ(坊田)」

「西のボタ」「ボタ下」「庚申畑」「茶木畑」などを、③の例として「道添」「道下」「本L立野」「高

札畑」などを、④の例として、「カジヤ」「カジヤハバ」「ヵジャ垣内」「紙屋田」「紙屋薙J「茶屋」

「釜土」などを挙げることができよう。また、「南」の小字名については、ここに「南」という屋

号の旧家があり、かつて大威徳寺に野菜や米を納めており、その代償として茶釜を拝領したとい

つた言い伝えが残つていることから、ここに紹介した。

宇威徳寺地内に残る「鎮守尾」「五輪石平」「西ケ平 (西観音平)」 「本堂」「本堂北ノ沢」「切塞」

などの、大威徳寺に関わると考えられる通称為のうち、「五輪石平」は、現在の石造物集積地から

80m程北に行ったところの通称名であるが、平成 18年度の調査で、蔵骨器が表採され、中世墓と

思われる礫の集中区が確認された場所に一致する。また、今井精一氏の著作によると、現在地に

集積されている五輪塔や宝僚印塔も、昭和 40年代の中頃まではこの地に祀られていたとあり、『検

査絵図写』にも五輪塔などの位置が記されていることから、保存会会員の小池が所蔵する古写真

(図版 10-⑥)も この場所を撮影したことが明らかになった。また、娩緑雲」は、文字どおり「尾

根を『切』つて谷を『塞』ぐ」の意で、大規模な造成工事を連想させる。地名が残る寺院中心部

東南方の丘陵地には、谷筋を埋めたと考えられる石積 (第 41図 )や加子母小郷方面への石段 (第 40

図)、 尾根を階段状に整地した場所などが見られ、まさに地名にふさわしいと言えよう。

最後に 一今後の課題―
今回、地元御厩野に残る地名を調査することで、われわれが生活する御厩野の歴史を物語る貴

重な資料を発掘することができ、歴史の重みを再認識することができた。さらに、ささやかでも

大威徳寺の解明に資することができたかと思うと、史跡保存会としても喜びは一入である。その

一方で、先学諸氏の多くが物故者となられ、「あの人が健在ならば」と思うことしきりであつた。

このような調査に「終わり」というものはなく、今後も継続的に調査を続け、さらに資料が蓄積

された所で、より専門的な見地から検討ができればと考えるところである。

注① 服部英雄『環境にさぐる中世』(新人物往来社 1995)、 同『地名の歴史学』(角川書店2000)な ど
注② 愛媛県鬼北町「等妙寺」、福井市「朝倉氏遺跡」など
注③ 今井精―(1986)、 渡辺政治(1959)などによる。
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番号 『元禄検地帳』 『益田郡誌』 字 区 内 通 称 備 考

1 下嶋 下島

2 池 田 池 田

3 谷 問 谷 間 高札畑

4 西 田 西 田

5 花 田力れ と` 花田垣内

6 田の尻 田ノ尻

7 札立野 札立野

8 道下 道下

9 /1ヽ作かヤヽと 小作垣内

10 /1ヽ作かヤヽと東
/1ヽ作かヤヽと下

12 道の下
13 次郎兵衛かいと 次郎兵衛垣内

14 此 間 此ノ間

15 沼

16 ばた下 回田下

17 中の落 中落

18 下 り谷 スズケ洞  口三ケ洞  中三ケ洞 奥三ケ洞
19 あわら 沫 良

20 人升まき 人升蒔

21 丸野 丸野

22 漆本 漆 本 えばし掛け
23 石 くら 石 倉

24 前 田
25 道そえ 道添

26 林落 林 落

27 W島 島

28 山島田 島 田 木戸場 下渡瀬
29 林畑 林畑

30 出 田 出 田
０
０ 家の前 家前

32 的場 的場

33 いと向 井戸向

34 大窪

35 森下 森下

86 厩垣内ハバ

37 森ノ上

38 狐塚

39 まやがいと 厩垣内

40 森野

41 川原

42 東落 東落

43 東落中
44 イまイず

45 か じやイまば

46 門垣内はば

47 こや /1ヽ涯五

48 西落 西 落

49 イまば下

50 西のほた 西 ノ回田

第 5表 御厩野区内小字名一覧表 (1)
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第 6表 御厩野区内小字名一覧表 (2)

番号 『元禄検地帳』 『益田郡誌』 字 区 内 通 称 備 考

51 中野

52 中のかいと 中ノ垣内

53 かぢや か じや

54 寺垣内

55 見座

56 林
57 門がいと 門垣内 門前 寺渡瀬 堀田
58 合渡 合渡

59 合渡はば

60 東 田 東 田

61 さげど 下渡

62 東 田はば

63 /1ヽ大田 こばた

64 四斗まき 四斗蒔
65 酒やがいと 酒屋垣内

66 酒屋林
67 くろいわ 黒岩

68 茶や 茶屋

69 合渡田 合渡田
70 西 西

71 竹のはな 竹の花
72 はざと はざど
73 小おち 小落

74 野 田 野 田

75 六升まき

76 ほ こ ほ こ

77 中けた 中桁

78 丸 田 丸 田

79 い の 口 井の口

80 壱斗まき 一斗蒔
81 中のまえ 中の前
82 谷畑
83 前畑 前畑

84 梅の下 り 梅の下り

85 F弓火円 F]火田
86 清水田 清水田

87 田の中 田の中
88 そ と そ と

89 厩垣内田

90 三斗まき 三斗蒔
91 度々めき どとめき
92 かみやた 紙屋 田

93 下川原 下川原

94 野畑 野畑

95 南 南

96 和合平
97 水上 出し 御嶽様
98 十路 観音様
99 F日社ギ同
100 大平 浅井九郎林上 くまおせ 蛇抜け 山越渡

豊口 風穴  久左薙

-106-



番号 『元禄検地帳』 『益田郡誌』 字 区 内 通 称 備 考

101 中平

102 中ねやま 中根山 ホサノ谷 松尾 釜土  コすベアゲ
103 かしやぞれ カギ平(カゲ平)長 洞  シ ョウバン様
100 紙屋平 兵蔵薙 ノドクビ 次郎吉杉 大岩野 大曲

―の渡瀬

104 屋敷平 雀平  坂の尻  馬上 平沢 (ヒ ラサオ)
宗七洞 ヌケ ト洞

105 うちこし 打越 金兵衛薙 仁兵衛薙 仁平薙 仁平薙日向
紙屋薙  灰小屋  捕鳥場 坂の尻
中屋鳥家 人郎兵衛薙

106 白草 丸 山

107 向 田 向 田

108 和合 田 和合 田 小鳥沢

109 栃本 栃本

110 上 野
111 下南 下南

112 口のけた 日の桁

113 色 田 色 田

114 くらそヘ 倉添

115 上岩野
116 岩野

117 大ほら 大洞

118 中屋平 せんだ洞

119 中や 中屋

120 和合 不ロイ半

121 鞍掛

122 若初 若初

123 小 白谷

124 中尾 稗蒔平 箱岩
125 ―の谷 風 穴

126 穴洞 穴洞 /1ヽ ,ベイ同

127 白谷

128 焼枯

129 糸田サ毛 高畑  平岩  カラタニ 欅木場
130 /1ヽ 笹 炭芝   カクラ
131 小田畑 ハンコ原 オカモリ 中坂 上坂 藤山

正九郎道 苗木落  小左次薙  登尾
タル辛同   かじやがいと

132 米掲平 小草場 切ケ洞 アレハタ 金助薙 林畑
133 鳥越

134 茶木畑

135 直野般若谷

136 駕出し

137 威徳寺 鎮守尾  五輪石平 切塞   本堂
清水坂  西ケ平  本堂北ノ沢
長兵衛薙 金助薙  檜鳥家  狐穴

注①

138 舞台

139 弓立 村抱

注① 「大威徳寺跡 一 荒場拾六聞・拾弐問 六畝壱弐歩 灘郷高山 宗猷寺抱
同   所 一 山内 王町壱反五畝歩  同断   同寺抱」の記載有

第フ表 御厩野区内小字名一覧表 (3)
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第 6章  まとめ

第 1節 建物について
伝本堂跡をはじめ、今回の調査に入る前から礎石が露出している場所が何力所か知られており、

それぞれの名称についても『経文末書』に基づいて比定されている。本報告書においても、基本

的には従来の呼称を使用したが、調査によつてその性格が明らかになってきた建物跡も少なくな

い。以下に、今回の調査で確認できた礎石建物について、若干の検討を加えてみたい。

まず、基準となったと考えられる尺度について、建物規模や礎石間の寸法などを一覧表にした

のが第 8表である。一瞥して明らかなように、今回の調査で規模などを確認 した礎石建物のほと

んどが、一尺=30cmを 単位としており、これを大威徳寺の基本尺度と考えて良いであろう。その

一方で、寺院中心部の南西の平坦面で確認 した「史碑南建物」だけが、基準となる寸法が異なる。

第 3章で触れたように、この建物の周辺は17世紀代の遺物が比較的密に分布する場所であり、こ

こに時期差を設定することも可能であろうが、詳細は「史碑南建物」の全様が明らかになつた時

点で再検討したい。

いわゆる寺院建築については、しばしば「仏地的建物J(金堂・塔など寺院内での中心的な位置

を占める規模の大きな建物)と 「僧地的建物」 (講堂・食堂・僧坊・鐘楼・経蔵などの付随的な位

置にある規模の小さな建物)に分類されることがある6。 また、中世密教系寺院の建築として、本

堂・塔 。門の三棟が最も重んぜられたらしく、これに続く建物が鐘楼・境内仏堂および鎮守堂と

言われ、規模や形式にも一定の企画めいた共通性があることも指摘されているЬ。『経文末書』は、

これらの建物が大威徳寺にもあつたことを伝えており、仏地と僧地の別で言えば、本堂、二重塔、

地蔵堂、大黒堂、二王堂を仏地的建物に、講堂、鐘楼堂、鎮守、拝殿を僧地的建物に当てること

ができるであろう。以下に、こういった視点から、各建物の性格について考えてみたい。

まず、寺域のほば中央に位置する伝本堂跡は、確認できた建物のなかで最も規模の大きい建物

であり、内陣と外陣に区別されていると考えられる。現段階で最も本堂にふさわしい遺構で、『経

文末書』の伝える本堂と考えて良いであろう。正面五間の建物の廃絶後に小堂が再建された可能

性については先にも触れたが、詳細は本章第 2節で検討したい。

第 3表 大威徳寺跡礎石建物規模一覧表
番号 地区 建  物  名 確認で きた規模 平 面 プ ラ ン 確 認 で き た 間 尺 基準尺

1 A 伝本堂跡 (仮旧本堂) 15,90m× 9.30m以上 五間×三間姓 180cm、  240cm、  270cm 30 cm

2 A 伝本堂跡 (仮新本堂) 2.70rn〉( 2 401n 三間×三間 120cm、  180cm、 30 cm

3 A 本堂西建物 8.801n X 10 30m 三間×四問 120clll、  150cm、  210cm、

240cm

30 cm

4 A 軒廊 6.40rnX l.20m 180cm、  280cm 30 cm

5 I 伝二重塔跡 12,901n×  6.60m 工間×二間 90cm、  210cm、  270cm 30 cm

6 」 伝鐘楼跡 6 30rnX 5.10m 五間×四間 90cm、  135cm、  150clll 30 cm

7 H 伝山門跡 840m×  480m 三間×二間 240cm、  360cm 30 cm

8 C 史碑南建物 9。 901n×  9.90rn 五間×五間 198cm 33 cm

9 A 薬医門 2.70m× 0.60m 間ロー間 60cm、  270cm 30 cm

A Eト レ・礎石列 1.00rn×  3.00rn 一間姓 ×二間陛 90cm、  105cm、  150cm 30 cm
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本堂西建物は、いわゆる「境内仏堂」に類するものに該当するであろうが、伝本堂跡と軒廊で

繋がれていたと考えられ、本堂に次ぐ重要な建物であつたと言えよう。天台宗ならば「常行堂」、

真言宗ならば 「御影堂」カミその候補として挙げられるが、大威徳寺は天台宗と言われており、そ

れを重視すれば 「常行堂」であった可能性が高い。建物の構造が、本当に「常行Jができたか慎

重に検討する必要があるが、兵庫県鶴林寺の常行堂も二問×四間であり、来跡の上ご指導をいた

だいた、久保智康氏・脊古真哉氏からは、常行ができない構造ではないとの所見をいただいた。

これらのことから、伝本堂跡 。本堂西建物・軒廊・薬医門など、A区で確認した建物が、 「仏地

的建物」として寺院中心部を構成していたと考えて良いであろう。なお、A tt Eト レで確認 した

礎石列については、積極的に評価すれば、ここに前身寺院的な施設を想定することも可能であろ

うが、今後の調査によりその全貌が明らかになった時点で検討したい。

伝山門跡については、礎石の配置を見る限り、両側に仁王像を安置できる構造で、門以外の建

物である可能性は考えられない。しかし、寺院の境界としての山門 (仁王門)は、通常、豊橋市財

賀寺のように平地と山地の境に建てられ、本堂まで延々と石段を登ることになる場合が多く、大

威徳寺のように、本堂と山門がほぼ同じ標高に位置するのはむしろ不自然とも言える。従って、

伝山門跡はあくまでも寺院中心部への入 り口としての門であり、寺域と俗地との境界を示す山門

が、もつと下の周辺の集落に近い場所にあつた可能性もある。ただ、これまでに何度か周辺の踏

査を行ったが、その候補地を推定するにはいたっていない。

伝二重塔跡、伝鐘楼跡については、礎石の配置などから『経文末書』の伝える「拝殿」「鎮守」

の可能性が高いことは既に第 3章第 2節で述べたが、本章第 3節でさらに検討してみたい。なお、

伝二重塔跡は、中央の三間目が約2.7mと 、両側 (約2.lm)よ りも間隔が広くなっており、建物

の中央が馬道となる、いわゆる「割拝殿」であった可能性も考えられる。ただ、伝二重塔跡を「拝

殿」とするには規模が大きいため、舞などの儀式を執り行ったり、修行のために参篭する「長床」

のような施設ではないかとの指摘もある香が、神戸大学・黒田龍二氏が来跡された際、伝鐘楼跡を

神社建築と、伝二重塔跡を拝殿と考えても、大きな矛盾は無いであろうとの感想 。所見をいただ

いた。また、滋賀県立大学・菅谷文則氏からは、大威徳寺跡のように拝殿のすぐ後ろの高所に本

殿が建てられる例として、上醍醐の清瀧宮などがあるとの教示をいただいた。

これらの他に、礎石が埋もれていると考えられる場所として、寺院中心部の東方に近接する石

列の区画内、F区北東隅の基壇状石列内とその西側などが挙げられる。いずれも、礎石の有無も

含めて詳細は未確認であるが、前者は伝本堂跡を中心に、本堂西建物と左右対称の位置関係にあ

ることから、仏地的な施設であつたと考えたい。また、後者については、現段階では僧地的な施

設ではなかったかとの印象を持つにすぎない。全くの思いつきであるが、愛媛県鬼北町等妙寺で

は、寺院中心部の南東方の一段下がつた平坦面に、鐘楼と坊院がセットで建てられており、その

麓には最寄りの集落が広がっている。F区で確認 した基壇状の石列内の建物とその西側の建物も、

これと同様の位置関係を示し、興味深いものを感ずるが、これをもつてこの建物の性格を判断で

きるものではない。

なお、『経文末書』が伝える、二重塔や講堂の位置については、伝本堂跡の北や北東に隣接す

る平坦面にもとめるのが穏当と思われるが、今後の調査を持って検討したい。
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第 2節 伝本堂跡 とその建替 について

中世仏堂の規模に関する研究に、雀生衛氏の「考古学から見た中世社寺」 (笹生衛 1997)が ある

が、氏は桁行の規模によつて、第 1グループ (20m以上)、 第 2グループ (12～ 9m)、 第 3グルー

プ (7～ 5m)の 3グループに分類されている (第 9表 )。 最も規模の大きい第 1グループは、奥州

藤原氏、鎌倉幕府将軍家、鎌倉幕府執権が建立の主体となつた寺院で、当時の寺院としては第一

級の特殊な寺院と言えよう。第 2グループは中世寺院の中では一般的な規模とされ、浄水寺、横

町遺跡、日向廃寺などは内外陣の区画も明確で、かなり大規模な仏教的儀式を執り行 うことがで

きたと推測されている。また第 3グループは「寺院」というよりも、 「堂」の域を出ないものと

される。15,9mを計る大威徳寺は、第 1グループと第 2グループの中間に位置することになるが、

縁側の約3.6mを差し引くと12.3mと なり、第 2グループの範疇に含めるのが妥当であろう。伝承

にある源頼朝発願とするには、少 し規模が小さいのではないかといつた所であろうか。

伝本堂跡の廃絶後に小堂が再建 された可能性については、これまでに再三述べてきたが、第65

図に見るように、視覚的な礎石の平面分布から、正面五間の建物 (十日本堂と仮称)の軸線 (図 中の破

線)と 異なる礎石の並びが見られ、概ね図中の実線のような礎石の配置が復元される。三間四方程

度の小堂 (以下新本堂と仮称)で、柱の間隔は約180cmを基本とし、一番東の東西方向の間隔が約

120cmと 60cm程短いため、あるいは三間×二間の建物の前面 (東側)に縁側が付く、東向きの建物で

あつた可能性も考えられる。また、礎石の法量についても、旧本堂が60× 90cm前後に、新本堂が

40× 50cm前後に分布の中心が見られ、意図的に大きさの異なる礎石を使い分けていた状況がうか

がわれる。ただ、第 8～ 10図に見るように、石の焼け非焼けの区別や絶対高などについては、特

記すべき違いは見られなかった。建物の前後関係については、旧本堂も新本堂も礎石 aを共通し

て用いている。礎石 aの法量は71× 121cmを測 り、新本堂の礎石とは著しい差が見られるため、も

ともと旧本堂に使用されていた礎石と考えられる。従って、新本堂を建てる際に、廃絶した旧本

堂の礎石を再利用したもので、さらに想像をたくましくすれば、礎石 aを基準として新しく礎石

を補充し、規模を縮小して新本堂を再建したと考えるのも可能であろう。

第 9表 中世寺院の中心仏堂の規模比較表
グループ 寺院・遺跡 年 代 桁   行 梁   行 造 建 主 体 (壇 越 )な ど

第 1 毛越寺 12世紀後半 29.001n 22.201n 奥州藤原氏

オ男 永福寺 12世紀後半 12m 22.40rn 鎌倉幕府将軍家

第 1 極楽寺 13世紀後半 23.401n 鎌倉幕府執権

第 2 浄水寺 12世紀後半 12.00rn 10.801n 上層在庁官人 。開発領主

第 2 横町遺跡 2世紀後半 12.001n 9,791n 上層在庁官人・開発領主

第 2 慈光寺跡 3世紀前半 10.001n 10.001n

第 2 日向廃寺 2世紀後半 18血 9,79rn 常陸平氏・多気氏

第 3 宝積寺館跡 4刊ヒ糸己 約 8.00m 約 8.00m 国人・竹俣氏

第 3 神宮寺遺跡 3世紀前半 6.90■n 6.50rn

第 3 金剛寺跡 2世紀 6.80rn

第 3 下古館遺 4世紀 5.00rn 5,001n

第 2? 大威徳寺跡 3世紀前半 15 90m 9 30m以上 伝鎌倉幕府将軍家 (源頼朝)

「考古学から見た中世社寺」 (雀生衛 1997)よ り
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高山市に所在する宗猷寺は、市内で唯一臨済宗妙心寺派に属する禅宗寺院である。寛永九年

(1632)、 金森重頼。重勝の兄弟が父の菩提をとむらうために建立した寺院で、開山となった臀霊和

尚は飛騨市国府町の安国寺を再興している。その宗猷寺には、大威徳寺から移されたと伝えられ

る仏像 3体るのほか、大威徳寺に関する古文書類約20,点が一括して保管されている。宗猷寺と大威

徳寺の関係について、『飛騨国中案内』 (巻末史料集13参照)は次のように伝えている。

「大威徳寺の寺内に普門院の僧侶が一人暮らしていたが、普門院が大破したので、野尻村小馬場

の大威徳寺境外地に一時居住し、のちに高山に出た。その僧侶が所持していた書物を宗猷寺の住

持郷丹長老に預けたまま亡くなつたため、残された書物はそのまま宗猷寺の什物となった。そし

て大威徳寺の跡地と小馬場の境外地も宗猷寺抱地 (寺領)と なった。その大威徳寺の僧侶は七十数

年前までは生存しており、寺の形も少しは残つていた」

『飛騨国中案内』が書かれるのは延享三年 (1746)の ことなので、その七十数年前である寛文十

一年 (1671)頃 までは、普門院の僧も生きており、「寺の形」も残つていたことになる。なお、『飛

州志』が伝える宗猷寺の歴代住持の中に「郷丹」という人名は見られないが、第七世住持であっ

た「藷捨」のことと考えられる。

また、元禄七年 (1694)に書かれた『 口上書』は、その贅渾が検地奉行所にあてた嘆願書で、開

山南隻和尚が大威徳寺の再興を当時の領主金森重頼に願い出て、弟子の玄啄を派遣して寺跡に小

庵を建てたが、経済的な事情から結局再興は頓挫してしまうこと、この時から大威徳寺が宗猷寺

の末寺となったが、再興が進まないため現在 (元禄七年当時)寺跡は荒地となってしまつているこ

と、寺は十四・五年前頃 (延宝七年 ,1679年頃)まではあつたことなどが記されている。

重頼は慶安三年 (1650)に死去するため、南隻が弟子を派遣して大威徳寺を再興しようとするの

は、 寛永九年 (1632)か ら慶安三年 (1650)の 間、 17世紀の第 2四半期と考えられる。 天正十三年
(1585)の飛騨大地震の後、約50年間、大威徳寺がどのような状態であったかは推測の域をでるも

のではないが、『飛騨国中案内』に見る普門院の僧侶のように、まだ若干の僧侶が寺内に留まつ

ており、完全に廃絶するのは『口上書』などが伝えるように、天和・定享期 (1681～ 87)頃 と考え

て、大きな問題は無いと思われる。

さらにこれまでの調査では、寛永通宝をはじめ、17世紀前半頃の碗 。皿類が比較的残存状況の

良好な状態で一定量出上している。そのうちの主なものについては、愛知県陶磁資料館・井上喜

久男氏に実見いただき、概ね寛文年間 (1661～ 72)までに帰属し、元禄年間 (1668～ 1703)ま では下

がらないとの所見をいただいている。これらの発掘で得られた成果は、『口上書』が伝える大威

徳寺再建の動きと矛盾するものではない。伝本堂跡から出上した遺物に、新しい時期の遺物が含

まれることは第 3章でもふれたが、該期の遺物が多く分布するのは、C区の史碑南方の区画や、

寺院中心部南方の平坦面で、必ずしも伝本堂跡に限つたものではない。伝本堂跡に想定される新

本堂を南隻が建てた小庵とするにはまだ相当の手続きを踏まなければならないが、これまでの調

査で確認できた遺構や遺物、文献史料などから、今まで飛騨大地震で廃絶したと伝えられていた

大威徳寺であるが、延宝年間 (1673～ 80)頃までは寺域内にも僧侶が居住し、寺院の体裁をとどめ

ていたと考えてよいであろう。
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饉鰯建物跡・仏地的空間 E僧 地的空間 園国参道・通路 騒翻水田
①伝二重塔跡 ③伝鐘楼跡 ●石段③伝本堂跡 ⑥本堂西建物 ◎伝山門跡

第64図 大威徳寺跡構造模式図

0         5m

―

第65図 伝本堂跡礎石配置図、計測グラフ

○旧本堂(ι蕩0礎石
0新本堂(俵n礎石
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第 3節 宗猷寺所蔵 「威徳寺跡図」に見 る大威徳寺
宗猷寺が所蔵する「威徳寺跡図」 (図版10-① )については、『飛騨下呂 図録』 (下呂町史編

纂委員会1980)な どに写真が紹介されているが、寡聞にして、積極的に資料として扱つた研究を目

にしたことがない。平成17年度の調査で実物を実見し、扱いによつては非常に有益な資料である

と考える。以下に、 「威徳寺跡図」から見る大威徳寺について若干の検討を加えてみたい。

寺跡図は束を上にして描かれており、四方に東西南北の文字が書かれる。谷筋は青色、道は赤

色で着色され、 「御林山見廻道」 [小郷ヨヅ新道]「林畑谷」などの注記が記される。図の中央の

あたりに左から右 (北から南)へ流れる「般若谷」と「林畑谷」が上下に描かれ、その真ん中、や

や左よりのところに、「鳳慈尾山大威徳寺跡」の文字が書かれている。本堂跡などの記述は見られ

ないが、文字のすぐ左に木が二本描かれる。「大秋」と注記がされることから、これは「秩父杉」

を指すと考えられる。すぐ左 (北東方)に 「竹薮」があり、これは池跡の北側、寺院中心部から伝

二重塔跡へいたる推定参道の周辺に残る竹薮を指すと思われる。いずれにせよ、この大袂と竹薮

の中間あたりを現在の伝本堂跡、寺院の中心部と考えて良いであろう。

寺跡図の左下に見られる「往古寺坂道」は、御厩野から寺跡へ登る現道をさし、現在の鎧掛松

跡のあたりで三方向に枝分かれし、そのうちの一本が林畑谷を渡って寺院中心部へと入つて行く。

特に谷を渡ってから2方向に別れ、一方は大秩の前へ、もう一方は本堂の北方へと続いており、

あるいは前述した、林畑谷の左岸の緩斜面を通る通路を指すとも思われる。「秋ヨヅ林火田谷ハ壱町

三拾人間」とあり、現在の単位になおすと約178mと なる。秩父杉から林畑谷までは直線距離で135

m前後であるが、史碑西の溝状の通路を通り、右に曲がって林畑谷に下りるルー トを使つたとす

ると、その距離は約180mと なり、非常に近い値となる。寺跡図に記された記述の信憑性について

は慎重に検討する必要があるが、比較的正確な情報を伝えてくれると考えるゆえんである。

竹薮の東側に、通路から枝分かれして、魚の骨のような図と「石壇」の文字、さらにその先 (東 )

の小山に「鎮守屋敷」「鎮守尾」の文字が見られる。 16年度概報では、「檀」を「櫓」と読み、E区北方

の礫の密集地帯との関連を考えたが、改めて実物を見て、正確には「檀」であると考える。従って、

この「石檀」は現在伝二重塔跡へ上がる参道に残る「石段」のことで、「鎮守尾」は伝鐘楼跡東方の尾

根上にある、現在も「鎮守尾」の地名が残る場所を指すと考えられる。よつて、この図が描かれた

当時は、伝二重塔跡・伝鐘楼跡を「鎮守屋敷」と呼称していたと推測され、ここに「鎮守」に関わる

施設があつたことがうかがわれる。この記述によつて、伝二重塔跡・伝鐘楼跡が、「拝殿」や「鎮守

本殿」であつた可能性がさらに高くなつたと言えるであろう。また、寺院中心部の南方に描かれる

「銀杏木」は、いわゆる「鎌倉銀杏」のことで、そこから南に伸びる小道は山門跡へと至る参道と、

山門跡から舞台峠の方へ降りていく蛇行した道を指すと考えられる。加えて第 3章第 2節で触れ

た、 F区の石段と小郷への参道の関係など、寺院の構造や周囲の集落へいたる参道などを復元す

る、貴重な手掛りを与えてくれる資料と考えるところである。

なお、「威徳寺跡図」の年代観について、名古屋市立大学・吉田一彦氏、同朋大学・脊古真哉氏

が来跡のおり、写真ではあるが高覧の供し、指導をいただいた。その結果、絵図そのものは幕末

期に描かれたものと見られるが、描かれた情報については、元禄当時の状況を伝える可能性を否

定するものではない、との所見をいただいた。
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第 4節  大威徳寺の寺域 と空間構成
寺域の区画となると考えられる遺構については、第 3章第 3節で触れたが、その結果、狭い意

味 (寺院に関わる遺構が密に残る範囲)と しての寺域を、伝本堂跡を中心とした南北約200m、 東西

約150mの範囲 (第64図 の太線枠中の範囲)と 推定するにいたった。さらに広い意味での寺域 (寺院に

かかわる遺構が残る範囲)を南北330m以上、東西約200～ 330m、 西方の林畑谷と東方の般若谷に

挟まれた、おおよそ現地形測量図の範囲と推定している。さらに林畑谷の右岸で確認できた中世

墓や「鎮守尾」「米掲平」などの寺院関連伝承地まで含めれば、より範囲は広くなることになる。

ここでは、狭い意味での寺域を中心に、大威徳寺の空間構成について検討してみたい。

寺域内の各所に造成された平坦面は、寺院中心部付近や山門跡からの参道脇に階段状に築かれ

た平坦面などのように、 「方形あるいは長方形を意識して区画・整地」されたと推測される一群

と、G区のように、 「地形に沿つて、いわゆる中世城館の腰曲輪状に整地」された一群に分類で

きる。前者には「仏地」的な施設に加え、坊院などの「僧地」的な施設の存在が想定される。後

者については、遺物の散布もあまり多くなく、坊院などの有無については今後の調査の結果を待

たなければならないが、越前平泉寺では坊院が建てられた尾根の先端部には細長い由輪状の平坦

面が見られ、そこからも日常雑器が出土することから、坊院の跡であった可能性が高いとされて

いるЬ。いずれにせよ、現地形から見て、この曲輪状の平坦面を寺域に含めることに抵抗は無く、

結果的に寺院の南から西方にかけては、自然の地形がそのまま円形に寺域の中に取り込まれ、一

見不自然な形状を示すことになる。ただ、円形の地形を寺域に取り入れる例は、奈良県戒長寺な

どにも見られ、さらに『三経指帰』によると、空海が高野山をえらんだのは「人葉蓮弁」の地形

によるとされ、決して皆無ではないが、珍しい例とされるる。

いわゆる「山林寺院」の空間構成について考察した論文に「古代山林寺院の空間構成」(久保智

康2001)な どがある。主に奈良。平安時代の山林寺院を対象とした久保氏の研究を、鎌倉時代創建

の伝承を持つ大威徳寺にそのまま援用できるかどうかは、賛否の分かれるところであろう。ただ、

岐阜県史が指摘するように、岐阜県内の天台・真言系寺院のほとんどが平安時代までに建立され

ていることや、大威徳寺からの出土遺物に少量ではあるが多口瓶などの灰釉陶器が存在すること、

さらに前章で触れた阿弥陀寺所蔵の懸仏の年代観などを考慮すると、大威徳寺もしくはその前身

寺院の創建が、平安時代後半にまでさかのばる可能性も皆無ではない。そこで、久保氏の指摘す

る視点から大威徳寺を概観してみたい。

久保氏は、「仏地と僧地の位置関係」「聖地と俗地の位置関係」の二つの視点で空間構成を検討さ

れている。一般的に、「仏地的建物」が寺域平坦面群の最奥に営まれ、「僧地的建物」は同一平坦面

の前面や谷寄り、もしくは下方の平坦面に展開すること。「仏地的建物」の前面に「空間地を広くと

る場合」と「さほど広く取らない場合」があること。仏堂前の広狭の背景は、①各寺院で勧修された

法儀の違い、②地形利用のあり方によると考えられること。などを指摘され、総じて、仏地的堂

舎が最奥の高位の場所に置かれ、「その脇、谷寄り、下方の中小平坦面」へと、僧地的性格が強く

なるにつれて、寺地への取り付きからみて「手前前方」に展開していくとされている。

また、「聖地と俗地の位置関係」については、山間に寺院が営まれるのは、そこが「浄処」で

あると認識されるからであり、寺域が「浄処」であることが地形・環境上保障されれば、俗地と

-114-



の距離的な隔絶性はさほど問題にならず、むしろ 1～ 3 k�程度のケースが多いこと。山から平坦

部に出た山麓部に、関係性の深い寺社や墓地が営まれ、「山の聖地 (山林寺院)一里の聖地 (寺社・

墓地)一俗地 (壇越の住む集落)」 という位置関係が見られること。などを指摘されている。以上の

ような久保氏の指摘に基づき、大威徳寺の空間構成について考えてみたい。

まず「仏地と僧地の位置関係」から見た場合、伝本堂跡 と本堂西建物を中心とした一角が、「仏

地」として寺院の中心であったことはほぼ確実であり、伝本堂跡を中心に、東、北東、北の各方

に近接して 「仏地的」な施設があつたと推測される。そうすると、寺域平坦面群の最奥の高位の

場所というわけではないが、寺域のほぼ中心に位置することになり、大筋で久保氏のいう空間構

成と一致すると思われる。

一方、 「僧地的」施設がどの程度の展開を見せるかはさらに検討を要するが、伝二重塔跡・伝

鐘楼跡に「拝殿」 「鎮守」との性格を付与することが可能 となり、ここに大威徳寺の中での神社

信仰の場としての 「僧地的」施設が想定できる。さらに寺院中心部から伝二重塔跡などへ至る参

道両脇の方形の区画や平坦面、史碑の西から林畑谷へ至る溝状の通路の両側、伝山門からの参道

の西に階段状に築かれた方形の平坦面などに、坊院などの 「僧地的」施設の存在が予沢1される。

これらのことから、寺院中心部を中心に放射状に参道が広がり、寺域中心部の仏地的空間の東、

南、西方を取り巻くように僧地的施設が展開していたと推定される。なお、本堂前面の空間地に

ついては、大威徳寺では東西約40m、 南北約30mと 、非常に広い空間が確保されている。それは、

大威徳寺は山間部に位置しながらも、他の遺跡と比べて平坦面に恵まれており、本尊とされる大

威徳明王に関わる修法の内容よりも、いわゆる地形利用のあり方に起因したものと思われる。

次に「聖地と俗地の位置関係」の視点から見ると、寺院中心部から西麓の作l厩野集落まで直線

距離で約 l km、 同じく東麓の加子母小郷集落まで0.8kmと 、比較的近接しているが、東西を林畑谷

と般若谷に挟まれ、北方は低湿地で通行困難であったと言われる大威徳寺は、それなりに俗地と

隔絶しており、「浄処」としてふさわしい条件を備えると言えよう。さらに興味深いのは、御厩

野集落から大威徳寺に上がる、いわゆる威徳寺道の登り口に日枝ネ申社が、小郷集落からの登り口

に水無神社があることで、これは久保氏の言う「里の聖地」に該当するものと考えられる。ただ

し、日枝神社も水無神社もその創建は明らかではなく、前者は承平五年 (935年)創立の伝承を持つ

が、棟札などからたどれる最古の記録はどちらも江戸時代中頃である。

また、密教系寺院においては、 「清水寺」の為前が示すように、しばしば清冽な水がある場所

に寺院が建立される。水は霊水として尊重され、閑伽や飲料水としても不可欠なもので、奇岩・

霊木などとともに、寺院建立の「よりどころ」となる場合が多い。大威徳寺に関して奇岩・霊木

の類は知られていないが、寺域内に「長命の泉」や池跡と伝えられる場所も残り、これらが寺院

建立の「よりどころ」となったと思われる。『飛州志』や『飛騨国中案内』が伝えるところの大

威徳寺創建の伝承も、こういつた立地に由来すると思われる。さらに、 「池から竜が現れ、大威

徳明王に姿を変える」という創建説話は、これらの水に関わる竜神や聖なる池に対する信仰か、

あるいは白山信仰の縁起から引用された可能性も考えられ、寺院の創建以前からこの地にあつた、

本元的な信仰 (竜神信仰や白山信仰)に、本尊として据えられた大威徳明王を結びつけたものと考

えることも可能であろう。
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第 5節 大威徳寺の寺領 について
大威徳寺の寺領については、慶俊が書き残したところの『経文末書』が、唯―の史料と言える。

文中に出てくる地名の多くが遺跡の周辺に実在することは、『飛騨下呂 通史 。民俗』(下呂町史
編集委員会1990)をはじめ、多くの先学が指摘するところであり、かなり大胆な推測に基づくもの

ではあるが、平成16年度の概報でその復元を試みた。

『経文末書』の記載について、『飛騨下呂 通史・民俗』は、「寺領 としては少なすぎるから、
あるいはこれは多聞坊の領地であったのかもしれない」としており、『斐太後風上記』(富田礼彦

1873)に いたつては、「僅かなる寺領田一町一段歩、永十貫文地ばかりの施入にては、僧侶等甚以

て貧しく乏しくて、托鉢乞食すべき市坊もなく、餓寒へて如何なる憂目に逢つらむ」とし、『記

述の信憑性までも疑つている。これは明らかに寺領本体である御厩野と野尻を見落とし、境外の

乗政や小郷にある寺田のみを評価 したものと思われるが、いずれにしても、これだけの大寺院を

維持するには、寺領が少なすぎるというのが、衆目の一致するところのようである。

中世竹原郷の石高を記した確かな記録はないが、慶長18年 (1613)の『竹原郷石高帳』 (第 10表 )

によると、御厩野は228.845石、宮地は360.750石とある。当時は野尻と宮地が一緒であるため、

野尻の石高は明記されないが、元禄検地時の野尻と宮地の石高比がおおよそ 1:2であることから

120石程と換算して、228.845+120≒ 350石。境外のプラスαを加算しても、せいぜい400石程度と

考えられる。さらに鎌倉 。室町時代においては、これよりも生産高を割 り引いて考える必要があ

ろう。『経文末書』によると、大威徳寺の寺領は「守護不入」であり、室町幕府への納税を免除

されていたと考えられるが、農作物、特に米で見るかざり、やはり「少ない」と言わざるを得な

いようである。しかし、この地に大規模な寺院が存在したことは事実であり、そこに「寺領から

の収入Jに加え、大威徳寺を支えた収入源を想定する必要が生じることになる。

通常、寺社の収入源を考える場合、寺領の他に祈祷や布教を通した信者からの支援、すなわち

お布施を獲得することが考えられる。このようなお布施を集める勢力範囲を「檀那場」などと呼

ぶようであるが、白山信仰を例にとると、「御師」と呼ばれる人が社寺と檀那 (信者)の間にたち、

祈祷や白山登拝の世話などを引き受けていた。近世に入ると檀那場を回る御師たちは、御札や御

守 りなどを檀那に贈り、檀那からはお初穂やお布施を受け、寺坊経営の財源としていた。中世に

おいてこういつた用語を用いることが適切かどうかはひとまず置くとして、大威徳寺も檀那場の

ような場所を持つていたことは想像に難くなく、少なくとも寺領のあった乗政や西上田、加子母

小郷などは、このような檀那場であつたと考えて良いであろう。慶長十年 (1605)の 「実蔵坊飛騨

檀那目録」によると、白山信仰の檀那は下原郷 (現下呂市金山)に多くあつたようだが、旧町域の

竹原・上原。中原の各地区にも白山神社があり、この地域一帯に広く浸透 していたと考えられる。

第10表 竹原郷村別石高変遷表
慶長18年 (1613)石 高帳 元禄 7年 (1694)検 地帳 天命 8年 (1788)差 出明細帳

乗  政 390.334雰写 440.067舅雪 562.549胃写

宮  地 860。 750写写 180.087万写 223.902雰写

野  尻 94.91lЯ写 116,518写写

御厩野 228.845胃写 140。 9887雪 167.032写写

『飛騨下呂 通史・民俗』(下呂町史編纂委員会1990)よ り
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もちろん、中世の大威徳寺の檀那場と近世の白山信仰、長瀧寺の檀那場を同様に扱うことはで

きないが、大威徳寺が白山信仰の拠点である長瀧寺と深く結びついていたであろうことは既成の

事実として定着しており、大威徳寺の末寺であつたとの伝承を持つ常楽寺や婚龍寺などがある東

白川村や、法禅寺のある中津川市加子母なども含め、旧下呂町を中心に、南飛騨から美濃地方に

かけてのかなりの範囲に大威徳寺の影響が及んでいたと考えて大きな問題は無いと思われる。

次に、常識的に考えて 「山林資源」をあげることができる。現在も、中津川市力日子母から付知

にかけての一帯は良材の産地として著名であるが、『わかりやすい岐阜県史』(岐阜県2001)に は、

室町中期の文安四年 (1447)に、京都の南禅寺仏殿造営のための材木が飛騨から京都
へ運ばれたこ

とを示す史料が紹介されており、室町期には「美濃や飛騨が有力な良材の産地として注目」され

ていたことがうかがわれる。さらに、「(室町)幕府が直接関与した事業のほかに、商品として美濃・

飛騨の材木や板類が供給されていたことは十分予想されることである」ともしている。よつて、大

威徳寺の収入源の一つに山林資源を加えることは可能であろうが、材木を切 り出して市場に出す

には膨大な労働力を必要とし、それをいかにして確保したかが問題となる。中世においては米な

ど作物で納める税に加えて使役で収める税もあり、当時の寺領内の住民が負担したと考えるのが

自然と思われるが、天明人年 (1788)ですら490人程度あであつた御厩野・野尻の人口を考えると、

はたして鎌倉・室町時代にどれだけ使役に徴用できたか、さらに検討を要するところである。

さらに、米以外の「換金作物」、例えば麻や竹原紙の原料となる猪、繭や生糸などが考えられ

る。『飛騨下呂 通史 。民俗』には、「飛騨ではすでに鎌倉時代には紙生産が始まり、(略)禁

中で重宝がられるほどの高級紙を漉くまでに発達したといわれるJと ある。御厩野地内には「紙

屋平」 「紙屋田」などの地名も残り、また、下呂市上原の和川白山神社に残る応永十九年 (1412)

銘の印版大般若経の奥書には、「P日和佐」を「門麻」と表記した例が見られるもが、この
「麻」が

文字通り作物の麻を指すとする説もあり、興味深いものがある。しかし、これらの作物の生産の

実態が分かつてくるのは、せいぜい江戸時代の中頃で、中世にどれだけ普及していたか、やはり

慎重に検討しなければならないであろう。

先に引用した『わかりやすい岐阜県史』には、「琵琶湖に設けられた延暦寺の関を通過する際に

(木材に打たれた)刻印の有無が確かめられている」ともあり、延暦寺が琵琶湖に関所を設け、関銭

を徴収していたことをうかがわせる。大威徳寺は濃飛の国境である舞台峠の北方約 l kmの所に位

置し、寺領内に舞台峠とそれを通る、いわゆる「南北街道」が含まれていたと推測される。つまり、

東濃と飛騨の間を運ばれる物資は、必ず大威徳寺の寺領を通らなければならないことになり、小

野正敏指導委員は、大威徳寺を「国境の関寺」と呼び、寺社が交通の要所に関所を設け関銭を徴収

した例は決して珍しくないとの教示もいただいた。大威徳寺が関所を構えていた確証はないが、

近世には御厩野に口留番所が置かれ、『飛州誌』が引用するところの「禅昌寺文書」の中には、東

濃 (岩村)から飛騨 (萩原)へ魚や瀬戸物などがもたらされたことを示す史料bも見られる。大威徳寺

跡から出土する山茶碗や古瀬戸など、遺物の多くが東濃や瀬戸で生産されたと考えられることな

どからも、相当数の物資が舞台峠を行き来していたと考えて良いであろう。先の延暦寺の例もあ

り、大威徳寺も舞台峠の近辺に関所を構えることで南北街道を通る物流を管理し、徴収した関銭

を経済基盤の一つとしていたと考えることは、ある意味合理的な解釈と思われる。
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第 6節 調査の現状 と今後の課題
これまでの調査で、伝本堂跡を中心とする寺院中心部の範囲や構造をほぼ明らかにすることが

できた。さらには東方の伝二重塔跡や伝鐘楼跡などが、大威徳寺の中の神社信仰の場であつたと

考えられることなど、その空間構成の一端を復元することが可能になり(第 64図 )、 これまで謎に

包まれていた大威徳寺跡の様相が、わずかながらも具体的に浮かびあがってきた。さらに調査の

目的である寺院の範囲確認についても、寺域の範囲をほぼ推定することができ、最低限の成果を

挙げることはできたと考えるところである。その一方で、平成18年度の調査では、寺域西方の林

畑谷右岸の相当範囲に墓域が展開することが明らかとなり、その範囲の確認 という、大きな課題

を残すこととなった。

さらに寺院の沿革について、その廃絶時期などについては次第に明らかになってきたが、創建

については、平安期にさかのばる可能′l■を見出しながらも、断定するにはいたっていない。寺院

の倉J建を、源頼朝 。文覚上人とすることについては、文覚が頼朝の援助を受け京都の神護寺や東

寺など、真言宗の寺院を再興したことが下敷きになっていると考えられ、必ず しも歴史的事実を

伝 えているとは考えない方が良いであろう。その一方で、『経文末書』が伝える大威徳寺の鎮守

「伊豆・笛根 。熊野 。白山」のうち、伊豆 。笛根・熊野は文覚上人ときわめて関係の深い神社で

あ り、そこに伝承にある文覚の登場を見出すことができるとの指摘もあるS。 いずれにせよ、確実

な文献史料が皆無な状態で解明は極めて困難であるが、その創建の時期も含め、さらなる検討が

必要であろう。しかし、早川指導委員をはじめご指導いただいた諸先生方からは、大威徳寺に直

接結びつく新史料の発見はあまり期待できないであろうとのご意見 。ご感想が多い。

また、大威徳寺の宗派についても、現在天台宗が定説となっているが、通常、五大明王は京都

の東寺や大覚寺、醍醐寺など、真言宗寺院に安置されることが多く、天正13年の飛騨大地震後、

慶俊が身を寄せた長瀧寺阿名院は、長瀧寺のなかでも真言色の強い坊院であるとされる心。本山と

末寺の関係など何らかの関係のある寺院間の場合、中央の寺の縁起が地方の寺院の縁起に取り入

れ られることも少なくない。本尊や寺号が大威徳明王であるとされることなどからも、ある時期

大威徳寺が神護寺など真言宗の系列下にあった可能性が指摘されているも。あるいは『斐太後風土

記』は、和泉 (現岸和田市)の大威徳寺は、「本坊真言・穀屋天台」であったと記しており、下呂の

大威徳寺も両宗が並存していた時期があつたことも推測される。なお、大威徳寺の山号について

は、富山大学 。鈴木景二氏から、下記のような大変興味深いご教示をいただいた。

山号の「鳳慈尾山」は、『飛州志』に「傍至尾」とも書くように、「ばうじ」尾という音の読

み方に本義があり、それに良い意味を持った別の漢字を宛てたとみられる。 「ぼうじ」は、おそ

らく境界の表示を示す「欅味」でぁると推測され、「尾」は「尾根」の意味であるから、「ばう

じびさん」の山号は、「境の尾根に位置する」ことを意味し、大威徳寺が国境に位置することに

対 応することになる。

大威徳寺の末寺については第 2章で、また関連遺物などについては、その一部を第 4章に挙げ

た が、特に周辺地域に残る平安仏について、『岐阜県史 通史編 古代』 (岐阜県1971)では、旧
益 田郡内に残る平安時代の仏像彫刻として、下呂市金山町祖師野人幡神社の十一面観音菩薩、同

森 水無人幡神社の神像、同萩原町羽根観音堂の十一面観音 。二天像・薬師如来像が紹介されてい
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る。また星野直哉氏は、当遺跡に近い中津川市加子母桑原に所在する法禅寺に11世紀前半の薬師

如来坐像が残ることを報告されている (星野直哉2000)。 さらに、文化庁・奥建夫氏からは、下呂

市金山町中切の玉龍寺が所蔵する伝釈迦如来坐像 (鎌倉時代)の調査記録および写真について、ご

高配を賜つた。なお氏の調査記録によると、同寺の観音堂に安置される観音菩薩増も、鎌倉中期

頃の作と見られるとのことである。

周辺の行場としての滝や奇岩怪石については、現在までにその可能性のある場所として、「拝

殿山」や御厩野地内にある「箱岩」、野尻地内にある「不動滝」、中津川市加子母小郷にある「鶏

岩 (函岩 )」 などを確認 している。史跡保存会や力日子母郷土史研究会の会員諸氏など、地元の歴史・

文化財に明るい方々からの聞き取りは続けているが、今後新しい知見の追加と、既知の場所から

の可視範囲の確認などの現地調査が必要となろう。

濃飛両国の国境である舞台峠やいわゆる「南北街道Jに近いことが、大威徳寺の価値を高める

と考えられることは、多くの先学の指摘する所である。南北街道については、すでに昭和59年に

県教委によつて調査がされ、『歴史の道調査報告書 南北街道』(以下『報告書』と略す)と して、
その道筋や関連の遺構 。遺物などが報告されている。紹介されている遺構や遺物の多くは、近世

以降のものである。現在、『報告書』以上の情報は持ち合わせていないが、この南北街道も地元

では「鎌倉街道」と呼ばれ、鎌倉や鎌倉幕府とのつながりをうかがわせる伝承や遺構として、舞

台峠や御厩野の地名の由来、寺域内にあつたとされる源頼朝の 「鎧掛け松Jや 「鞍掛け松」 「秩

父杉」「鎌倉銀杏」「和田桜」などの古木や、小郷地内には「大杉地蔵尊」「加子母大杉 (国指定

天然記念物)J「鎌倉石」などがあり、野尻地内には旧街道沿いに「鎌倉井戸」が残つているとの

ことである。なお、舞台峠の名前の由来については、広く一般に知られるところであるが、舞を

披露してもてなしたのが源頼家であったり、北条時頼であつたりとまちまちなのは、大威徳寺に

参拝する武将があまりにも多かったためとも言われる。『報告書』も「御厩野に源頼朝が文覚上

人に命 じて大威徳寺を建立させたことも、この街道に少なからぬ影響を与えたと思われる」とし

ているが、その具体的な影響についても、さらなる検討が必要となろう。

そして何よりも、試掘調査で得られた知見にこれらの関連遺物や文献 。地名などの調査の成果

を加え、より広い視野で総合的かつ専門的に大威徳寺を評価することが、これからの最も重要な

課題と考える。

この4年の調査にひとまずの区切 りをつけるにあたり、これまでの成果や得られた知見、今後

の課題などについて記した。文献や関連遺物の調査に終わりはないとは言え、まさに「日暮れて、

道遠し」の状況で、担当者としての力量の無さをつくづく実感する所である。

今後も下呂市として継続的に調査 。研究を続けていく予定であり、今まで謎に包まれていた大

威徳寺の様相がさらに明らかになることを期待するとともに、これまで色々とご指導・ご助言を

いただいた、国・県の担当部局、指導委員を初めとした諸先生方、さらには調査に色々と便宜を

図つていただいた (株)中 島工務店や地元地権者の皆様、そして長年遺跡の保護に尽力されてきた

史跡保存会や発掘の苦楽をともにした作業員の皆さんなど、お世話になった皆様に心から感謝し、

更なるご協力とご指導をお願いして結びとしたい。
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注① 上原真人 (2000)、 久保智康 (2001)な ど
注② 伊藤延男『 日本の美術No 108 鎌倉建築』 (至文堂1982)、 同「寺院建築の遺構」(『新版考古学
講座 8 特論 (上〉』雄山閥1961)な ど

注③ 脊古真哉氏の教示による
注④ 仏像の年代観については、久保智康氏 。脊古真哉氏が来跡の際に、写真をご覧いただいたとこ
ろ、地蔵菩薩立像は鎌倉期の作である可能性があるが、他の2体は江戸期の作に見受けられる

との感想をいただいた。

注⑤ 宝珍慎一郎氏 (勝山市教育委員会)の教示による。
注⑥ 菅谷文則氏の教示による。
注⑦  『飛騨下呂 通史民俗』 (下呂町史編纂委員会1990)所載の表21「江戸時代町域人口の増加率」
から転載した。

注③  『飛騨下呂 史料 I』 (下呂町史編纂委員会1986)には、「門麻村 形部」「門麻四郎左近」
などの奥書の記載が報告されている。

注⑨ 2004年 11月 13日 に、現中津川市加子母小郷で行われた、平安・鎌倉郷土史研究会主催による郷

土史講演会、「濃飛国境の古代寺院 大威徳寺が語りかけるもの」講演会資料 (講師齊藤慎一
氏)に よる。

注⑩ 相原精二氏の教示による。
注⑪ 脊古真哉氏・吉田一彦氏の教示による
注⑫ 鈴木景二氏・脊古真哉氏らの教示による。
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第 11表 遺物観察表 (司 )

硼
辞

器  種 離
ω
阻
帽

法   藪 ml
整 形 。調 整 ム

ロ 土 焼 成 色 調 残 存 率 備 考
口径 底径 器高

1

古 瀬 戸

香方訳華盤)

A区 'Alト レ

I・ Ⅱ層

鉄釉、口縁百合

口、削り出し輪高

台

密 良 褐灰色

黒 色

3/12

4/12

古瀬戸中期後半

二次被熱

2
古 瀬 戸

瓶  子

AttC Iト レ.A[

I層・表採

Ⅲ類、灰釉 ?肩吉Б

下、体部中程に横

方向の平行沈線

密

径lm以下のチャー

ト'長石を含む

良 暗灰黄色 計測不能 古瀬戸後期

伝本堂プラン外

募謝采遅劃勿とを急卦

古 瀬 戸

瓶  子

A区 'Alト レ

Ⅱ 層

Ⅱ類 ?、 灰釉、彰̂＼

ラ状工具による

蕨手状の文様

密 良 1齢ヤ渕髄

オリーブ灰色

計測不能 古瀬戸中期?

古 瀬 戸

瓶  子

A区 'D2トレ

Ⅱ 層

10.4

Ⅲ類、灰釉 密 良 灰黄褐色

オ)―ブ灰色

底径=4/12 古瀬戸後期

二次被熱

5
古 瀬 戸

瓶  子

A区 'Alト レ

Ⅱ 層

12.2

Ⅲ類、灰釉 密 良 灰黄色

オリーブ灰色

底径三1/12 古瀬戸後期

二次被熱

6

う〔釆由彫可号S

長 頸 瓶

A区 'A3ト レ

Ⅱ 層

灰釉 密 良 灰白色

オリーブ灰色

日径=1/12 二次腺

7

古 瀬 戸

筒型容器

A区 'A2ト レ

Ⅱ 層

壕更釆由 密 良 1帥Ⅲ触

オリーブ灰色

口径=1/12 古瀬戸後期

8

古 瀬 戸

/1ヽ   皿

A区 'D2ト レ

Ⅱ 層

内面全面に灰釉

底部外面糸切り

密

径1剛以下のチャー

ト・長石を少魏

良 1帥舶

オリーブ灰色

日径=4/12

底径三4/12

9
古 瀬 戸

有 耳 壺

AttI F lト レ

Ⅱ 層

灰釉 密 良 黄灰色 日径=5/12 古瀬戸後期

二次被熱

10と 同 TE体 ?

10

古 瀬 戸

有 耳 壷

A区 .Flトレ

Ⅱ 層

灰釉 密 良 黄灰色 講 =2/12 古瀬戸後期

二次被熱

9と同一個体?

11

古 瀬 戸

瓶  子

A区 .Flトレ

Ⅱ 層

灰釉、棒状工具に

よる唐草状の文

様

密 良 灰黄色

オリー施

計測不能 二次被熱

古 瀬 戸

)諦縣皿

A区 .TP5

Ⅱ 層

灰釉 密 良 灰黄色

に崩演色

口盗=3/12 古瀬戸後Ⅱ期

山 茶 碗

刀ヽ  皿

E 区

表 採

底部下方に突出 密 良 褐灰色 日径=1/12

広径=1/12

6～ 7型式

山 茶 碗

/1ヽ   皿

A区 'B3トレ

Ⅱ 層

底部外面板 目状

)王)蓑

密

径 1回以下の黒

斑を含む

良 灰白色 口径

底径

6ヘヤ7型式

古 瀬 戸

瓶  子

A区 'F4ト レ

Ⅱ 層

Ⅱ類 ?、 鉄釉、横

方向の平行沈線

と菊花の印花文

密 良 灰白色

黒褐色

測定不含ヒ 古瀬戸中期

古 瀬 戸

水  注

A区 .F4トレ

Ⅱ 層

灰釉、ヘラ状工具

による唐草状の

文様

密 良 浅責橙色

オリーブ黄色

浪」定不能 古瀬戸中期

古 瀬 戸

つ聴謬凱

A区 ,F5トレ

Ⅱ 層

185
うてX山 密 良 灰黄色

I弔サ地

日径=2/12 古瀬戸後 I

～Ⅱ期

古 瀬 戸

茶  壺

A区 .F5ドレ

Ⅱ 層

α失キ由 密

径1血以下のチャー

トを少量含む

良 にぶし壌也

暗褐色

回径=3/12 古瀬戸後Nヽ

大  窯

志野畑

A区・F4ト レ

Ⅱ 層

f尋牙子来由 密

径 1画以下の黒

斑を含む

やや良 に莉 難ヽ

浅紬

日径=7/12

底径=11/12

大窯第4段階

古 瀬 戸

瓶  子

A区 'TP3

Ⅱ層

Ⅱ類、灰釉、櫛状

工具による宝珠

形の文様

密 良 灰黄色

オリー施

計測不能 古瀬戸中期
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第 12表 遺物観察表(2)

図

号

挿

番
器  種

出土遺構

帽 0
法   蚤 ml

整 形 。調 整
ム
ロ 土 焼 成 色 調 残 存 率 備 考

日径 睫 器 高

古 瀬 戸

信  鉢

A区 'D6ト レ

H層

全青罪由 密 良 灰黄褐色

暗灰色

言十跡 含ヒ 古瀬戸後Ⅳ新翔

二次被熱

古 瀬 戸

脚

A区 'D6トレ

Ⅱ 層

うて平由 密 良 褐灰色

黄灰色

計測不能 古瀬戸後Ⅱ

～Ⅲ期

二次被熱

古 瀬 戸

天目茶碗

A区 .TP3

Ⅱ 層

α失罪由 密 良 帥

黒 色

口径=2/12 古瀬戸中Ⅳ

～後 X期

古 瀬 戸

瓶  子

A区 .TPl

Ⅱ 層

Ⅱ類、灰釉 密 良 1謝舶

オリ刻吹色

底径=6/12

古 瀬 戸

橋鉢型小鉢

A区 'TPl

Ⅱ 層

う更釆由 密 良 灰貢褐色

灰オ)―ブ色

計測不能 古瀬戸後期

大  窯

端 反 皿

A区 .TPl

Ⅱ 層

灰釉、内面全面、

外面体部 2/3

密、

径lm以下のチャー

ト・黒斑を少量含む

良 浅黄色

灰オリーブ色

日径=2/12 大窯第1～2段階

青  磁

碗

A区 'TPl

Ⅱ 層

密 良 灰黄色

オけ加

ほ径=6/12

うて*由解

多 口瓶

A区 .E2ドレ

Ⅱ 層

注口音Б、灰釉
「漆接ぎ」により

糊修

密

径1嗣以下のチャー

ト・f毛7〒抄 哲言て手迄∫

良 灰黄色

灰 色

日件12/12 053～ 172号窯式期

37と 同一個体?

うて平由κユ暑【

多 口瓶

A区 'E2トレ

Ⅱ 層

注口部、灰釉 密

径1剛以下のチャー

ト・長石を少遅含む

艮 灰黄色

灰 色

日倭12/12 053～ H72号窯式翔

36と 同一個体?

青  磁

碗

A区 'E2ト レ

Ⅱ 層

密 良 灰白色

オ,こ駆

底径=8/12

山 茶 碗

碗

A区 `E2ト レ

Ⅱ 層

底音レト面糸切り、

内面浅くくばむ

密 良 灰黄色 5/12

11/12

10型式

山 茶 碗

碗

A区 .E2トレ

Ⅱ 層

11.4

底部外面糸切り、

内面浅くくばむ

密 良 灰黄色 口径=4/12

底径三12/12

10型式

山 茶 碗

碗

A区 'Elト レ

Ⅱ 層

底部内面浅くく

イ鋤

密 良 灰黄色 ２

２

10型式、

外面煤状の炭

化物付着

42

山 茶 碗

ノト   IllL

A区 .E2トレ

Ⅱ 層

底部外面糸切り、

板目渕王痕、

密

径1嗣以下のチャー

ト・長石を少量含む

良 にぶい黄色 5/12

7/12

6型式

内面降灰

山 茶 碗

/1ヽ   皿

A区 'E2トレ

Ⅱ 層

底吉レト面糸切り、

内面指圧痕

密

径lm以下の砂粒・

黒斑を少量含む

良 灰黄色 日径=2/12

底牲=3/12

9型式

44

山 茶 碗

火舎香炉

A区 'E2ト レ

Ⅱ 層

14.2

密、

径1嗣以下のチャー

ト・黒斑を少量含む

良 にぶい黄色 日経=1/12

山 茶 碗

仏  鉢

A区 'E2トレ

Ⅱ 層

外面口縁下方に

平行沈線

やや密

径l dI以下のチャー

ト'長石・石英を含む

良 1訥沌 口径三3/12

中世陶器

甕

A区 'Elト レ

Ⅱ 層

韓 密

径l mm以下のチャー

ト彙
「
破 榊

良 1訥Ⅲ離

暗褐色

日盗=3/12

古 瀬 戸

平  碗

B区 '19ト レ

Ⅱ 層

灰釉 やや密

径2剛以下のチャ

ート・長石を含む

良 1訥雌

にか地

口径=1/12 古瀬戸後期

古 瀬 戸

平  碗

B区 ,19ト レ

Ⅱ 層

灰釉、削り出し輪

高台

やや密

径14U以下のチャー

ト長
『

翻 を釣

良 1引 縦ヽ

浅黄色

底径=7/12 古瀬戸後期
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第 13表 遺物観察表(3)
図

号

挿

番
器  種 呻的

法 藪 ml
整 形 。調整 ム

ロ 土 焼 成 色 調 残 存 率 備 考
口径 底径 器高

古 瀬 戸

括  鉢

B区 'A9ト レ

H層

錆釉、口縁部を指

頭により片口に

成形

密

径 lm以下の黒
斑を含む

良 浅黄橙色

1謝舶

計測不能 古瀬戸後Ⅳ新期

古 瀬 戸

橋  鉢

B区 .A9ト レ

I層

金青来由 密 良 1帥舶

黒褐色

計測不能 腺 Ⅳ翻

古 瀬 戸

天目茶碗

B区 `A3ド レ

Ⅱ 層

94

α失釆由 密

径1嗣以下のチャー

ト・長石を少遅含む

良 1訥舶

黒 色

日径=1/12 古瀬戸中Ⅳ

～後 I期

古 瀬 戸

縁釉/1ヽ皿

B区 'A9ト レ

H層
7.8

灰釉 密

径1嗣以下のチャート・

節 '新抄勤

良 灰黄色

オリー期

日径三1/12 古瀬戸後期

古 瀬 戸

有 耳 壷

B区 'A9ド レ

Ⅱ 層

灰釉 密 良 1訥Ⅲ絶 計測不能 古瀬戸後期

古瀬 戸

括  鉢

B区 .18ト レ

Ⅱ 層

全青X由 密 良 橙 色

1謝馳

計測不能 古瀬戸後醐

連房式登窯

橋  鉢

B区 'A9ト レ

Ⅱ 層

320
帥 密 良

噸　醜

日径=2/12 17世紀代 ?

山 茶 碗

碗

B区 '19ト レ

コ 層

12,4

底音防卜面糸切り、

板目状圧痕、内面

指圧痕

密

径1画以下のチャート・

財 ・棋 抄勤

良 灰白色 日径=2/12

底径=8/12

7型式

山 茶 碗

碗

B区 '19ト レ

Ⅱ 層

13.0

密

径 l llull以 下の黒

斑を少量含む

良 灰黄色 日径=2/12 7～ 8型式

山 茶 碗

碗

B区 ,TP7

Ⅱ 層

底部外面糸切り、

板目状圧痕、内面

子自圧痕

密

径 1画以下の黒

斑を少量含む

良 灰黄褐色 日径=4/12

底径=6/12

7-8型式
内面漆状の付

着物

59

山 茶 碗

碗

B区 .19ト レ

Ⅱ 層

126 40
底部外面糸切り、

内面指圧痕

密

径 1画以下の黒

斑を少量含む

良 黄灰色 1/12

妍

5/12

8型式

60

山 茶 碗

碗

B区 .A9ト レ

Ⅱ 層

底部外面糸切り、 密

径1血以下のチャー

ト・長石を少量含む

良 1訥1馳 8型式

61

山 茶 碗

碗

B区 'A9ト レ

Ⅱ 層

底音F571・面糸切り、 密

径1剛以下のチャート・

節 '新初勤

良 1輸舶 1/12

3/12

9型式

62

山 茶 碗

碗

B区 .19ト レ

Ⅱ 層

底部外面糸切り、

内面浅くくばむ

密

径1剛以下のチャー

ト・長石を少量含む

良 褐灰色 日経

底径

10型式

63

山 茶 碗

碗

B区 .19ト レ

Ⅱ 層

無高台、底部外面

糸切り、内面浅く

くイぶむ

密

径 lm以下の黒
斑を少量含む

良 淡黄色 日径=2/12

底径三3/12

10型式

内面漆状の付

認

64

山 茶 碗

碗

B区 `A9ト レ

Ⅱ 層

無高台、底部外面

糸切り、内面中央

に小突起

密

径1画以下のチャート・

節・穣 留踵

良 灰黄色 日径=3/12

広径=6/12

10型式

65

山 茶 碗

碗

B区 '19ト レ

I層
98

内面渦巻き状の

ロクロロ

密 良 褐灰色 口径=1/12 11型気 生田)

66

山 茶 碗

小  皿

B区 'A8ト レ

Ⅱ 層

底部外面糸切り 曽 密

径1皿以下のチャート・

長石・剰死を少勤

やや良 暗灰黄色 日径

広径

6型式

内面煤状の付

着物

67

山 茶 碗

ノト  J皿

B区 118ト レ

Ⅱ 層

底部外面糸切り、

内面指圧痕

密 やや軟 淡黄色 7型式

68

山 茶 碗

小  皿

B区 .A3ト レ

Ⅱ 層

88

底部外面糸切り、

板目状圧痕、内面

指圧痕

密

径1酬以下のチャー

ト・長石を少量含む

良 灰白色 日径

広径

8型式
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第 14表 遺物観察表(4)
挿図

番号
器  種

出土遺構

帽 ω

法   凱 nll
整 形・ 調 整 ム

ロ 土 焼 成 色 調 残 存 率 備 考
口径 底径 器高

山 茶 碗

/1ヽ    皿

B区 'A9ト レ

Ⅱ 層

底部外面糸切り、

内面腰部がやや

くイま淀争

密

径1剛以下のチャート・

長石す瓢 をう勤

良 灰黄色 日径=1/12

広径=6/12

10型式

70

山 茶 碗

火舎香炉

B区 '19ト レ

Ⅱ 層

密

径1剛以¬のチャート・

長石.石英を蜘

良 黄灰色

灰 色

口径=2/12

山 茶 碗

鉢

B区 'A9ト レ

Ⅱ 層

口縁部玉縁状に

肥厚、端部外面に

競

やや密

径1回以市のチャート'

節 '積 '軌約

良 明馳 計測不能

山 茶 碗

鉢

B区 '19ト レ

Ⅱ 層

口縁断面台形に

月□享

密

径l剛以下のチャート・損

石'石英.瓢惨く釣

良 灰白色 百十瀕Iイ含ヒ

大  窯

天目茶碗

B区 'A8ト レ

Ⅱ 層

11,0

α失メ由 螢 密

径1剛以下のチャート・

〕i三!'子 :i・棋 す翻▼!!´ |:l「と!!

良 1謝 1絶

日i!,,iぐイ
'三

|`:」

日径=1/12 大窯第 4段階

古 瀬 戸

平  碗

B区 '19ト レ

Ⅱ 層

156
うてキ由 やや密

径1皿以■のチャート'

長石.石英を蜘

良 淡黄色

オサーブ灰色

口径=2/12 古瀬戸後期

大  窯

折 縁 皿

B区 `A9ト レ

Ⅱ 層
140

灰釉 密

径1枷以和つチャート・

節 ,獄初勁

良 浅黄色

オリーブ灰色

口径三5/12 大窯期 ?

窯

　

皿

大
　
　
丸

B区 `A9ト レ

Ⅱ 層

灰釆由、只占リイ寸け高

台、底部内面に菊

花の印花文

やや密

径1剛以下のチャート'

節・萩・瓢釉

良 1謝舶

オ,―ブ灰色

底径=4/12 大窯第 2段階

窯
　
　
皿

大
　
　
丸

B区 '19ト レ

Ⅱ 層

灰剤、只占リイ寸け高

台、底部内面に菊

花のF口花文

やや密

径1画以下のチャート'

断 '砒 雛絢

良 浅髄

オサーブ灰色

底径=11/12 大窯第 2段階

大  窯

端 反 皿

B区 .19ト レ

Ⅱ 層

108
灰釉、体部外面中

央IF゛胡負い稜

密

径lm以下のチャー

ト・長石を少量含む

良 明絶

灰白色

日径=2/12 大窯第 1段階

79と 同一個体?

大  窯

端 反 皿

B区 ,19ト レ

Ⅱ 層

灰釉、体部外面中

央にやや強い稜

密

径1嗣以下のチャー

ト・長石を少量含む

良 灰黄褐色

オ)―加

日径=2/12 大窯第1段階

78と 同一個体?

青  磁

稜 花 皿

B区 'A8ト レ

コ 層

124

「線彫 り」1こよる

数条の曲線と蕨

手状の文様

密 良 にぶ予壌也

緑灰色

日径=3/12 15刊壁糸己

連房式登窯

天目茶碗

B区 '18ト レ

Ⅱ 層

帥 密

径1画以下のチャート・

影酢瓢 を蜘

長 黄灰色

日,雪イ‖三}モこと

1 第1段階第3小期

土 師 器

土 師 皿

B区 ,A9ト レ

Ⅱ 層

11.2

日縁部内外面ヨコエ

膊跡巨雑霰匹浪跡、底

部内面中央わず力ヽこ突出

螢 密

径1剛以下のチャー

ト・星石を少魏

鞠 浅黄橙色 日径=5/12

底4=11/12

内外面煤状の

付着物

中世陶器

甕

B区 '19ト レ

Ⅱ 層

密

径1嗣以下のチャート・

長石'石英,黒斑拾む

良 貢灰色

I訥絶

計測不能 大窯期 ?

中津川産?

中世陶器

養

B区 'A9ト レ

Ⅱ 層

やや密

径1戯、下のチャート・

節・穣 ,軌約

良 青灰色 計測不能 大窯期?

土 師 器

内湾羽釜

B区 'A9ト レ

Ⅱ 層

口縁端吉る面取り

内面ヨコナデ

やや密

径lω、下のチャー
ト・長石を少筆 む

韓 良 淡黄色 言椒」不能 14世糸己

土 師器

伊勢型鍋

A区 ,C3ト レ

Ⅱ 層

154
体部外面横及び

斜方向ハケロ、頸

部指頭圧痕

やや密

径1嗣以下のチャー

ト・長石を多く釣

螢 良 1訥粗 日径=1/12 外面煤付着

14世紀中頃
～後半

山 茶 碗

/1ヽ   皿

A区 .C5ト レ

Ⅱ 層

底吉レト面糸切り、

内面指圧痕

密

径l lll以下のチャー

ト・長石・石英を含む

良 灰白色 口径=4/12

底牲=7/12

6型式

底部外面墨書

青  磁

皿

A区 'C5ト レ

Ⅱ 層

無高台、底部外面

翻 台

密 良 灰 色

緑灰色

広径=1/12
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第 15表 遺物観察表(5)

挿図

番号
器  種

出土遺情

僧 ω

法 藪 ml
整 形 。調 整 土 焼 成 色 調 残 存 率 備 考

口径 底径 器高

古 瀬 戸

仏 華 瓶

A区 'G東 トレ

Ⅱ 層

2々平由 密

径1剛以下のチャート'

:lii!'1:i「

す棋 '瓢約

良 灰黄褐色

黒 色

計測不能 古瀬戸中期?

冗質齢

奈良火鉢

A区 `G東トレ

Ⅱ 層

やや密

径l nlll以 下のチャー

ト・長石,棋を釣

慧 良 灰白色 計測不能 浅鉢V類

14世紀後半
～15世紀前半

大  窯

甕

A区 'TP2

Ⅱ 層

韓 密

径lm以市のチャート・

漸 ,穣 ,瓢納

良 褐色灰色

日舶

計測不能 大期 ?

太  窯

天目茶碗

A区 'TP4

Ⅱ 層

108

α失釆由 幹 密

径l oun以下のチャー

ト,長石・黒斑を含む

良 1謝舶

醜

日径=1/12 大窯第 3段階 ?

山 茶 碗

碗

A区 .T P10

Ⅱ 層

底部外面糸切り、

板目状圧痕、内面

1割王痕

密

径1画以下のチャート・

蔀・翻初勁

良 灰黄色 底径三6/12 6～ 7型式

山 茶 碗

鉢

A区 .TP10

Ⅱ 層

口縁部玉縁状に

肥厚 し内面に沈

線

韓 密

径1剛以Ⅲつチャート・

長石,観を多く釣

良 灰黄色 計測不能

山 茶 碗

/1ヽ   皿

A区 'T P10

H層
24

底部柱状に下方
へ突出、外面糸切

り

密

径1嗣以下のチャート・

断 ,破 ,瓢輸

良 橙 色

オサー蠅

日経F12/12

底雀112/12

6型式

美濃須衛窯産、

内外面降灰

山 茶 碗

ノト   IllL

A区 'T P10

Ⅱ 層

78 44

底部外面糸切り、

内面指圧痕

やや疎

径1 41dl以下のチャー

ト・長石'萩讐約

やや良 1酬舶 日径=4/12

底宿112/12

6～ 7型式

南部系

窯
　
　
皿

大
　
　
丸

A 区

表 採

灰釉、貼リイ寸け高

台、底部内面に菊

花の印花文

やや密

径と剛以下のチャート・長

石'石英,勅陀少勤

良 灰貢色

浅黄色

底径=2/12 大窯第2段階

98

連房式登窯

橋  鉢

A 区

表 採

108
錆釉 悟目 15～

16条を単位

やや密

径l mm以下のチャー

ト・長石・石瑛翻

やや良 1帥舶

黒褐色

底径三4/12 江戸中期 ?

古 瀬 戸

水  注

ＴＰ
　
　
層

区

　

　

Ⅱ

灰釉、椿花の印花

文

密

径1剛以下のチャート'

賄 .瓢初勁

良 1帥 1触

オ)―舶

計測不能 古瀬戸中期 ?

古 瀬 戸

水  注

C区 'A甫‖と2トレ

Ⅱ 層

灰釉、ヘラ状工具

による蕨手状の

鎌

密

径1剛以下のチャー

ト・長石を少筆 む

良 浅剤絶

オ)―ブ灰色

計測不能 古瀬戸中期 ?

古 瀬 戸

卸  皿

C区 'A東西2トレ

Ⅱ 層

灰釉 密

径1画以下のチャート・

蔀・釉籾勁

良 灰黄色

購リー地

日径=1/12 古瀬戸後Ⅱ期

古 瀬 戸

水  滴

C区 'A東西2トレ

Ⅱ 層

灰釉 密

径1画以下のチャート・

瀬 '瓢初勁

良 醜

オリー剤

計測不能

古 瀬 戸

天目茶碗

C区
,A東西をトレ

H層
4.2

鉄釉、削り出し輪

高台

密

径1画以下のチャート・

節 ,瓢初勤

良 1訥軸

黒 色

底径=6/12 古瀬戸後期 ?

古 瀬 戸

つ懺 劉

C区
,A東西2ドレ

Ⅱ 層

灰釉 密

径1画以和のチャート・

斯 ,瓢籾魏

良 灰黄褐色

オリ■ブ絶

計測不能 古瀬戸中Ⅳ期

105

古 瀬 戸

り鯵謬凱

C区 'A南イ

`1ト

レ

Ⅱ 層

灰釉 やや塩

径1画以下のチャート・

長石'石英・黒斑給む

やや良 橙 色

∇葛デiままオ翼雪訂lh

計測不能 古瀬戸中Ⅳ期

古 瀬 戸

〕熙 皿

C区 'A束百2トレ

Ⅱ 層

灰釉 密

径1皿以下のチャート・

節 ,軌初勤

良 黄灰色

オリー灘

言十預I琳含ヒ 古瀬戸後 I

～Ⅱ期

大  窯

端 反 皿

C区
,A市

'[1ド

レ

Ⅱ 層

44

灰釉、無高台、底

部外面糸切り、

密

径1画以下のチャート・

節 ,瓢を蜘

良 灰白色

オリー駆

口径=1/12

が

底径=2/12

大窯第 1段階?

108

古 瀬 戸

ん獄釆由ノ」hIL

C区 'A雨‖と2トレ

Ⅱ 層

α失キ由 やや竃

径1画以下のチャート'

蔀 ,棋・瓢約

良 黄灰色

暗褐色

日径=1/12

郷

古瀬戸後Ⅳ期
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第 16表 遺物観察表(6)
図

号

挿

番
器  種 離
ω
阻
帽

法 量にml
整 形 調 整

ム
ロ 土 焼 成 色 調 残 存 率 備 考

口径 底径 器高

山茶 碗

碗

C区
,A甫‖

`2ト

レ

Ⅱ 層

密

径1剛以¬のチャート・

A4H.新羽勁

良 lm、地 日径=1/12 9-10型 式

山 茶 碗

碗

C区
,A南
|[2ドレ

Ⅱ 層

口縁部断面台形

に月□享

やや密

径1画以下のチャート・

長石'黒斑を多く含む

良 灰白色 計測不能 内外面降灰

青  磁

碗

C区 'A南 |[1トレ

Ⅱ層

16.6

線彫 りによる蓮

弁文

密 良

頚　　蜘

日径=1/12 Bl談寮

112

青  磁

碗

C['A甫ユtlトレ

Ⅱ層

高台内面 1厖 に

力宙釆由

密 良 1謝舶

明緑灰色

底径=3/12

大  窯

橋  鉢

C区 'A南 |`lドレ

Ⅱ層

全青来由 やや密

径1剛以下のチャート,

長石'石英を多く含む

良 1訥舶 計測不能 大窯第1段階?

連房式登窯

天目茶碗

C区 'B3ト レ

Ⅱ 層

104
鰤 密

径1剛以下のチャー

ト'長百を少量含む

良 黄灰色

暗褐色

日径=1/12 第Ⅱ段階第7小期?

連房式登窯

端 反 碗

C区 'B3ト レ

Ⅱ 層

108 4.3
内外全面に長石

釉、体部外面「つ」

宇状の文様

密

径1闘以下のチャート・

廟 ,叡・触 約

良 1諭舶

舶

日径三1/12

絣 12/12

第1段階第3打瑚

～第4イ嘲

連房式登窯

端 反 皿

CttI B 3ト レ

Ⅱ 層

うて来由 密

径1画以出のチャート,

賄 すji::「:'Fi:・ 翻豹

良 倣 色

オリー駆

日径=2/12 第I劇贈彿24瑚

～劣3オ瑚

連房式登窯

丸  皿

C区 'B3ト レ

Ⅱ 層

14,0

長石釉 やや密

径1画以下のチャート・

露 1'1:i,'ヽ

i,!!「!,)]:約

良 浅絶

灰白色

日径=1/12 第I段階第3河瑚

連房式登窯

鉄 絵 皿

C区 'B3ト レ

Ⅱ 層

118 29

丁髯7写罪由 密

径1剛以¬のチャート・

節・瓢初勁

良 灰黄色

灰白色

日径

底径

第I段階第2月渕

連房式登窯

陶製円盤

C区 'B3ト レ

Ⅱ 層

離
　
　
狙

罐
　　
３．８

紳
　
∝

志野・鉄絵皿底部

を転用

やや密

径1剛以¬のチャート'

節・破 '勘約

良 1訥 絶ヽ

浅黄色

17世糸己前半 ?

古 瀬 戸

茶 入 れ

C区 .B3ト レ

Ⅱ 層

40

α失*由 密

径1剛以下のチャート・長

石'7瑛 '景朝籾勁

艮 1帥Ⅲ馳

黒 色

日径三3/12 古瀬戸後期 ?

連房式登窯

天目茶碗

C 区

表 採

鉄釉 密

径1剛以¬のチャート・

節 '麒 '翻約

良 褐灰色

黒褐色

日経=2/12

論催12/12

第1段階第2/1湖

122

連房式登窯

天目茶碗

C 区

表 採

122
α失※由 密

径1嗣以下のチャート,長

石'石英,新〕勁

良 灰黄色

黒 色

日径=1/12 第1段階傭2打湖

～第34醐

123

連房式登窯

天目茶碗

C 区

表 採

鉄釉、高台脇鉄化

粧 ?

密

径1枷以下のチャート,長

石,石英,瓢砂勁

良 灰白色

黒 色

日径二2/12 第I段階第24湖

～第34嘲

124

連房式登窯

天目茶碗

C 区

表 採

2た平由 密

径1嗣以下のチャート,長

石'萩 .勘初勁

良 黄灰色

黒褐色

日径=3/12 第I到聯 2打嘲

～第34剃

連房式登窯

丸  碗

C 区

表 採
104

柿釉、鉄釉による

妓

密

径lm以下のチャー

ト・長石を少量含む

良 灰白色

褐 色

日径=2/12

維 12/12

第I到増備3打渕

～第4打嘲

126

連房式登窯

端 反 皿

C 区

表 採

灰釉、貝占リイ寸1)高 やや密

径1嗣以下のチャート・

蕗 ,叡・勘 約

やや良 1引 離ヽ

にぶい難

日径

底径

第I到増第2月嘲

～第34瑚

127

連房式登窯

端 反 皿

C 区

表 採

12.6

灰釉、貼り付け高

台、底部内面にピ

ン痕 2箇所

密

径1嗣以下のチャート・

節 ・積・勘 約

良 褐灰色

オリー犯

日径=2/12

底径=6/12

第I段階第2月剃

～第3月渕

128

連房式登窯

鉄 絵 皿

C 区

表 採

10.4

長石釉 やや密

径とω、下のチャート・

節・積 `勘約

良 離

灰白色

日径

底径

第I卿第 2月瑚
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第 17表 遺物観察表(7)

図

号

挿

番
器  種

出麟

傭 ω

法   量en
整 形 ・ 調 整

ム
ロ 土 焼 成 色 調 残 存 率 備 考

口径 底径 器高

連房式登窯

搭  鉢

C 区

表 採

錆釉、橘目11条

を黙

やや密

径1剛以下のチャート・長

石好峡環班を多ぐ池

韓 良 1訥舶

暗褐色

計測不能 17世紀代 ?

古 瀬 戸

卸  皿

C区 'B2ト レ

Ⅱ 層

灰釉、無高台、底部

外面糸切り、13× 10

の格子状に卸目

密

径lm以下のチャー

ト・長石を少筆 む

斡 良 帥

明黄褐色

底径=7/12

古 瀬 戸

折縁大皿?

C区 ,B2ト レ

Ⅱ 層

粘土塊による脚

を付ける

密

径1剛以下のチャー

ト・長石抄 魏

韓 良 灰白色 底径=3/12

山 茶 碗

碗

C区 'B2トレ

Ⅱ 層

144

密

径1闘以下のチャート・

蔀 `馴砂豊拍

良 灰白色 日径=2/12 7～ 8型式

内面煤状の付

着物

山 茶 碗

碗

C区 'B2ドレ

Ⅱ 層

底吉レト面糸切り、

板目渕王痕、内面

子含圧痕

やや密

径1回以下のチャート・

廟 ,萩 ,勘約

良 灰白色 底径=5/12 7ヘヤ8どと式

137

大  窯

端 反 皿

C区 'B2ト レ

Ⅱ 層

灰釉 密

径1皿以下のチャート・

長百'剰好滋娼全む

良 灰黄色

明オサーブ灰色

日径=1/12 大窯第 1段階

138

連房式登窯

丸  皿

C区・B2トレ

Ⅱ 層

長石釉 密

径1剛以下のチャート・長

石'石英,早孵肋勁

良 灰黄褐色

灰白色

第I段階第3月嘲

古 瀬 戸

碗 型 鉢

C 区

表 採

万く素由 密

径lm以和リチャート'長

石'石英・ヨ調を少ゼ静�

良 |ぶサ闘髄

浅黄色

計測不能 古瀬戸後 武ヽ

140

山 茶 碗

/1ヽ   皿

C 区

表 採

密

径1画以下のチャート・

財・瓢初勁

良 褐灰色 口lAl=1/12

底径=1/12

7-8Jと式

141

山 茶 碗

/1ヽ   皿

C 区

表 採

底部外面糸切 り 密

径lm以下のチャート・

節 .瓢抄勤

良 掲灰色 7-8型 式

142

山茶 碗

碗

C区 '〕南トレ

Ⅱ 層

無高台、底部内面

浅くくばむ

密

径1剛以下のチャート・

蔀 ,勘抄魏

良 明据灰色 日径=2/12

底径三5/12

10型式

143

山 茶 碗

小  皿

C区 `〕北トレ

Ⅱ 層

密

径2Hu以下のチャー

ト・長石・需嬢擁む

良 灰白色 7-8ヨい式

■44

大  窯

端 反 皿

C区 .I北トレ

Ⅱ 層

96

灰釉 やや密

径l lu以下のチャー

ト・√ミ刀写・郵e夢こ約

韓 良 浅髄

浅黄色

日経=1/12 大窯第1閾階後半

～第2段晰 半

145

大  窯

端 反 皿

C区 ',東 トレ

Ⅱ 層

卿 由、貝占リイ寸け高 やや密

径lHl以下のチャー

ト・長石'黒斑を含む

韓 良 1謝舶

オリーブ灰色

日径

底径

大窯第1段階後半

～第野鯉飾半

■46
連房式登窯

橋  鉢

C区 `〕北トレ

Ⅱ 層

全青釆由 やや密

径l all以 下のチャー

ト・√詩万写・月髯場正約

韓 良 1帥Ⅲ馳

黒褐色

計測不能

■47

古 瀬 戸

瓶  子

C区 .TP3

Ⅱ 層

鰺課由、詔 子肌 と

菊花形の印花文

密

径1硼以下のチャー

ト・長石を少魏

良 灰白色

黒褐色

計測不能 Ⅱ類 ?

古瀬戸中期?

■48

古 瀬 戸

深  皿

C区 .TP3

Ⅱ 層

灰釉、獣脚 密

径l alm以下のチャー

ト長

「

勁 給 む

良 1訥舶

オリーブ灰色

計測不能

149

古 瀬 戸

碗 型 鉢

C区 `D2ト レ

Ⅱ 層

力更釆由 密

径l al以下のチャー

ト・手記烹写・月硝夢正納

良 淡黄色

オ,―ブ灰色

計測不能 古瀬戸後Ⅲ～

Ⅳ期

■50

古 瀬 戸

柄付片口

C区 .D2トレ

Ⅱ 層

灰釉 密

径硼 市のチャート・

蔀・勘を蜘

良 浅黄橙色

オリーブ黄色

計測不能 古瀬戸中Ⅲ期

古 瀬 戸

平  碗

C区 'D2ト レ

Ⅱ 層

ラ更釆由 密

径1画以下のチャート'

長石・黒斑を少遅含む

良 灰白色

オリーブ灰色

口径=1/12 古瀬戸後Ⅳ新期
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第 18表 遺物観察表 (3)
図

号

挿

番
器  種

出土遺構

帽 絨

法   藪 ml
整 形 。調 整 ム

ロ 土 焼 成 色 調 残 存 率 備 考
口径 底径 器 高

山 茶 碗

碗

C区 .TP3

Ⅱ 層

底部内面浅くく

t鋤
密

径1剛以¬のチヤート'

露・瓢 を蜘

良 褐灰色 日径=1/12

11T

底径=2/12

9～ 10型式

山 茶 碗

/1ヽ   皿

C区 'D2トレ

Ⅱ 層

底部外面糸切り、

板目状圧痕、内面

指圧痕

密

径1硼以下のチャート・

節 '勁初勁

良 灰白色 日径i4/12

底径=4/12

8～9型式

154

山 茶 碗

/卜    Illl

C区 'D2ト レ

Ⅱ 層

底吉レト面糸切り、

内面指圧痕

密

径l oul以下のチャー

ト・丁記ヌξ,f阜瘍正約

良 黄灰色 8-9型 式

155

大  窯

括  鉢

C区 .TP9

Ⅱ 層

錆釉、箱目7条以
上を基本

やや密

径l mm以下のチャー

ト・廟 ・瓢 約

韓 良 灰黄色

1訥舶

計測不能 大窯第 2段階
二次被熱

大  窯

折縁 皿

C区 'TP9

Ⅱ 層

灰キ由、貝古リイ寸け高 密

径l mm以下のチャー

ト・長石・黒斑を含む

良 浅黄橙色

オらブ灰色

大窯第4段階末

連房式登窯

天目茶碗

C区 'D2ト レ

Ⅱ 層

鉄釉、削り出し輪

高台

韓 密

径1硼以市のチヤート・

蔀・瓢抄魏

螢 良 淡黄色

黒 色

高舒登=6/12 第I段階第3河朔

～第4河嘲

白  磁

有 耳 壷

C区
.D2トレ

H層

密 良 灰黄色

灰白色

日盗=1/12 13‖と糸己

山 茶 碗

碗

C区 `I西トレ

Ⅱ 層

47

底吉レト面糸切り、

板目渕王痕、内面

指圧痕

やや密

径1画以下のチャート・

筋 ,瓢ご鰤

やや良 褐灰色 底径=7/12 8～ 9型式

160

山 茶 碗

/1ヽ   皿

C区 '11とトレ

Ⅱ 層

底部外面糸切り、

板目状圧痕、内面

祐睡痕

密

径1嗣以下のチャート'

蔀 '瓢初勁

良 灰 色 日径

底径

４

４

7～ 8型式

連房式登窯

天目茶碗

C区 `I東 トレ

Ⅱ 層

鰤 やや密

径l II以下のチャー

ト・長石,黒斑れ

良 灰 色

暗褐色

口径=1 /12

奸

第I段階第24朔

～第3月嘲

162

連房式登窯

丸  碗

C区 '11しトレ

Ⅱ 層

鉄釉、削り出し輪 やや密

径lm以¬のチャート・

節 ,瓢初魏

良 1訥Ⅲ触

日絶

譴 =12/12 17世紀前半 ?

163

古瀬 戸

〕魚脚

C区 `I南 トレ

Ⅱ 層

瘍〔平由 密

径1回以下のチャート・

筋 ・瓢 砂勤

良 褐灰色

オ)―駆

計沢J不能 古瀬戸後Ⅱ期

二次被熱

164

土 師 器

内湾羽釜

C区 '1東トレ

Ⅱ 層

口縁内外面ヨコ

ナデ、端吉Б面取り

鞠

径l mm以下のチャー

ト,√毛T子・月ミ瘍豆約

誉 良 離 計沢」不能 14世糸E

古 瀬 戸

信  鉢

C区 `I南トレ

Ⅱ 層

帥 やや密

径1嗣以下のチャート'

蔀 ,瓢抄 魏

韓 良 1訥舶

日音,高修Mヨ

計測不能 古瀬戸後N執

166

連房式登窯

信  鉢

C区 ,I南 トレ

Ⅱ 層

金青平由 螢 密

径3皿以¬のチャート・

長石'黒斑を多く含む

良 1酬Ⅲ触

H宿諺ホ砕目准ヨ

計測ラ下含ヒ

連房式登窯

鉄 絵 皿

C区 'I南トレ

Ⅱ 層

丁髯7写釆白 やや密

径1剛以下のチャート・

蔀・瓢を蜘

良 にぶい黄色

淡黄色

計測不能 劣 I段階第3月瑚

168

青  磁

碗

C区 .I南トレ

Ⅱ 層

端戻碗、内外面無

文

密 良 灰 色

オリエ駆

日径=1/12

郷

D類

古 瀬 戸

水 注 ?

CI'K西トレ

Ⅱ 層

内外面灰釉、ヘラ

状工具による蕨

手形の渦巻文

やや密

径1剛以¬のチャート・

節 ,瓢を蜘

良 1訥難

浅黄色

計沢J不能 古瀬戸中期?

古 瀬 戸

卸  皿

C区 `K西トレ

Ⅱ 層

灰釉 密

径1剛以下のチャー

ト・長石を少糧含む

良 灰黄色

財リー地

日径=1/12 古瀬戸後I～Ⅱ期

古 瀬 戸

平  碗

C区 'K西 トレ

Ⅱ 層

う〔キ由 密

径1嗣以下のチャート'

節 ・瓢 を蜘

良 1帥舶

オリーブ灰色

日径=1/12

郷

古瀬戸後Ⅱ～Ⅱ期
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第 19表 遺物観察表(9)
図

号

挿

番
器  種 酌］

法   爵 nll
整 形 ・ 調 整

ム
ロ 土 焼 成 色 調 残 存 率 備 考

口径 底径 器 高

172

古 瀬 戸

折縁深皿

C区 ,K‖ [ト レ

Ⅱ 層

ラ〔来由 韓 密

径lm以下のチャー

ト・長石を少魏

韓 良 1訥 縦ヽ

灰白色

計測不能 古瀬戸後Ⅱ期

連房式登窯

端反 碗

C区 `K西 トレ

Ⅱ 層

う〔釆由 密

径1剛以下のチャー

ト・長石を少魏

良 灰黄色

オ)―ブ灰色

計測不能

山 茶 碗

碗

C区 'K西 トレ

Ⅱ 層

底吉レト面糸切り、

板目状圧痕、内面

掏王痕

密

径1剛以市のチャート・

断・勅初勁

斡 良 淡黄色 底径三11/12 第 9型吠

山 茶 碗

/1ヽ   皿

C区 'K西 トレ

Ⅱ 層

底都外面下方に突

出、糸切り、板目状

圧痕、内面指圧痕

密

径1剛以¬のチャート・

賄 ,馴抄魏

螢 良 灰白色 日径

底径

5～ 6型式

内面降灰

176

山 茶 碗

ノJ｀    Ill

C区 .K西 トレ

Ⅱ 層
82

底吉レト面糸切り 密

径1画以¬のチャート・

長石'黒斑鵜 む

良 灰黄色 8～ 9型式

177

山 茶 碗

/1ヽ   皿

C区・K西トレ

Ⅱ 層

底部外面糸切り、

腰部内面及び底部

内面浅くくばむ

密 良 灰白色 8～ 9型式

山 茶 碗

/1ヽ   皿

C区 .K西 トレ

Ⅱ 層

底部外面糸切り、

板目状圧痕、内面

キ割王痕

密

径1皿以下のチャート・

長百・需延ヱ妙勁

良 褐灰色 日径=3/12

底宅112/12

7型式

179

瓦質土器

奈良火鉢

C区 'KI`ト レ

Ⅱ 層

凸帯内に雷文の

捺印

密

径1血以下のチャート・

節 ,獄初勤

やや軟 黒 色 計測不能 浅鉢V類

14世紀後半
～15世紀前半

連房式登窯

括  鉢

C区 `K西 トレ

Ⅱ 層

錆釉、橋目8-9
条を単位

やや密

径l alll以 下のチャー

ト・長石・巧建擁�

やや良 橙 色

1訥舶

言十瀕Jヨト含ヒ 常滑産 ?

江戸期 ?

181

連房式登窯

丸  碗

C区 'Dlト レ

Ⅱ 層

α火来由 やや密

径lШ以下のチャー

ト・蔀 。勘 納

良 灰黄色

暗掲色

口径=1/12 17世紀前半
182と 同一個体?

連房式登窯

丸  碗

C区 'Dlト レ

Ⅱ 層

鉄釉、削り出し輪

高台

韓 密

径l Eul以 下のチャー

ト・長石・鼻魂裕 む

良 灰黄色

H著ラ 【種矛色

離准三6/12 17世紀前半
181と 同一個体?

連房式登窯

天目茶碗

C区 'Dlト レ

Ⅱ 層

122

α失罪由 韓 密

径1回以下のチャート・

長石。鼎販2嘘塔�

誉 良 灰黄色

黒 色

日径三1/12

郷

第I段階第2月朔

大  窯

丸  皿

C区 'E2ド レ

Ⅱ 層

ラ更禾由 密

径1剛以下のチャー

ト・長石を少魏

良 浅絶

浅絶

日径=1/12 大窯第3段階

185

大窯 ?

鉢?

C区 'E2ト レ

Ⅱ 層

156

鰤 やや密

径l oll以 下のチャー

ト・筋 ・翻 約

良 1諭Ⅲ馳

黒褐色

口径=2/12

古 瀬 戸

括  鉢

C区 .E2ト レ

Ⅱ 層

帥 密

径1剛以¬のチャート・長

石.石英.黒敗抄雪約

良 灰黄褐色

緻紬

計測不能 詢 勝 鞍 Ⅳ期

古 瀬 戸

橋  鉢

C区 'Fト レ

Ⅱ 層

帥 螢 密

径l om以下のチャー

ト・蔀 ・椰ミ夢王約

韓 良 黄随

黒褐色

言椒 J不能 古瀬戸後Ⅳ期

連房式登窯

丸  碗

C区 'Fト レ

Ⅱ 層

123
ラ(平由 密

径1皿以下のチャート・

蔀・勘初勁

良 灰白色

オリーブ褐色

日径=4/12

語辟12/12

尾呂茶碗

第2段階第5小期

連房式登窯

天目茶碗

C区 'Fト レ

Ⅱ 層

2夫*由 やや密

径1剛以市のチャート'

廟・翻初勤

良 灰 色

黒褐色

日径三1/12 第I段階第3打嘲

～第4打瑚

連房式登窯

折 縁 皿

C区 'Fト レ

Ⅱ 層

124
黄瀬戸釉、貼り付

け高台

螢 密

径l lul以 下のチャー

ト・長石・翻 梃拗

良 淡黄色

濃苦Ⅲ

日lX■ 三4/12

維 4/12

17世紀前半

連房式登窯

橋  鉢

C区 `E2ト レ

Ⅱ 層

錆釉、播目14多染

を単位

曽 密

径l mm以下のチャー

ト長

「

新 約

斡 良 浅黄色

暗褐色

底径三6/12
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第 20表 遺物観察表 (10)
挿図

番号
器  種

出土遺橋

帽 ω

法 凱化ml
整 形・ 調 整

ム
ロ 士 焼 成 色 調 残 存 率 備 考

口径 底径 器高

古 瀬 戸

瓶  子

C区 .C2ト レ

Ⅱ 層

Ⅲ類、灰釉 密

径1嗣以下のチャート・長

石̀石英,軌砂魏

良 褐灰色

オリー舶

底径三1/12 古瀬戸後期

二次被熱

193

山 茶 碗

碗

C区 'CIト レ

Ⅱ 層

134

密

径1画以下のチャート・

長石'黒斑燭 む

良 灰白色 日径=1/12 9～ 10ヨ」5式

194

連房式登窯

端 反 皿

C区 'Clト レ

Ⅱ 層

128
灰釉 韓 密

径1剛以¬のチャート・

廟 .瓢初勁

韓 良 淡黄色

浅黄色

日猛=1/12 第1段階第2月湖

～第3月瑚

195

古瀬 戸

縁釉小皿

C区 'Clト レ

Ⅱ 層

120

易て釆由 斡 密

径l nII以下のチャー

ト・長百・写魂裕 む

良 1魏舶

灰白色

日径=1/12 古瀬戸後Ⅲ～Ⅳ期

196

大  窯

丸  皿

CttI C lト レ

Ⅱ 層

灰釆由、貝占リイ寸け高

台、底部内面に菊

花の印花文

やや密

径l II以下のチャー

ト員●勘 給 む

韓 良 1訥Ⅲ絶

オリー駆

底径三グ12 大窯第2段階

197

青  磁

碗

C区 'Clト レ

Ⅱ 層

端反碗、内外面無

文

密 良 灰 色

オリーブ灰色

日径=1/12

郷

D類

198

灰釉陶器

皿

C区 .T P10

Ⅱ 層

底部外面回転ヘ

ラ削り、内外面回

転ナデ

密

径1嗣以下のチャート,

長石・釉をケ邊釣

韓 良 灰白色 日径=12/12

朧=12/12

H72～百代寺窯式期

199

うて平由V司号母

輪 花 皿

C区 'T P10

Ⅱ 層

内外面回転ナデ 密

径1戯、下のチャート・

長石.凱初豊拍

良 灰白色

浅黄色

日径=3/12 百代寺窯式潮

200
中世陶器

甕

C区 'TP10

Ⅱ 層

密

径1硼以下のチャー

ト・長石を少量含む

慧 良 lm、地

褐 色

計測不能 大窯期 ?

201

灰釉陶器

碗

C 区

表 採

底部外面糸切り、

内面回転ナデ

密

径5剛以下のチャー

ト・長石・翻 荘治

良 黄灰色 底径=2/12 053～ H72号窯式期

202
古瀬 戸

平  碗

B 区

表 採

182

灰釉 密

径1剛以¬のチヤート・

蔀 '軌初E飴

良 に莉雑

オヅー施

口径=1/12 古瀬戸後Ⅲ期

203
古 瀬 戸

平  碗

B 区

表 採

灰素由、肖叫り出し輪

高台

密

径1硼以下のチャート・

廟・瓢初勁

やや良 1訥 絶ヽ

オリー洸

広径三5/12 古瀬戸後Ⅲ期?

204
古 瀬 戸

仏 華 瓶

C区・TP14

Ⅱ 層

尊式華瓶、灰釉

底部外面糸切り

密

径1剛以下のチャート・長

石'石英.新惨く含む

良 灰黄色

オリー加

底径=5/12 古瀬戸後期

205
山 茶 碗

碗

C 区

表 採

底吉FJ/1・面糸切り、

内面ロクロロ顕

著に残る

密 良 灰 色 日径=2/12

底径三6/12

■型式(生田)

206
山 茶 碗

火告耕

D 区

表 採

144

密

径l oll以下のチャー

ト・√詩7子・岬髯夢豆塔rそ」t,

良 黄灰色 口を三1/12

207
連房式登窯

志野ulll

K 区

表 採

長石釉 韓 密

径lm以下のチャート・

摂石'瓢をケ埋釦

やや良 1訥舶

舶

口盗=2/12

ほ任二4/12

第二段隧第2河瑚

～第3月渕

208
青  磁

碗

A 区

表 採

内外面無文、直口

碗

密 良 灰白色

オリー施

日経三1/12

川

E類

209
青  磁

皿

A 区

表 採

無高台、底部外面及び

隣 1殊面露胎、底部内

面|ヨ御影りによる文様

密 良 灰白色

灰オリーブ色

底牲三3/12

210
山茶碗 ?

鉢

C区 .TP 4

H層

外面ヨコナデ、内

面使用により摩

滅

やや疎

径5硼以下のチャート・

手詩π子'科惨 くイ】tr

営 良 灰 色 底そこ2/12 珠洲窯産?

213
青  磁

碗

E 区

表 採

外面線彫りによ

る蓮弁文

密 良 灰白色

オ)―ブ灰色

計測不能 Bl類
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挿図

番号
器  種

出齢

循 ω

法 藪 ml
整 形・ 調 整

ム
ロ 土 焼 成 色 調 残 存 率 備 考

口径 底径 器高

青 磁

碗

E 区

表 採

15,4

内外面無文、端反

碗

密 良 灰白色

オ,―駆

日径=2/12 D類

古 瀬 戸

折縁深皿?

E 区

表 採

灰釉、粘土塊による

脚、外面回転
^ラ
削

り、内面回転ナデ

密

径1皿以下のチャート・

節 ,馴抄雛 む

良 1帥Ⅲ馳

オ)ウ殖

底径=5/12

中世陶器

養

E 区

表 採

密

径l II以下のチャー

ト・節 ・弄ミ夢廷納

良 灰 色 計測不能 大窯期 ?

217

古 瀬 戸

縁釉/1ヽ皿

E 区

表 採

鋳 由 やや密

径1皿以下のチャート'長

石.石英・黒殉陸少還合む

螢 良 灰 色

極暗褐色

口径=1/12 古瀬戸後Ⅳ期

大  窯

端 反 皿

E 区

表 採

灰釉、貝占り4'I)高 やや密

径1皿以下のチャート・

節・触初勁

韓 良 灰白色

灰白色

口径=1/12

底径=3/12

大窯第1～第2段階

窯
　
　
皿

大
　
　
丸

E 区

表 採

灰釆由・貝占リイ寸け高

台、底部内面に菊

花の印花文

密

径1皿以下のチャート・

節 ,瓢を)動

螢 良 灰白色

オ)―施

底径=8/12 大窯第 2段階

220

古 瀬 戸

筒型容器

F 区

表 採

129

灰釉 やや密

径l lun以下のチャー

ト・長石・票班約

良 灰白色

浅黄色

1 古瀬戸後期

221

古 瀬 戸

卸  皿

F 区

表 採

灰釉、片口 密

径l Hun以下のチャー

ト・長石・冥班約

良 にか醜

オリー舶

言十瀕1ラ下含ヒ 古瀬戸後Ⅱ～Ⅲ期

222

山 茶 碗

鉢

F 区

表 採

口縁部玉縁状に

肥厚、内面に沈線

やや密

径3剛以下のチャート・

節・破 '触約

韓 良 黄灰色 言椒」不能

223

山 茶 碗

碗

F 区

表 採

11,7

底部内面浅くく

tSむ

密

径1剛以下のチャート・

蕗・瓢初勁

良 灰黄色 日径三1/12

広径=1/12

10型式

224

連房式登窯

天目茶碗

F 区

表 採

122

帥 斡 密

径1画以下のチャート・

廊 '軌初勁

良 明褐灰色

黒 色

日径=3/12 第I段階第2小期

226

山茶碗 ?

長 頸 瓶

」 区

表 採

「漆接ぎ」により

補修

やや疎

径3 4Ml以下のチャー

ト・蔀・穣 迩:`Jとr

韓 良 1謝舶 計測不能 227と 同一個体?

227

山茶碗?

長 頸 瓶

」 区

表 採

やや疎

径3 1ul以下のチャー

ト・節 ・穣 塗́

`」

と,

螢 良 1帥舶 計測不能 226と 同一個体?

228

山 茶 碗

/1ヽ   皿

」   優こ

表 採

底吉レト面糸切り、

内面指圧痕

密

径1剛以下のチャート'

長石・;勁陸〕埋唸む

良 灰白色 口径=2/12

底径=1/12

8-9臥

229

古 瀬 戸

底卸目皿

B区 'A3ト レ

Ⅱ 層

う更孫由、 密

径1囲以下のチャート・

節・釉初勁

良 灰白色

オリー加

底径=6/12

古 瀬 戸

平  碗

B区 'Alト レ

Ⅱ 層

ラ更キ由 密

径1剛以下のチャー

ト・長石を少魏

良 1謝舶

オ,巧撃色

日径=2/12 古瀬戸後Ⅲ期

古瀬 戸

り鯵緋皿

B区 'Alト レ

Ⅱ 層

24.8

う更釆由 密

径1闘以市のチャート・

薄 '瓢初勁

良 黄灰色

オ)―加

口径=1/12 古瀬戸後Ⅱ～Ⅲ期

232

山 茶 碗

碗

B区 .Bト レ

Ⅱ 層

12.8

密

径1回以下のチャート・

蔀・触初動

良 淡黄色 日径=1/12 9～10西 J5式

233

山茶 碗

碗

B区 'Bト レ

Ⅱ 層

11.0

密

径1囲以下のチャート・

長石・写醐腱〕糧唸む

良 黄灰色 日径=1/12

郷

9～10雹 J5式

山 茶 碗

碗

B区 .Alトレ

Ⅱ 層

底吉防卜面糸切り、

内面浅くくばみ、

指圧痕残る

やや密

径1硼以下のチャート'

節 '軌砂魏

良 灰白色 底径=5/12 9～ 10型式

第 21表 遺物観察表 (11)
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第 22表 遺物観察表 (12)

挿図

番号
器  種

出土遺構

帽 ω

法 昌elnl
整 形 ・調 整

ム
ロ 土 焼 成 色 調 残 存 率 備 考

口径 底径 器高

235

山 茶 碗

碗

B区 `Alトレ

Ⅱ 層

内面ロクロロが

顕著に残る

やや密

径1剛以下のチャート・

財・瓢初魏

やや軟 灰白色 日径=2/12 ■型式(脇之島)

古頼 戸

天目茶碗

BttI Bトレ

Ⅱ 層

α失来由 幹 密

径1囲以下のチャー

ト・長石を少論 む

やや良 褐 色

黒 色

日径=1/12 古瀬戸後Ⅱ期

237

古 瀬 戸

天目茶碗

B区 'Bト レ

I層

2々平由 密

径1剛以下のチャート・

長石・黒斑抄遅含む

良 1謝Ⅲ馳

黒 色

口径=1/12

奸

古瀬戸後Ⅱ期

大  窯

天目茶碗

B区 'Alトレ

I層
132

勢 山 密

径1戯、下のチャート・

長石'石英を蜘

良 灰黄色

暗褐色

口径=1/12

奸

大窯第 2段階

古 瀬 戸

平  碗

B区 'A3トレ

Ⅱ 層

灰釉 やや疎

径 l Dul以下のチャ

ート・長石を釣

幹 良 1帥Ⅲ舶

灰白色

底径=2/12

白 磁

碗

B区 .Bトレ

Ⅱ 層

無文、体部内面上

部に浅い沈ヤ泉

密 良 灰白色

灰白色

日径三1/12 WI菱買、12刊土糸己?

古 瀬 戸

卸   皿

A 区

表 採

灰釉 やや密

径l tld以下のチャー

ト・長拓・瓢 を釣

良 1酬Ⅲ馳

灰白色

日盗三1/12 古瀬戸後Ⅱ～Ⅲ期

二次被熱

242

古瀬 戸

碗 型 鉢

A 区

表 採

灰釉 やや密

径l oln以下のチャー

ト・ず竜雰写・月肇瘍王落とそI屯♪

やや良 淡黄色

浅黄色

計測不能 古瀬戸後Ⅱ期

古 瀬 戸

水  注

K 区

表 採

注口部、外面8角

形に面取り、灰

来由

斡 密

径1剛以下のチャー

ト・長石を少糧令む

良 黄褐色

明オ,■施

計測不能

古 瀬 戸

蓋

A 区

表 採

上径

2.8

稔
　
　
郷

調享

11

台部外面糸切り、

天丼部灰釉

やや密

径1 4ul以下のチャー

ト・節 ・助 約

良 1帥Ⅲ絶

灰オリーブ色

古 瀬 戸

つ彬謬皿

K 区

表 採

ラ更孫白 密

径1剛以下のチャート'

節 ,軌抄魏

良 浅黄色

オリ巧蝶也

日径=1/12 古瀬戸後Ⅱ期

山茶 碗

碗

I区

表 採

密

径lω、下のチャート・

漸 '瓢抄魏

良 灰白色 日経=2/12 7～ 8型式

山 茶 碗

碗

K 区

表 採

底都外面糸切り、

板目状圧痕、内面

指圧痕

やや密

径1嗣以下のチャート・長

石'石英,黒斑蜘

良 灰白色 底径=1〃 12 6型式

248

山茶 碗

碗

D 区

表 採

120

底部外面糸切り、

内面浅くくばむ

密

径lm以下のチャー

ト・長石を少量含む

良 掲灰色 日径=2/12

底径=6/12

10型式

古 瀬 戸

平  碗

K 区

表 採

12.4

万〔罪由 やや密

径l戯、下のチャート・長

石'石英・財陸)堪菱融

良 灰黄色

浅黄色

日lAi三 1/12 古瀬戸後Ⅱ～Ⅲ期

連房式登窯

折 縁 皿

C 区

表 採

柿釉 底部内面
翻台?

やや疎

径l nd以下のチャー

ト・長石'石英裕 む

斡 良 1訥Ⅲ舶

褐 色

口径=1/12 17世紀前半?

251

連房式登窯

信  鉢

D 区

表 採

錦 由 密

径 l nul以下のチャ

ート・長石を含む

韓 良 1訥舶

緻紬

計測不能 17世紀中頃

252

土 師 器

土師器皿

A 区

表 採

密

径lC、下のチャー

ト・長石を少量含む

韓 良 1訥 絶ヽ 計測不能 内外面煤状の

付着物、灯明

皿 ?

古 瀬 戸

綿 下明

A 区

表 採

灰釉、貼花による

同心円の装飾

密

径1硼以涌リチャート'長

石'石英・瓢〕勁

良 1訥舶

オリー駆

計測不能 広口壷か ?

瓦質土器

奈良火鉢

A 区

表 採

凸帯内に花菱文

の捺印

やや疎

径l Dul以下のチマ

ート・長石を含む

斡 良 暗灰色 計測不能 浅鉢V類

14世紀後半

～15世紀前半
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第 23表 遺物観察表 (13)
挿図

番号
器  種

出土遺構

帽 ω

法 昌絶ml
整 形 。調 整

ム
Ｈ 土 焼 成 色 調 残 存 率 備 考

口径 離 器高

珠洲窯製品

片 口鉢

K 区

表 採

水平口縁lb 9翔

悟目10～ 11条を

基

やや疎

径3Ш以¬のチャート,

長石'穣を多く含む

韓 良 灰 色 計測不能 14世紀後半

256

古 瀬 戸

,磁謬凱

E区 'A2トレ

Ⅱ 層

卿 由 韓 密

径1剛以下のチャート

蒲 '瓢初魏

良 淡黄色

オリーブ灰色

計測不能 古瀬戸後Ⅱ～Ⅲ期

山 茶 碗

碗

E区 .A3トレ

Ⅱ 層

底吉防卜面糸切り、

内面浅くくばむ

密

径1剛以¬のチャート・

長百・黒躯をウ握台む

良 灰白色 底径=4/12 10型式

山 茶 碗

碗

E区 ,Alドレ

Ⅱ 層

密

径1闘以下のチャート・

節 ,釉初魏

良 灰黄色 口径=1/12 9-10型式

山茶 碗

小  皿

E区 .A3トレ

Ⅱ 層

密

径lm以市のチャート・

長石,黒斑を少量含む

良 灰白色 日lAi=1/12 7型式

260

山 茶 碗

/1ヽ    皿

E区 'A5ト レ

Ⅱ 層

底部外面糸切 り 密

径lm以下のチャー

ト・長石を少量含む

良 灰白色 日径=1/12

喧径=1/12

9～10型式

瓦質土器

奈良火鉢

E区 .TPl

I層

密

径l alr以下のチャー

ト・長石'石英を含む

やや軟 灰白色 計測不能 浅鉢V類
14世紀そ変半

～15世紀前半

262

土 師 器

土師器皿

EttI B2トレ

Ⅱ 層

内面及び体部外

面ナデ、底部中央

がわず力ヽ こ突出

やや密 韓 良 |ぶf賞髄 日径=12/12

底宿112/12

京都系、

内外面煤状の

付着物、灯吻皿

263

古 瀬 戸

瓶  子

K 区
(古瀬戸集中区)

表 採

灰釉、Ⅱ類、日頚部

に蓮弁状の文様、胴

音Ⅲこ唐申伏の文様

密

径1回以下のチャート・

蔀 .翻抄勤

良 灰白色

購 )―地

日径=4/12 古瀬戸中I～Ⅱ期

二次被熱?

264と 同一個体?

古 瀬 戸

瓶  子

K 区
(古瀬戸集中区)

表 採

卿 由、 Ⅱ奏頁、月同吉[
に唐章伏の文様

密

径1剛以下のチャート,

蔀 '勁籾魏

良 灰白色

オリーブ黒

計測不能 古瀬戸中期

二次被熱?

263と 同一個体?

265

古 瀬 戸

瓶  子

K 区
(古瀬戸集中区)

表 採

灰釉、胴部に竹管

状の工具による

平行移研鷲と円文

密

径1剛以下のチャー

ト・長石を少量含む

良 灰白色

灰白色

計測不能 古瀬戸中期

古 瀬 戸

有 耳 壷

K 区
(古瀬戸集中区)

表 採

灰釉 密

径1剛以下のチャー

ト'長石を少量含む

良 灰白色

麟 )―地

日径三3/12 古瀬戸中Ⅲ期

古瀬 戸

有 耳壷

K 区
(古瀬戸集中回

表 採

灰釉、耳部に小突

線4条
密

径1剛以下のチャー

ト・長石を少糧ねむ

良 灰白色

財 )―ブ色

言椒 J不能 古瀬戸中期?

268

古 瀬 戸

有 耳 壷

K 区
(古瀬戸集中区)

表 採

灰釉 密

径1剛以下のチャー

ト・長石を少量含む

良 灰白色

オ,―駆

底径=3/12 古瀬戸中期 ?

269

古 瀬 戸

つ聴線凱

K 区
(古瀬戸集中区)

表 採

うて釆由 密

径lm以下のチャー

ト・長石を少量含む

良 灰白色

浅黄色

計測不能 古瀬戸中Ⅳ期?

大  窯

天目茶碗

C 区

表 採

α失*由 やや密

径1画以下のチャート・

廟 ,勘初勁

良 浅黄色

黒褐色

日経=1/12 大窯第 3段階?

山 茶 碗

小  皿

F 区

表 採

底部外面糸切り 密

径1鍼、下のチャート・

蔀・勘抄魏

良 灰白色 日経=3/12

底径=3/12

9～10型式

連房式登窯

香  炉

G 区

表 採

筒型、灰釉 やや密

径lnn以下のチャー

ト節 ・秋 約

良 1訥舶

オリー肥

計測不能 17世紀前半

～中頃

273

連房式登窯

器種不明

K 区

表 採

内面鉄釉、外面無

罪由、

密

径1剛以下のチャー

ト・長石を少量含む

良 1動Ⅲ絶

オリーブ色

日径=4/12 外面媒状の付

着物、鍋に類す

る綿 か

殊洲窯製品

片 口鉢

C 区

表 採

口縁形態 d4類、

橋目10～■条を

基

やや疎

径3剛以下のチャート・

長石'石英を多く含む

曽 良 灰 色 言椒」不能 15世紀前半
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第 24表 遺物観察表 (14)

挿図

番号
器  種

出土遺構

帽 ω

法 量lclnl
整形 ・調 整

ム
ロ 土 焼 成 色 調 残 存 率 備 考

口径 底径 器高

275

中世陶器

甕

E 区

表 採

無釉、底部外面糸

切り

やや密

径1剛以下のチャート'長

石.石英'翻影 く含む

誉 良 黄灰色 口径=3/12 大窯期?

276

山 茶 碗

碗

石造物集積地

(Ⅱ層)

底部外面糸切り、

内面浅くくばむ

やや密

径1剛以下のチャー

ト・長石・黒斑を含む

誉 良 灰黄色 日径三4/12

底径=6/12

10型式

古 瀬 戸

四 耳 壷

石造物集lR‐地

(Ⅱ層)

276
灰釉、底部穿孔 やや密

径1 4ul以下のチャ

ート・長石を含む

良 灰 色

オ)―駆

日径=12/12

n維12/12

古瀬戸後Ⅱ期

278

古 瀬 戸

瓶  子

分譲地1牒集中区

表 採

Ⅱ類?灰和、棒状

工具による蕨手状

と綿雲状の文様

密

径l ldI以下のチャー

ト節 ・瓢 約

良 灰白色

灰オリー地

計測不能 古瀬戸中Ⅲ～Ⅳ翔?

古 瀬 戸

有 耳 壷

分譲地'鴨集中区

表 採

灰釉 やや密

径lm以下のチャー

ト・長石を少魏

良 浅黄色

浅黄色

日絶=1/12 古瀬戸中皿期

280と 同一個体?

古 瀬 戸

有 耳 壷

分譲地礫集中区

表 採

灰釉、頸部下方に

平行沈線

やや密

径1剛以下のチャー

ト,長石を少量含む

良 浅黄色

オリー灘

計測不能 古瀬戸中期

279と 同一個体?

山茶碗?

有 耳 壷

分譲地.礫集中区

表 採

無釉、底部内面に

窯殻付着

密

径lnl以下のチャー

ト節 '馴約

良 褐灰色 口径=5/12

底径=6/12

美濃須衛窯産?

第 25表 金属器 (鉄釘)観察表

挿図

番号
絶 出土遺構 層 位

法 昌修a
頭の形状 残存率 備 考

長 さ 幅 )享 さ

角釘 伝本 堂跡 Ⅱ 層 T型 イよほリコ杉

角釘 伝本堂跡 Ⅱ 層 L型 イよに陛売テ移

角釘 本堂西建物 Ⅱ 層 0,3 L型 ほtよ桝ジ移 赤色の顔料付着

角釘 伝本堂跡 Ⅱ 層 L型 イよイゴ秀ジ彰

角釘 伝本堂跡 Ⅱ 層 123 T型 イまイゴ秀ジ移 赤色の顔料付着

角釘 伝本堂跡 Ⅱ 層 12.5 T型 イよイゴ雰ジ移

角釘 伝本堂跡 Ⅱ 層 L型 イよに盛売テ移

第 26表 銭貨観察表

挿図

番号
銭 貨 名 出土遺構 層 位

法
初用 式 備 考

径 eml 孔径 Cml 厚さlclnl

祥符元賓 伝本堂跡 Ⅱ層 240× 230 060× 0,60 012 1007年

130 寛永通費 C 区 隷 240× 240 055× 052 016 1636年 古寛永

寛永通費 C 区 恕 (1301× し30) ― ×(0501 014 1636年 古寛永、残存率約 2/5
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第 27表 石造物物観察表

翻
謡

石 造 物 部   位
法 量 (cml

残 存 率 石 材 石 塔 番 号 備 考

高 さ 幅

282 宝 筐 印 塔 木目  輪 (22.0) (108) 2/3 安 山 岩 系? 石 塔‐ 10

283 宝 筐 印 塔 トロ  噺令 (113) (92) 1/3 安 山 岩 系? 石 砦 9

284 宝 筐 印 塔 笠 31 7 ほに時売テ移 安 山 岩 系? 表   採 表採地点は第56図参照

宝 筐 印 塔 笠 (336) 4/5 安 山 岩 系? 石 )春-10

286 宝 筐 印 塔 笠 4/5 安 山 岩 系? 石 を 9

宝 筐 印 塔 笠 16.3 (20.2) I:〕itず折ジ移 安 山 岩 系? 石 砦 7

宝 筐 印 塔 笠 イよイずテづ杉 安 山 岩 系? 石 舛 3

宝 筐 印 塔 塔 身 158 3/4 安 山 岩 系? 石 砦 6 四面梵字あり

宝 筐 印 塔 塔 身 イよイま坊ヲ杉 安 山 岩 系? 石 整詩 7 四面梵宇あり

宝 筐 印 塔 塔 身 134 薪 安 山 岩 系? 石 砦 3

宝 筐 印 塔 塔 身 |:〕iばテη彰 安 山 岩 系? 石 寿 4

宝 筐 印 塔 基 礎 2/3 安 山 岩 系? 石 砦 4

宝 筐 印 塔 基 礎 (14.1) (286) 1/3 安 山 岩 系? 石 砦 9

295 宝 筐 印 塔 基 礎 (81) (279) 1/5 安 山 岩 系? 石 砦 9

宝 筐 印 塔 基 礎 21 1 イよig渉ヨ彰 安 山 岩 系? 石 砦 7

297 宝 筐 印塔 基 礎 2/3 安 山 岩 系? 石 砦 5

宝 筐 印塔 基 礎 (161) 3/4 安 山 岩 系? 石 を 6

299 宝 筐 印 塔 基 礎 ほIゴテづ杉 安 山 岩 系? 石 痔 1

300 宝 筐 印塔 基 礎 一部欠損 安 山 岩 系? 石 搾汁 3

五 輪 塔 火 輪 4/5 安 山 岩 系? 石 砦 6

302 五 輪 塔 火 輪 (232) 2/3 安 山 岩 系? 石 砦 8

王 輪 塔 火 輪 ィまィゴ薪 安 山 岩 系? 石 砦 1

五 輪 塔 火 輪 新 安 山 岩 系? 石 砦 5

五 輪 塔 火 輪 薪 安 山 岩 系? 石 砦 2

五 輪 塔 火 輪 97 173 ほに彫売テ移 安 山岩 系? 石 砦 4

五 輪 塔 水 輪 111 薪 花 南 岩 石 舛 2

308 五 輪 塔 水 輪 21 2 効 花 筒 岩 石 砦 9

309 五 輪 塔 水 輪 新 安 山 岩 系? 石 砦 1

五 輪 塔 地 輪 イよt勒 花 南 岩 石 舛 6

工 輪 塔 地 輪 25,3 薪 安 山 岩 系? 石 砦 2

五 輪 塔 地 輪 21 3 薪 安 山 岩 系? 石 塔-2

石 造 物 基 壇 1) (370) 1/3 安 山 岩 系? 石 塔■ 10

石 造 物 基 壇 新 花 南 岩 石 砦 3
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鳳慈尾山大威徳寺関係史料リスト

番

号 史 料 名 記録者など 時 代 西暦 備 考

1 万福寺蔵阿弥陀経後書
大威徳寺住侶

良玄
天正 7年 1579 現存せず。『飛州志』が引用

2 濃州長瀧寺阿名院所在経文末書 慶俊 天正15年 1587
現存せず。『飛州志』。『竹原

鳳慈尾山大威徳寺略記』が引用

3
和川白山神社蔵大般若波羅蜜多経

箱墨書銘
多聞慶俊 慶長18年 1613 『飛騨下呂』史料Ⅱ・ 124

′
１
■ 竹原郷田畑高帳 (写 )

宮地村・次郎

八
寛文 9年 1669 『飛騨下呂』史料 I・ 8

大威徳寺竹原郷旧地除地仰付一件

証文之事
宗猷寺 元禄 6年 1693 『飛騨下呂』史料Ⅱ・89

大威徳寺竹原郷旧地除地仰付一件

乍恐奉願口上書
宗猷寺・贅渾 元禄 7年 1694

『飛騨下呂』史料Ⅱ・89

大威徳寺の由来書きあり

7
大威徳寺竹原郷旧地除地仰付一件

飛州御検地御奉行所

御厩野村肝煎

他
元禄 8年 1695 『飛騨下呂』史料Ⅱ・ 89

大威徳寺竹原郷旧地除地仰付一件

宗猷寺領所御竿請帳写
野尻村組頭他 元禄 8年 『飛騨下呂』史料Ⅱ・89

9
大威徳寺竹原郷旧地除地仰付一件

仕上証文之事
宗猷寺 元禄 12年 1699 『飛騨下呂』史料Ⅱ・89

大威徳寺旧地荒所打遍願・同請証文

春願日上書
宗猷寺 享保 4年 1719 『飛騨下呂』史料Ⅱ・90

大威徳寺旧地荒所打起願・同請証文

差上申証文之事
宗猷寺 享保 4年 1719 『飛騨下呂』史料Ⅱ。90

飛州志 長谷川忠崇 延享 2年 1745 文政12年 (1829)に 校訂・浄書
飛騨国中案内 上村満義 延享 3年 1746

加
■ 竹原鳳慈尾山大威徳寺略記 宗猷寺 。北州 文化年間

19世

紀初

『飛騨下呂』史料Ⅱ・88

北州和尚 (?～ 18H)
大威徳寺旧地にて小庵取立願 宗猷寺 文政 9年 1826 『飛騨下呂』史料Ⅱ・91
大威徳寺ほか宗猷寺末書上 宗猷寺 安政 3年 1856 『飛騨下呂』史料Ⅱ・92

宗猷寺末寺書上 宗猷寺 安政 3年 1856
『高山市史』下巻 末寺の中に
「竹原郷野尻村大威徳寺」あり

大威徳寺跡宗猷寺抱山林反別其外

書上帳
宗猷寺 明治 4年 『飛騨下呂』史料Ⅱ・93

大威徳寺旧地従前通り宗猷寺所持

仰付願
宗猷寺 明治 4年 『飛騨下呂』史料Ⅱ。94

宗猷寺所持大威徳寺旧地譲渡一件

覚

野尻村今井柳

蔵他
明治 4年 『飛騨下呂』史料Ⅱ・95

宗猷寺所持大威徳寺旧地譲渡一件

御田地譲渡証文之事
宗猷寺他 明治 4年 『飛騨下呂』史料Ⅱ。95

斐田後風土記 富田礼彦 明治 6年 1873

(2006年 5月 10日作成)
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一
、
万
福
キ
蔵
阿
弥
陀
経
後
書

《
天
正
七
年
》

南
胎
都
州
飛
騨
園
竹
原
傍
至
尾
山
大
威
徳
寺
住
侶
良
立
現
世

安
構
後
生
善
所
出
離
生
死
證
大
書
提
無
疑
子
時
天
正
七
年
己

卵
四
月
日
費
光
坊
良
立
触
解
寺″
一一碩
ス立
炒
駄
馘
綸
二藤
鞘
″

『
飛
州
志
』

二
、
濃
州
長
瀧
寺
阿
名
院
所
在
経
文
末
書

　
　
《
天
正
一
五
年
》

本
堂
丈
間
五
間
四
方
地
粛
堂
大
巣
生
講
堂
鋲

守
奔
殿
鐘
棲
堂
三
章
塔
二
玉
堂
坊
数
十
二
坊
東
功
多
聞
坊
南

坊
竹
林
坊
西
坊
摯
林
坊
吉
群
坊
北
坊
賓
光
坊
池
坊
浦
月
坊
薦

成
寺
○
本
奪

ハ
大
威
徳
川
王
塔

ハ
大
Ｈ
如
茶
鎮
守

ハ
伊
豆
笛

根
熊
野
臼
曲
四
所
也
寺
領
門
前
和
泉
橋
フ
境
北

″．
加
賀
ナ
シ

谷
通
ノ
尾
フ
境
東

ハ
ク
ラ
カ
メ
角
山
ノ
尾
無
墓
西

ハ
野
尻
山

境
盤
膀
ノ，ン
近ェ
潮
裁
琳
瑚
珂
枷
略
蘇
か
守
譲
不
人
也
乗
政
之
ぬ
寺
領
之

＝

一
町

一
反

聰
蒋
政，レ本す二
玲
用
上
隠
之
内
ホ
キ
グ
チ
二
十
貫

，レ接
奪

瑚
瑯杜畑
刈
婢
柳
帥
郡ツ
野瓶
二村砂弟
洋仲
刑澱斌
り‐、跡
津
大
ゴ
タ
ノ
エ

十
貫

球
ガ
太，ン
注
瑚
瑯
勅
報
村

ヲ

ゴ
ウ

エ
大

般

若

田

二
反

鞘
堰
″
同二
税

琳
，ン，‐‐
痢

天
正
十
五
年
丁
亥
林
鐘
下
旬
慶
綻
記
之
切

『
飛
州
志
』

三
、
和
川
白
山
神
社
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
箱
塁
書
銘

《慶
長

一
八
年
》

（箱
蓋
表
書
）
飛
州
和
川

大
般
若
経
　
陸
百
巻

白
山
御
宝
前

（同
蓋
裏
書
）

先
箱
蓋
古
成
此
間
書
附
落
候
て
如
斯
候
以
上

作
　
　
　
　
　
　
　
　
申
割
損
メ
フ
再
興

申
也
作
者
巧
与
三
郎
令
寄
進
申
候

旦
輸
畔
正
村
人
祈
薦
坊
主
多
聞
慶
俊
本
願
也

慶
長
十
八
撃
正
月
吉
日

白
山
御
宝
前
　
奉
施
入
所
也

○

（別
箱
蓋
裏
書
）

此
蓋
損
候
二
附
持
直
ツ
申
候

寛
政
七
棚
八
月
吉
日

『飛
騨
下
呂
』
史
料
Ｉ
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四
、
竹
原
郷
田
畑
高
帳

（写
）
　
　
　
　
　
　
　
　
《寛
文
九
年
》

安
国
寺
領
宮
地
村
古
高
場

一
田
方
五
反
拾
四
歩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次

郎

八

内
壱
反
五
畝
　
　
　
　
　
　
中

同
三
反
壱
畝
拾
四
歩
　
　
　
下

同
四
畝

　
　
　
　
　
　
　
下
々

一
畑
方
壱
反
四
畝

　
　
　
　
　
⌒騨

田
畑
合
六
反
四
畝
拾
四
歩

但
安
国
寺
領
ミ
ま
や
の
村

一
田
方
壱
反
六
畝
拾
四
歩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳳
凰
山

大
威
徳
寺

内
八
畝
田
也

一
畑
方
壱
反
壱
畝
弐
拾
九
歩

田
畑
合
弐
反
八
畝
七
歩

〆

『
飛
騨
下
呂
』
史
料
Ⅱ

五
、
大
威
徳
寺
竹
原
郷

旧
地
除
地
仰
付

一
件

証
文
之
事

《
元
禄
六
年
》

一
高
出
宗
獣
寺
事
、
地
頭
物
成
之
内
米
壱
石
九
斗
七
升
八
勺
益
田
郡
竹
原
郷
之
内

野
尻
村
よ
り
取
来
候
、
依
之
跡
々
之
通
被
下
置
侯
様
二
奉
願
候
所
、
去
申
ノ
御

物
成
之
内
壱
石
八
斗
弐
合

一
勺
当
分
御
渡
被
成
惟
請
取
申
候
、
御
公
儀
御
窺
相

済
次
第
何
分
二
も
御
指
図
次
第
可
仕
候
、
為
其
証
文
指
上
申
候
、
偽
如
件

元
禄
六
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碁不
　
駅
　
寺

（印
）

酉
ノ
七
月
八
日

伊
奈
半
十
郎
様

『
飛
騨
下
呂
』
史
料
Ⅱ

六
、
大
威
徳
寺
竹
原
郷

旧
地
除

地
仰

付

一
件

乍

恐
奉

願

口
上
書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

《
元
禄

七
年
》

一
飛
州
益
田
郡
竹
原
郷
御
厩
野
村
鳳
慈
尾
山
大
威
徳
寺
は
頼
朝
公
御
建
立
之
地
ニ

て
御
座
候
由
、
本
尊
は
大
威
徳
明
王
と
て
牛
二
児
二
て
在
之
候
由
、
其
時
代
ニ

は
七
堂
伽
藍
二
て
繁
栄
仕
候
由
、
今
以
堂
塔
伽
藍
之
場
跡
御
座
候
、
頼
朝
公
従

鎌
倉
御
取
寄
被
為
植
候
二
て
大
杉
木
弐
本
、
桜
木
壱
本
御
座
候
、
於
客
今
鎌
倉

杉
桜
と
申
伝
候
、
和
田
秩
父
寄
進
之
由
二
て
銀
杏
木
弐
本
何
も
寺
之
南
方
二
有

之
侯
、
其
外
般
若
ヶ
谷
、
鎮
守
ヶ
尾
、
三
町
之
馬
場
、
舞
台
所
と
申
伝
侯
其
跡

御
座
候
、
右
舞
台
所
は
頼
朝
公
御
能
被
仰
付
上
覧
之
所
二
て
御
座
候
由
、
御
厩

野
村
は
諸
大
名
馬
繋
之
場
所
二
て
、
於
（
今
文
字
を
御
厩
野
と
書
伝
候
由
、
加

様
二
証
跡
有
之
候
得
共
、
其
節
之
記
録
等
も
無
御
座
候
故
不
分
明
候
、
所
之
者

申
伝
候
趣
二
て
御
座
候
事

一
右
大
威
徳
寺
、
中
頃
飛
州
乱
逆
之
時
分
賊
徒
等
焼
払
申
由
、
其
以
後
も
飛
州
落

居
不
仕
候
故
、
再
興
難
成
退
転
之
地
二
罷
成
候
由
、
其
後
金
森
家
領
知
罷
成
経

年
フ
僚
処
、
宗
欲
寺
之
開
山
南
隻
和
尚
右
之
古
跡
を
伝
聞
、
時
之
領
主
金
森
出

雲
守
法
名
真
竜
院
殿
え
訴
、
再
興
仕
、
則
小
庵
を
取
立
、
門
弟
玄
琢
と
申
僧
を

差
造
住
職
申
付
置
候
処
、
貧
地
故
寺
相
続
難
仕
、
玄
琢
出
奔
仕
候

へ
共
、
寺
は

十
四
五
年
以
前
迄
有
之
候
、
右
南
曳
和
尚
再
興
仕
弟
子
を
差
置
候
二
付
て
、
其

時
よ
り
宗
駄
寺
末
寺
二
相
極
メ
申
候
、
然
共
玄
琢
出
奔
以
後
修
復
等
も
不
仕
候

二
付
て
、
今
程
荒
処
二
罷
成
有
之
候
、
夫
故
寺
号
山
号
を
宗
飲
寺
籍
帳
二
載
置

申
供
事

一
右
威
徳
寺
跡
今
程
荒
地
二
罷
成
御
座
候
、
元
来
古
跡
之
儀
二
御
座
候
、
宗
飲
寺

支
配
故
今
度
御
検
地
二
付
願
上
申
候
、
前
々
之
通
当
寺
控
之
地
二
被
仰
付
被
下

侯

ハ
ゝ
難
有
可
奉
存
候
、
以
時
節
小
庵
を
も
取
立
申
度
奉
存
候
、
則
寺
跡
之
図

差
上
申
上
候
、
以
上

元
禄
七
甲
戊
年
十

一
二

一一日
　

　

劉
議

鰹
郊

臥
寺

鷲
渾
寺
印

『
飛
騨
下
呂
』
史
料
Ⅱ
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七
、
大
威
徳
寺
竹
原
郷

旧
地
除
地
仰
付

一
件

飛
州
御
検
地
御
奉
行
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
元
禄

八
年
》

覚

球
れ珠
磐
跡
　
締
鍬
醐
　
一ハ
畝
拾
弐
歩
・　
　
　
灘
郷
が
剤
猷
寺
抱

一
山所
内
五
町
壱
反
五
畝
歩
　
　
　
　
　
　
　
　
断

同
　
寺
抱

右
之
趣
御
検
地
二
付
て
大
威
徳
寺
跡
先
規
之
通
御
除
地
二
相
違
無
御
座
侯
、
以
上

元
禄
八
妥

蚤

一月
　

　

　

　

　

原
郷
御
厩
籍

螺

左
衛
門

印

灘
郷
高
山宗
猷
寺
様

『
飛
騨
下
呂
』
史
料
Ⅱ

八
、
大
威
徳
寺
竹
原
郷
旧
地
除
地
仰
付

一
件

宗
猷
寺
領
所
御
竿
請
帳
写

こ
ま
ん
ば

拾
四
間
　
　
　
中
畑
弐
拾
八
歩

弐
間

同
所拾
七
間
　
　
　
中
田
六
畝
七
歩

拾
壱
間

同
所弐
拾
七
間
　
　
中
田
九
畝
歩

拾
間

同
所弐
拾
弐
間
半
　
中
田
四
畝
弐
拾
六
歩

六
間
半

同
所弐
拾
七
間
　
　
上
田
六
畝
弐
拾
三
歩

七
間
半

同
那

一（
間
半

　

中
里

ハ
畝
弐
歩

拾
壱
間

同
所弐
拾
弐
襴
　
　
上
田
士官
反
士官
畝
拾
士τ
歩

拾
五
間
平

同
所拾
間
半
　
　
　
中
田
弐
畝
弐
拾
九
歩

八
間
半

同
が

半
間

　

　

上
畑
弐
拾
八
歩

五
間

《
元
禄
八
年
》

高
山
宗
猷
寺
家
抱
文
　
　
七

同
断

人

同
断

同
断

人人

同
断

同
所拾
三
間
半

八
間

同
拾所

間
半

六
間
半

同
所

結離間半

同
所八
間
半

五
間

同
所七
間
五
間

同
所拾
壱
間
半

六
間
半

同
断

同
　
　
人

テ」拳
鵡

半
　
　
　
屋
敷
士τ
畝
九
歩

上
田
〆
壱
反
八
畝
四
歩

中
国
〆
弐
反
九
畝
四
歩

下
田
〆
壱
畝
五
歩

一二
ロ合
四
反
八
畝
拾
三
歩

上
畑
〆
弐
畝
五
歩

中
畑
〆
四
畝
拾
六
歩

下
畑
〆
四
畝
弐
拾
七
歩

下
々
畑
〆
壱
畝
九
歩

四
ロ合
壱
反
弐
畝
弐
拾
七
歩

都
合
六
反
六
歩

外
二
屋
敷
歩
壱
畝
九
歩

同
断

同

同
断

同

同
断

同

高
山
宗
歓
寺
家
抱

右
之
通
今
度
御
検
地
被
遊
、
寺
領
所
二
田
畑
御
竿
請
水
帳
之
趣
相
違
無
御
座
候
、

以
上

元
禄
八
乙
亥
年
二
月
十
二
日

吉
回
山宗
猷
寺
様

中
畑
三
畝
拾
八
歩

上
畑
壱
畝
七
歩

下
畑
弐
畝
九
歩

下
畑
壱
畝
捨
三
歩

下
田
壱
畝
五
歩

下
々
畑
壱
畝
拾
歩

同
断

僚

郷
野
尻
村
鵡

右

衛

門

同
　
肝
煎

市
郎
右
衛
関

『
飛
騨
下
昌
』
史
料
Ⅱ

七  人
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七
、
大
威
徳
寺
竹
原
郷
旧
地
除
地
仰
付

一
件

飛
州
御
検
地
御
奉
行
所

覚

球
わ聯
磐
跡
　
結
鍬
醐
　
一ハ
畝
拾
弐
歩
　
　
　
　
灘
饗
鋪
仲獣
寺
抱

一
山所

内
五
町
壱
反
五
畝
歩
　
　
　
　
　
　
　
同
断

同
　
寺
抱

右
之
趣
御
検
地
二
付
て
大
威
徳
寺
跡
先
規
之
通
御
除
地
二
相
違
無
御
座
侯
、
以
上

元
禄
八
乙
亥
年
二
月

灘
郷
高
山宗
飲
寺
様

八
、
大
威
徳
寺
竹
原
郷
旧
地
除
地
仰
付

一
件

宗
猷
寺
領
所
御
竿
請
帳
写

こ
ま
ん
ば

拾
四
間

弐
間

同
所捨
七
間

拾
壱
間

同
所弐
拾
七
間

拾
間

同
所弐
拾
弐
間
半

六
間
半

同
所弐
拾
七
間

七
間
半

同観
一ハ間
半

拾
壱
間

同
所弐
拾
弐
間

拾
五
間
半

同
所拾
間
半

八
間
半

同♂
半
間

五
間

竹
原
郷
御
厩
野
村
肝
煎

《
元
禄
八
年
》

平
左
衛
門
　
印

同
所拾
三
間
半

中
畑
三
畝
拾
八
歩

八
間

同
所拾
間
半

上
畑
壱
畝
七
歩

六
間
半

同
所希
離
間
半
　
　
下
畑
弐
畝
九
歩

同
所八
間
半

下
畑
壱
畝
拾
三
歩

五
間

同
所七
間

下
田
壱
畝
五
歩

五
間

同
所維
離
細
半
　
　
下
々
畑
壱
畝
拾
歩

こ
一一ま鵡

半
　
　
　
屋
敷
士τ
畝
九
歩

上
田
〆
壱
反
八
畝
四
歩

中
田
〆
弐
反
九
畝
四
歩

下
田
〆
壱
畝
五
歩

一三
日合
四
反
八
畝
拾
三
歩

上
畑
〆
弐
畝
五
歩

中
畑
〆
四
畝
拾
六
歩

下
畑
〆
四
畝
弐
拾
七
歩

下
々
畑
〆
壱
畝
九
歩

四
口合
壱
反
弐
畝
弐
拾
七
歩

都
合
六
反
六
歩

外
二
屋
致
歩
壱
畝
九
歩

同

断

人

同
断

同
　
　
人

同

同
断

同

´

同
断

同

高
山
宗
獣
寺
家
抱
文

竹
原
郷
野
尻
村
組
頭
宗

右

衛

門

印

同

肝
煎

市
郎
右
衛
門
　
印

『
飛
騨
下
呂
』
史
料
Ⅱ

中
畑
弐
拾
八
歩

中
田
六
畝
七
歩

中
田
九
畝
歩

中
田
四
畝
弐
拾
六
歩

上
田
六
畝
弐
拾
三
歩

中
田
六
畝
弐
歩

上
田
壱
反
壱
畝
拾
壱
歩

中
田
弐
畝
弐
拾
九
歩

上
畑
弐
拾
八
歩

『
飛
騨
下
呂
』
史
料
Ⅱ

《
元
禄

八
年
》

高
山
宗
猷
寺
家
抱
文
　
　
七

同
断

同
断

人

右
之
通
今
度
御
検
地
被
遊
、
寺
領
所
二
田
畑
御
竿
請
水
帳
之
趣
相
違
無
御
座
候
、

以
上

元
禄
八
乙
亥
年
二
月
十
二
日

一局
山宗
欲
寺
様

七 人 人 人
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一
二
、
飛
州
志

《
延
享
二
年
》

〔
七
理
】

同
郡
竹
原
郷
御
厩
野
村

エ
ア
ジ
触
伽
凱
臨
淀
閾
読
日
営
曲
ハ
古

鎌
倉
右
大
痛
家
御
願
ノ
旨
ア
ジ
テ
大
伽
藍
フ
車
創
シ
タ
マ
フ

ヾ
シ
ト
テ
其
地
ヲ
諸
州

ニ
タ
プ
赤
求
メ
ラ
／
子
時
永
雁
上
人

其
命
フ
奉
ジ
テ
雛
郎
鄭
咄
球
鮒
載
取
普
ク
図
々
フ
巡
ノ
テ
首
州

ニ

本
ジ
比
山
上
二
至
／
山
模
寂
実
ト
ン
ブ
心
モ
ス
メ
／
折
カ
ラ

山
頭
ノ
池
中
頻

ヨ
鳴
動
シ
ア
大
龍
顛
ン
出
プ
子
時
永
雄
願
ハ

ク
ハ
其
員
容
フ
舞
セ
ン
事
フ
所
念
セ
シ
エ
大
魂
忽
小
重
ノ
鎌

容
卜
装
ジ
牛

二
乗
ジ
テ
出
現
ｒ
永
雅

工
告
タ
マ
ク
率
ア
プ
則

其
奪
容
ヲ
窮
シ
留
テ
大
威
篠
明
王
卜
稀
ス
右
大
藩
家
其
霊
地

夕
／
事
フ
蔵
ジ
タ
マ
ヒ
テ
本
堂
離
堂
ヲ
か
ジ
メ
共
外
塔
頭
十

二
坊
フ
建
ラ
ン
彼
常
像
フ
安
置
シ
タ
マ
ノ
庭
ノ
簸
場
是
ナ
ヅ

則
明
工
出
現
ノ
池
其
外
鎌
倉
銀
香
秩
父
移
ナ
ン
ド
ヽ
稀
ス
／

モ
ノ
今

モ
山
上

二
存
ズ
是
等
諾
侯
ノ
寄
附
ト
シ
テ
各
其
地
ョ

ジ
移
シ
植
テ
レ
タ
／
４
ナ
ジ
ナ
テ
ビ
ニ
御
厩
野
ノ
琥
モ
譜
侯

群
蓼
ノ
時
麓

二
馬
フ
繋
シ
ア
ッ
サ
マ
ヲ
稀
シ
テ
山
下
ノ
地
名

ト
ス
ト
云
ノ
其
後
州
内
長
飢
久
シ
ク
シ
テ
修
補
ヲ
加
フ
／
事

モ
叶
ハ
ズ
自
寺
坊
荒
腰

二
及
ご
タ
ジ
シ
エ
剰
天
正
年
中
地
震

ノ
篤
二破
テ
ｒ
デ
一宇
モ全
カ
タ
ズ
獣酬欺欄裁月′、燎規肘候
此

時
再
建
ノ
カ
蓋
僧
侶
他
邦

二
離
散
シ
テ
悉
ク
腰
縄
ス
ト
云

妙

接
ズ
／
二
其
十
二
坊
ノ

一
数
多
門
坊
ノ
住
脩
慶
俊
卜
云
フ
沙

閣
濃
洲
長
瀧
寺

工
行
テ
其
塔
頸
阿
名
院

二
住
セ
ヅ
彼
院
ノ
経

文
末
書

工
嘗
寺
ノ
事
フ
誌
セ
シ
モ
ノ
ア
ヅ
故

工
衣

二
載
ス
貯

艦
二院
苧
群
べ左
″
”
醜
）
講
”
‐ン以
エチ
塙
椛
飾
艶
又
長
瀧
寺

ハ
美
濃
州
郡
上

郡
長
瀧

ニ
ア
ヅ
往
古
泰
船
大
師
開
開
ノ
名
驚
也
則
阿
名
院
所

在
軽
文
末
書
日
本
堂
丈
間
五
間
四
方
地
威
堂
大
巣
堂
講
堂
鋲

守
奔
殿
鐘
棲
堂
三
章
塔
二
玉
堂
坊
敷
十
二
坊
東
功
多
聞
坊
由

坊
竹
林
坊
西
坊
摯
林
坊
吉
辟
坊
北
坊
賓
光
坊
池
坊
浦
周
坊
履

成
寺
○
本
命

ハ
大
威
得
朗
王
塔

ハ
大
田
如
泰
鎮
守

ハ
伊
豆
蜜

根
熊
野
口
山
四
所
也
寺
領
門
前
和
泉
橋
フ
境
北

″，
加
賀
ナ
シ

谷
通
ノ
尾
フ
境
東

ハ
ク
ラ
カ
ガ
亀
山
ノ
尾
舞
墓
西

ハ
野
尻
山

境
報
膀
ノ，ン
」
帥
ユ泉
婦
り
づ
側
モ名
朧
沙
守
譲
不
人
也
乗
政
之
内
寺
領
之

関

一
町

一
反

盤
勅
政，レ
本寸二
玲
用
上
限
之
内

ホ
キ
グ

チ

二
十
貫

溝
車

瑚
，ン郡札潮刈
婢い
い辞ッ
�剤
二村脱弁
洋僧
刑汁濯
り‐、叶撃岸
キかゼ
タ
ノ
エ

十
貫
理
げ
大，ン
注
瑚
嘲
勅
神
村

ヲ

ゴ
シ

エ
大

般

若

田

二
反

端
凛
″
用二
滞

跡
，ン，‐‐州

天
五
十
五
年
丁
亥
林
鐘
下
旬
慶
俊
記
之
捌

鳳
慈
尾
山
大
威
徳
寺
跡
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一
三
、
飛
騨
国
中
案
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
延
享
三
年
》

乗
政
村
よ
り
宮
地
村
へ
　
　
　
　
　
十
阿
餘

【
乗
政
村
】
高
四
百
三
十
八
石
九
キ
六
升
三
合
、
内
岡
高
三
百
四
十

一

石
八
升
四
合
、
畑
高
九
十
七
石
八
キ
七
升
九
合
、
此
反
別
三
十
九
町
九

畝
二
十
六
歩
、
内
二
十
六
町
九
反
十
三
歩
田
方
、
十
二
町
一
反
九
畝
十

二
歩
畑
方
な
り
、
手
地
に
て
地
面
よ
き
所
な
り
、
上
岡
十
五
・中
十
三
・、

下
十

一
・下
力
八
、
上
畑
十

一
。中
九
・下
七
・下
た
四
、
屋
敷
十

一
の
位
、

高
に
四
ツ
九
毛
餘
、
家
敷
人
・小
百
三
軒
あ
り
、
内

一
軒
寺
「目疋
は
中
昌

村
湖
昌
寺
末
寺
に
て

【
慈
雲
院
】
と
い
ぶ
、
耐
借
な
り
。
宮
森
あ
り
、

此
甦
地
の
内
に

【慈
雲
院
】
あ
り
、
則

【
八
幡
官
】
地
一
町
一
反
歩
．

境
内
十
五
歩
、
高

一
石
一
キ
四
合
、
此
反
別
一
町
五
反
二
畝
十
九
歩
、

是
は
八
幡
宮
赴
領
な
り
Ｌ
狙
境
外
な
り
、
開
基
年
歎
不
相
知
候
、
金
森

法
印
公
よ
り
先
の
領
主
三
木
忠
右
衛
門
よ
り
除
地
な
り

【榊
明
富
】
此

境
内
三
反
三
畝
十
歩
あ
り
、
此
森
の
内
栗
の
名
木
一
本
あ
り
、
元
は
一

本
に
て
末
は
九
本
に
期
分
る
見
事
な
る
木
な
り
。外
に

【
白
山
確
現
宮
】

あ
り
、
山
の
峯
に
有
之
候
故
、
甦
地
の
反
別
無
之
旨
村
方
の
若
申
之
、

此
村
に

【
古
城
跡
】
あ
り
、
城
主
は
三
木
患
衛
門
と
い
ぶ
武
士
居
城
な

り
、
是
は
三
木
久
庵
の
弟
な
り
。
欝
村
に
【米
蔵
】
一
ケ
所
あ
り
、
高
三

キ
四
升
八
合
、
此
反
別
二
畝
十
五
歩
あ
り
、
是
は
竹
原
牧
納
組
の
百
姓

よ
り
著
講
等
も
い
た
し
候
郷
蔵
な
り
。
比
女
、
谷
川
越
に
て
板
橋

一
ケ

所
あ
り
、
宰

【員
の
】
と
い
ふ
、
橋
長
七
間
、
巾
八
尺
あ
り
、
乗
政
村

の
内
字
三
ソ
石
ケ
洞
と
い
ふ
所
よ
り
、
小
阪
郷
の
内
大
洞
村
へ
直
道
あ

り
、
前
方
小
阪
郷
に
記
し
置
く
通
り
な
り
。
下
呂
湯
之
島
村
よ
り
乗
攻

村
迄
二
塁
右
之
馬
女
場
な
り
、谷
川
の
所
迄
也
。
此
所
に
も
板
橋
あ
り
、

宮
地
村
の
内
な
り
。

宮
地
村
よ
り
野
尻
村
へ　
　
　
　
　
牟
里
餘

【
宮
地
村
】
高
百
七
十
八
石
六
キ
八
升

一
合
、内
田
高
百
二
十
五
石
四
キ

一
升
五
合
、・畑
高
五
十
三
石
五
キ
四
升
八
合
、
此
反
別
十
九
町
一
反
五

畝
二
十
九
歩
、
内
十
一
町
三
反
四
畝
二
十
九
歩
田
方
、
七
阿
八
反
一
畝

歩
畑
方
な
り
、
手
地
に
で
地
面
よ
く
、
乗
政
村
同
様
に
相
見
る
、
上
田

十
四
・中
十
二
・下
十
・下
力
七
、
上
畑
十
・中
八
・下
六
・下
力
三
、
屋
敷

十
之
位
、
高
に
四
ツ
七
分
八
屋
、
家
歎
大
・小
五
十
軒
Ｌ
内

一
軒
寺
、中

昌
村
藤
昌
寺
末
寺
に
て

【
金
錫
山
地
蔵
寺
】
と
い
ふ
、
境
内
六
反
三
畝

十
六
歩
、
境
内
山
林
一
反
八
畝
六
歩
、
高

一
石
三
斗
九
升
一
合
境
外
な

り
、
開
基
は
永
藤
三
申
年
な
り
。
す
森
あ
り

【若
宮
八
幡
】
此
境
内
五

反
五
畝
歩
あ
り

【
瀞
明
官
】
境
内

一
反
五
畝
歩

【
大
目
如
凍
】
此
境
内

八
畝
十
二
歩
、
外

【観
詈
堂
】
地
七
歩
あ
り
、
宮
地
村
よ
り
川
西
の
方

へ
行
く
道
あ
り
、
是
は
下
原
郷
の
内
夏
焼
村
へ
行
く
道
な
り
。
ス
此
川

は
た
よ
り
右
手
へ
つ
き
川
通
り
行
は
、
小
川
村
の
内
大
淵
へ
出
る
。
此

間

一
里
程
有
之
、
道
並
に
民
家
あ
り
手
字

【
ち
く
４色

と
い
ふ
、
営
地

村
の
内
な
り
。
営
地
村
の
内
に
【古
城
跡
】
あ
り
、
城
主
は
三
木
三
右

衛
門
と
い
ふ
武
士
居
城
な
り
、
是
も
二
木
休
庵
の
弟
な
り
、
鷺
村
に
版

橋

一
ケ
所
あ
り
、
宇

【高
橋
】
と
い
ふ
、
橋
長
七
間
、
巾
八
尺
、
引
渡

橋
ニ
ケ
所
あ
り
、
内

一
ケ
所
は
字

【
か
わ
い
】
と
い
ム
、
橋
長
七
聞
．

巾

一
尺
五
寸
、　
一
ケ
所
は
字

【
あ
ら
た
】
と
い
ふ
ェ
橋
長
八
開
、
中

一
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尺
五
寸
あ
り
。
宮
地
よ
り
野
尻
迄
の
間
手
地
に
て
道
吉
し
。

野
尻
村
よ
り
御
厩
野
村
へ　
　
　
　
牟
里
程

【
野
尻
村
】
高
八
十
九
石
四
半
八
升
六
合
、
内
田
高
五
十
六
石
四
斗
八

升

一
合
、
畑
高
三
十
三
石
五
合
、
此
反
別
十
三
阿
八
反
二
畝
二
十
六
歩
、

内
七
町
一
反
三
畝
十
九
ウ
田
方
、
六
町
六
反
九
畝
七
ウ
畑
方
な
り
、
手

地
に
て
地
面
は
常
分
の
所
な
り
、
上
田
十

一
・中
九
・下
七
・下
力
四
、上

畑
九
・中
七
・下
五
・下
力
二
、
屋
敷
九
之
位
、
高
に
四
ツ
八
厘
内
、家
歎

大
・小
二
十
四
軒
あ
り
。
寺
無
し
。
寺
な
し
と
い
へ
と
も
、御
厩
野
村
の

内
【
松
尾
山
威
徳
寺
】
と
い
ふ
、院
内
に
背
門
院
の
住
俗

一
人
久
敷
存
生

糾

露

推

羅

雲

機

離

“
葬

離

勢

と
い
ム
所
拍
地
故
、
此
小
馬
場
に
右
の
俗
罷
在
候
鹿
に
、
姉
何
な
る
了

簡
に
て
候
哉
、
高
山
へ
罷
出
、
宗
餓
寺
の
住
持
郷
丹
長
老
の
代
に
、
着

関
院
の
沙
開
所
持
の
書
物
、
郷
丹
長
老
に
預
置
、
沙
関
は
容
し
く
期
成

快
故
に
や
、
宗
鉄
寺
の
重
物
と
罷
成
、
其
後
元
隷
年
中
の
節
、
飛
州
検

地
右
之
、
高
五
石
四
半
二
升
五
合
之
分
、
高
山
宗
鉄
寺
の
拍
地
に
罷
成

候
、
此
諄
は
大
方
の
も
の
推
に
不
存
候
、
い
ら
ざ
る
事
な
れ
ど
も
記
し

置
き
候
。
外
に
宮
森
あ
り

【
白
山
雄
現
宮
】
此
境
内

一
反
二
畝
歩
、
道

並
谷
川
越
板
橋

一
ケ
所
あ
り
、
字
【
和
泉
橋
】
と
い
ふ
、
橋
長
六
聞
牛
、

廂
七
八
五
寸
、
比
次
引
渡
橋

一
ケ
所
あ
り
、字

【
田
中
渡
瀬
】
と
い
ぶ
、

但
竹
原
川
通
な
り
、
橋
長
七
間
、
申

一
尺
五
十
あ
り
。
机
野
尻
村
よ
り

蛇
之
尾
村
へ
行
道
二
筋
あ
り
。
内

一
筋
は
字
【
不
動
洞
】
と
い
ふ
、
此
開

一
里
あ
り
、此
道
は
牛
馬
の
通
路
な
ら
す
歩
行
人
な
ら
て
は
通
不
申
候
、

今

一
筋
は
宇

【
大
鹿
野
】
通
と
い
ム
、
此
道
は
美
濃
・
飛
酪
の
境
の
尾

通
之
内
を
少
の
開
通
候
、
是
は
よ
き
道
な
り
。
此
間

一
里
餘
右
之
、
野

尻
村
よ
り
御
厩
野
村
迄
の
内
手
地
に
て
通
苦
し
。

御
唖
野
村
よ
り
団
境
木
迄
　
　
　
　
十
二
町

【
御
厩
野
村
】
高
百
四
十
石
六
斗
三
升
八
合
、
内
田
高

百
諄
石
九
斗
四

升
二
合
、
畑
高
二
十
二
石
六
十
九
升
五
合
、
此
反
別
十
九
町
三
反
二
十

二
歩
、
内
十
二
町
二
反
九
畝
二
十
八
歩
田
方
、
六
町
二
十
四
歩
畑
方
な

り
、
手
地
に
で
候
へ
と
も
奥
御
厩
野
と
い
ふ
所
は
坂
懸
成
所
に
で
野
尻

村
同
様
の
土
地
な
り
、
上
田
十

一
・中
九
・下
七
・下
々
四
・谷
田
二
、
上

畑
九
・中
七
・下
五
・下
力
二
・秒

一
、
屋
敷
九
之
位
、
高
に
五
ッ
四
厘
三

毛
、高
の
内
六
十
二
升
七
合
、此
反
別
三
反

一
畝
十
歩
、
十
助
分
縄
違
永

引
あ
り
、
家
教
大
・小
六
十
三
軒
、
内

一
軒
寺
あ
り
、
中
呂
村
醇
昌
寺

末
寺
に
て

【岩
屋
山
阿
爾
陀
寺
】
と
い
ム
、
此
境
内
九
畝
九
歩
、
高
三

十
四
升
九
合
是
は
境
外
な
り
、
開
基
年
歎
不
相
知
候
「
金
森
法
印
公
よ

り
除
地
な
り
。
宮
森
あ
り

【
曲
玉
権
現
宮
】
此
境
内
八
反
三
畝
十
歩
．

【熊
野
枢
現
官
】
此
境
内
五
反
八
畝
十
歩
．
熊
野
鳥
井
森

一
反
二
畝
歩

あ
り
、
営
村
に

【
口
留
御
番
所
】

一
ケ
所
あ
り
、
高
六
升
六
合
、
此
反

別
二
十
二
ウ
あ
り
、
板
橋
ニ
ケ
所
あ
り
、
内

一
ケ
所
は
字

【
治
郎
兵
衛

垣
内
】
竹
原
川
通
、
橋
長
二
間
牟
　
巾
五
八
、　
一
ケ
所
は
宇

【
御
春
所

外
】
と
い
ふ
、
橋
長
五
間
牛
、巾
五
尺
、
外
に
引
渡
橋

一
ケ
所
、宇

【
大

畑
】
と
い
ふ
、
橋
長
十
二
開
、
巾

一
尺
五
十
、
御
厩
野
村
よ
り
東
南
に
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相
首
山
上
に
手
か
な
る
所
あ
り
、
古
城
跡
の
様
に
相
見
候
鹿
な
り

【威

徳
寺
】
と
い
ム
寺
の
蓄
跡
な
り
、
此
寺
は
往
昔
頼
朝
公
の
御
治
校
の
舗

聞
學
上
人
開
基
の
よ
し
、
勿
論
開
基
の
謂
聞
樽
居
候
へ
ど
も
、
事
長
き

故
此
所
に
略
之
、
此
所
に
寺
院
以
上
十
三
坊
有
し
と
か
や
、
本
寺
は
松

尾
曲
大
威
徳
寺
と
琥
す
、
是
則
■
頼
朝
公
御
造
立
被
篤
遊
侯
の
よ
し
、

其
朝
に
頼
朝
公
・頼
家
卿
御
入
茶
も
被
篤
遊
候
様
に
…＞申
憾
へ
候
へ
共
、

賃
詭
無
覺
束
事
に
候
、
境
内
に
櫻
の
木
二
本
、
銀
杏
の
木
一
本
彦
上
三

本
有
之
、　
一
読
に
は
頼
家
卿
、
秩
父
の
重
忠
、
和
田
の
義
盛
此
三
本
を

被
枢
置
候
と
も
申
偉
る
な
り
、
七
十
六
七
年
以
前
迄
は
寺
形
も
少
力
相

残
り
、
ス
は
鎮
守
の
前
堂
に
大
な
る
鰐
口
杯
も
其
頃
迄
右
之
候
、
智
カ

荒
果
で
薔
跡
計
な
り
。
佑
本
道
筋
國
境
の
所
は
宇

【舞
蔓
】
と
い
ム
、

音
し
此
所
へ
鎌
倉
よ
り
頼
家
卿
御
束
驚
有
之
、
此
所
に
し
て
旗
製
を
御

上
寛
有
し
と
か
や
、此
舞
蔓
の
所
よ
り
威
徳
寺
は
東
北
の
方
に
相
亀
る
、

此
間
二
町
餘
あ
り
、
此
舞
望
と
い
ふ
所
も
三
町
に
五
町
程
の
間
卒
地
を

］
輌

謝

齢

辞

授

枠

揺

弊

絲

Ｔ
謝

三
有
描
山
と
い
ぶ
は
御
嶽
山
よ
り
北
西
に
湘
常
る
山
に
て
、
信
州
・
濃

州
・飛
州
三
國
へ
一
出
期
分
る
三
辻
山
故
、
三
有
嶺
山
と
琥
る
と
か
や
、

前
書
に
記
し
置
☆
候
通
、阿
多
野
・小
阪
・竹
原
此
三
郷
の
山
内
に
は
槍
・

軽
・檜
葉
・樅
・縄
其
外
諸
木
等
膠
敷
有
之
、
御
私
領
の
代
に
は
別
て
諸

材
木
多
く
仕
出
し
、
村
方
の
若
共
渡
世
い
た
し
候
、
殊
に
小
阪
奥
、
此

御
厩
野
を
始
め
竹
原
郷
中
は
右
三
右
嶺
山
と
い
ふ
大
山
を
控
へ
罷
在
、

多
年
の
出
稼
い
た
し
茶
候
へ
ど
も
、
段
力
年
毎
に
伐
取
候
故
、
近
年
は

恭
山
に
成
、
漸
く
縛
未
等
を
仕
出
し
慎
ま
で
に
て
候
、
然
な
が
ら
此
上

に
も
後
力
に
は
、
只
今
出
生
の
若
木
共
年
致
も
相
立
候
て
大
木
に
成

り
、
畢
党
は
公
儀
の
御
篤
に
も
相
成
り
、
村
方
の
渡
世
に
も
罷
成
可
申

候
ｃ
御
厩
野
村
よ
り
三
有
嶺
曲
ま
で
三
里
程
も
有
之
、
大
よ
り
未
會
の

心
瀧
越
と
い
ふ
所
へ
も
直
に
期
越
す
所
も
あ
り
、
此
山
の
間
三
塁
餘
あ

り
、
此
道
は
柚
人
な
ら
で
は
通
路
不
致
候
。
御
厩
野
村
よ
り
東
美
濃
加

茂
郡
加
子
母
村
の
内
字
小
郷
と
い
ム
所
へ
出
る
、
御
厩
野
よ
り
小
郷
へ

牟
里
程
、
次
は
加
子
母
村
、
女
は
附
知
、
女
は
田
瀬
、
女
は
蔦
間
、
教

は
苗
木
町
、
女
は
中
津
川
、自亜
迄
御
厩
野
よ
り
十
里
奈
之
、御
厩
野
よ
う

苗
木
迄
九
里
あ
り
、
古
未
・
中
津
川
迄
の
間
、
道
並
村
力
道
程
は
此
幸

に
可
記
。
催
、
先
年
御
厩
野
と
小
郷
と
國
境
論
出
茶
右
記
置
き
候
、
纂

蔓
の
所
及
境
論
候
鹿
、
御
厭
野
村
の
理
通
に
罷
成
候
へ
共
、
抹
之
義
肱

雙
方
入
合
苅
取
候
榛
に
罷
成
候
、尤
其
節
の
御
裁
許
書
・給
圃
共
に
御
厩

野
村
名
主
方
に
所
持
い
た
し
候
、
倍
、又
境
木
も
糟
の
生
木
二
本
あ
り
、

道
通
は
右
手
に
有
之
候
、
内

一
本
の
生
木
は
小
郷
の
方
に
有
り
、
此
木

本
境
木
な
り
、
御
厩
野
の
方
に
あ
る
一
本
は
小
郷
村
よ
り
植
置
な
り
、

依
之
境
論
な
り
、
御
厩
野
よ
り
植
置
候
檜
は
、
近
年
構
候
へ
と
も
其
木

の
根
に
炭
を
入
有
之
事
候
。

【
御
厩
野
】

濃
州
小
郷
へ
出
る
、
高
山
よ
り
境
木
ま
で
十
五
里
十
二

町
五
十
聞
あ
り
、
御
厩
野
よ
り
加
子
母
村
之
内
小
郷
へ

牛
里
、
小
郷
よ
り
加
子
母
村
迄

一
里
牛
あ
り
ｏ
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一
四
、
竹

原
鳳
慈

尾
山
大
威
徳
寺

略

記

　

　

　

　

　

　

《
文
化
年

間
》

竹
原
鳳
慈
尾
山
大
威
徳
寺
略
記

当
山
十

一
世
北
州
和
尚
筆

当
国
竹
原
威
徳
寺
之
事
、
鎌
倉
殿
以
勅
意
建
立
、
開
山

ハ
永
賀
上
人
と
云
、
叡
山

ノ
末
寺
也
、
天
正
十
三
年

乙
酉
十

一
月
晦
日
大
地
震
二
て
伽
藍
諸
堂
悉
ゆ
り
禿
し

倭
て
、
本
堂
丈
間
五
間
四
方
、
地
蔵
堂

・
大
黒
堂

。
講
堂

・
鎮
守

・
拝
殿

・
鐘
楼
堂

・
三
重
塔

。
二
王
堂
、
坊
数
十
二
坊
、
東
之
坊

・
多
聞
坊

・
北
之
坊

・
竹
林
坊

・

西
之
坊

・
聖
林
坊

・
吉
祥
坊

。
南
之
坊

・
宝
光
坊

。
池
之
坊

。
満
月
坊

・
竹
原
福

成
寺
、
右
十
二
坊
、
本
尊

ハ
大
威
徳
尊
、
塔

ハ
大
日
、
鎮
守

ハ
伊
豆
箱
根
熊
野
白

山
四
所
権
現
也
、
寺
領
門
前
和
泉
橋
フ
境
イ
、
北

ハ
加
賀
な
し
谷
通
り
尾
フ
境
イ
、

東

ハ
く
ら
か
け
白
山
の
尾
舞
台
、
西

ハ
野
尻
山
境
イ
、
守
護
不
入
也
、
乗
政
寺
領

ノ
田
壱
町
壱
反
、
上
田
ホ
キ
グ
チ
ニ
拾
貫
、
跡
津
大

コ
ウ
リ
ニ
拾
貫
、
フ
ゴ
ウ
ェ

大
般
若
田
弐
反
、
其
外
委
キ
子
細
有
之
由
、
右
之
書
付

ハ
濃
州
長
滝
寺
之
内
阿
名

院
二
有
り
、
天
正
十
二
年

丁
亥
林
鐘
下
旬
慶
俊
記
之
と
経
文
之
奥
書
二
有
之
、
右

十
二
坊
之
内
多
聞
坊
慶
俊
、
威
徳
寺
滅
却
之
後
長
滝
阿
名
院
二
居
住
と
見

へ
た
り

元
禄
五
八
月
金
森
国
か
へ
、
同
年
九
月
十
七
日

ハ
伊
奈
半
十
郎
殿
高
山

へ
御
着
キ
、

十
月
二
日

ハ
御
城
渡
也
、
夫
よ
り
六
年
之
間
当
国
支
配

和
川
中
切
之
宮
二
大
般
若
有
之
、
十
六
善
神
相
添

『
飛
騨
下
呂
』
史
料
Π

一
五
、
大
威
徳
寺
旧
地
に
て
小
庵
取
立
願

《
文
政
九
年
》

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
侯

威
徳
寺

一
屋
敷
跡
　
　
　
　
一ハ
畝
拾
弐
歩

一
山
内
　
　
　
　
　
五
町
壱
反
五
畝
歩

右
は
元
禄
八
亥
年
御
検
地
之
節
、
竹
原
郷
御
厩
野
村
二
て
拙
寺
抱
地
二
被
為
仰
付
、

其
初
威
徳
寺
庵
有
之
、
所
持
仕
来
り
候
処
相
違
無
御
座
、
其
後
床
及
大
破
候
二
付
、

其
儘
二
仕
置
保
、
然
ル
処
御
検
地
之
節
御
除
地
打
捨
同
様
二
相
成
候
て
は
恐
多
奉

存
侯
間
、
先
規
之
通
小
庵
を
取
立
申
度
奉
存
候
間
、
何
卒
此
段
御
聞
済
被
成
下
度

偏
二
奉
願
上
候
、
尤
御
厩
野
村
は
勿
論
都
て
故
障
之
筋
無
御
座
候
間
、
何
分
御
慈

悲
之
上
右
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候

ハ
＼
難
有
奉
存
候
、
以
上

文
政
九
戊
年
十

一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
ボ
　
蹴
　
寺

竹
原
郷
御
厩
野
村

百
姓

弥

七

郎

″
　
組
頭
増

　

七

″　
名
主
政
　
　
七

高鯉
役
所

『
飛
騨
下
呂
』
史
料
Ⅱ
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一
六
、
大
威
徳
寺
ほ
か
宗
猷
寺
末
書
上

《
安
政
三
年
》

以
書
付
奉
申
上
侯

一　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

益
田
郡
竹
原
則

潔

耐

寺

右
大
威
徳
寺
旦
那
曽
無
御
座
相
続
難
仕
侯
二
付
、
年
久
鋪
堂
宇
廃
絶
仕
、
只
今
寺

跡
境
内
御
除
地
二
て
寺
号
相
残
り
迄
二
御
座
候
、
延
享
五
辰
年
四
月
御
改
メ
ニ
御

座
候

吉
城
郡
高
原
郷
殿
村

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

円

城

寺

正
保
元
申
年
金
森
左
京
守
拙
寺
同
開
基
、
小
院
故
平
僧
住
持
二
御
座
候
間
、
万
事

拙
寺
法
詠
二
付
差
配
仕
、
末
寺
同
様
相
心
得
候
得
共
、
全
ク
ハ
京
都
妙
心
寺
末
ニ

相
違
無
御
座
候

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

薬

師

寺

無
禄
無
檀
小
院
二
て
御
座
候
処
、
文
化
之
頃
両
全
寺
嶺
州
隠
居
仕
、
其
節
末
寺
ニ

付
上
御
座
候
趣
御
上
よ
り
被
御
聞
、　
一
向
不
存
侯
処
、
嘉
永
一
一百
年
先
々
よ
り
付

上
無
是
寺
院
御
除
キ
候
様
被
仰
聞
、
右
二
付
御
願
上
御
聞
済
元
之
薬
師
堂
も
御
改

帳
二
相
成
申
候

安
政
三
辰
年
四
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移ボ
猷

寺

（印
）

一局
山御
役
所

『
飛
騨
下
呂
』
史
料
Ⅱ

一
七
、
宗
猷
寺
末
寺
書
上

以

書

付

奉

申

上

候

高

原

郷
　
田

頃
家

村

同
　
　
　
　
一
童
ケ
頑
村

同
　

　

　

東
　
奎
芸　
村

右
之
通
拙
寺
末
寺
に
相
違
無
御
座
候

安

政

三

長

年

三

月
一尚

山

《
安
政
三
年
》

常
い

´
１

寺
　
①

『高
山
市
史
』
下
巻

同 同 同 同 同 高 竹

原 原

郷  郷

奨 伊 殴 殴 廊 未 野

倉  西 生 郷  尻

薬 禅 永

村 村 村 村 村 村 村

桂 宗 瑞 門 柄 ホ 大

師 通 昌 峰 徳 岸 城 全 覚

寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺

以
上

一

之

町

村

一一ボ

之

獣  内
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¬表 一
八
、
大
威
徳
寺
跡
宗
猷
寺
抱
山
林
反
別
其
外
書
上
帳

《
明
治
四
年
》

紙
）

明
治
四
未
年
三
月

山
林
反
別
其
外
書
上
帳

高
山
壱
之
町
村宗
獣
寺
抱

」

益
田
藝

】
端
廉
徳
寺
跡

高
山
壱
之
町
村宗
猷
寺
抱
除
地

一
山
林
除
地
反
別
五
町
壱
反
五
畝
分

是
は
車
山
二
て
木
立
無
御
座
候

な
一離
磐
動
別
六
畝
拾
弐
分

右
は
ｌ
拙
寺
抱
御
厩
野
村
地
内
除
地
山
林
丼
荒
場
取
調
候
処
、
書
面
之
通
二
御
座

候
、
以
上

一島
山
壱
之
町
村

明
治
四
未
年
三
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滲ポ
　
猷
　
寺

（印
）

報
響

古村

田
嘉
十
郎

高
山御
役
所

『
飛
騨
下
呂
』
史
料
Ⅱ

一
九
、
大
威
徳
寺
旧
地
従
前
通
り
宗
猷
寺
所
持
仰
付
願

《
明
治
四
年
》

「（表
紙
）

明
治
四
年
未
六
月

上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
壱
之
町
村

宗
欲
寺

」

以
書
付
奉
願
上
侯

益
田
郡
竹
原
郷
野
尻
村
字
こ
ま
ん
ば
二
て
当
寺
抱
之
除
地
田
畠
六
反
六
歩
之
義
、

往
古

ハ
大
威
徳
寺
所
領
之
処
、
同
寺
廃
絶
之
後
何
方
二
て
差
配
罷
在
候
哉
相
知
不

申
、
其
後
当
国
金
森
家
領
知
之
節
、
当
寺
先
代
南
曳
大
威
徳
寺
旧
跡
之
由
来
フ
聞
、

再
興
仕
度
、
則
領
主
へ
頼
、
小
庵
フ
立
、
当
寺
末
寺
二
相
成
支
配
罷
在
候
、
其
節

右
田
畑
往
古
大
威
徳
寺
所
領
由
緒
フ
以
当
寺

へ
寄
附
二
相
成
候
由
、
其
後
右
小
庵

へ
遣
置
候
留
主
居
出
奔
、
以
来

ハ
当
寺

へ
引
取
元
禄
度
検
地
之
節
当
寺
家
抱
之
名

請
仕
、　
一
旦
御
高
入
二
相
成
候
処
、
同
十
丑
年
よ
り
如
往
古
除
地
二
被
申
付
、
引

続
是
迄
所
持
佳
、
小
作
方

ハ
右
村
金
四
郎
外
壱
人
二
相
預
ケ
、
元
は
小
作
米
八
俵

之
由
、
幾
頃
よ
り
欺
拾
俵
二
相
成
、
当
時
二
至
迄
年
々
右
之
通
受
取
来
申
候

右
始
末
奉
申
上
侯
、
何
卒
御
賢
察
之
上
、
花
前
通
当
寺
所
持
二
被
仰
付
度
、
尤
御

年
貢
諸
役
等
は
百
姓
並
二
急
度
上
納
可
仕
候
間
、
何
卒
右
之
段
御
聞
済
被
成
下
置

侯
様
奉
願
上
候
、
以
上

明
治
四
年
未
六
月

高
山
壱
之
町
紳

　

猷

　

寺

生
住
持

潤

（
印
）

並
日

『
飛
騨
下
呂
』
史
料
Ⅱ
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二
〇
、
宗
猷
寺
所
持
大
威
徳
寺

旧
地
譲
渡

一
件

覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
明
治

四
年
》

一
　

金
五
拾
両
也

右
は
、
益
田
郡
野
尻
村
字
こ
ま
ん
ば
二
て
、
貴
寺
除
地
御
田
地
、
今
般
熟
談
之
上

書
面
之
通
趣
意
包
金
差
出
、
拙
者
共
両
人
持
二
相
極
、
則
御
上
様
へ
申
立
侯
、
然

上

ハ
右
金
子
之
義

ハ
来
八
月
中
二
無
滞
急
度
差
上
可
申
候
、
為
其

一
札
差
出
申
所

如
件

野
尻
村
今
井
　
柳
蔵

（
印
）

同
村

今
井
庄
次
郎

（印
）

辛
未
七
月
五
日

野
尻
村
今
井
　
柳
蔵

（印
）

今
井
庄
次
郎

（印
）
」

『
飛
騨
下
呂
』
史
料
Ⅱ

一
〓

、
宗
猷
寺
所
持
大
威
徳
寺

旧
地
譲
渡

一
件

御

田
地
譲
渡
証
文
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
《
明
治

四
年
》

一
一岨
嘘
疎
翔
牌
斌
財
紅
姶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
村
方
御
水
帳
通

右
は
、
益
田
郡
野
尻
村
二
て
元
禄
度
御
縄
受
仕
拙
寺
所
持
之
御
田
地
、
去
ル
七
月

上
旬
納
得
示
談
之
上
、
貴
殿
両
人
え
譲
渡
、
則
趣
意
と
し
て
包
金
五
拾
両
今
般
惟

請
取
候
処
実
正
二
御
座
侯
、
然
上
は
以
来
御
割
付
通
之
御
年
貢
諸
役
急
度
御
勤
、

永
々
御
所
持
可
被
成
侯
、
尤
此
譲
渡
二
付
外
よ
り
毛
頭
構
申
も
の
無
御
座
侯
、
為

後
日
旦
中
惣
代

・
村
役
人
加
印
之
御
園
地
譲
渡
証
文
、
傷
て
如
件

明
治
四
年
未
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誡
雌
主
宗

蹴

寺

旦
中
惣
代

奥
村
彦
平

同
断

伊
東
清
郎

野
尻
村
組
頭

曽
我
久
左
衛
門

名
主

曽
我
　
久
兵
衛

野
尻
村今
井
　
柳
蔵
殿

同

今
井
庄
次
郎
殿

『
飛
騨
下
呂
』
史
料
Ⅱ

七

月
五
日

上 立 定
無 之
之 取
節 米
ハ 当｀
年
貴 よ
寺 り
いヽ  ア｀

陀 県
度 庁
差 ヘ

上 上
可 納
申 可
後 仕｀
筈
為 之
念 処
以
｀

下 若
札 御
此 取

-140-(13)



三
二
、
斐
田
後
風
上
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
明
治
六
年
》

鳳
慈
尾
ＩＩ，
大
威
徳
寺
跡
　
塁
毎
に
は
鳳
風
出
と
云
．

為飛
州
志
爾
云
、
鳳
慈
尾
曲
大
威
徳
寺
跡
は
じ
盆
関
郡
竹
原
郷
御
厩

野
村
に
な
。
常
山
は
古
へ
よ
俊
閲
読
に
云
４
鎌
倉
右
大
指
家
御
願

の
旨
あ
り
て
Ｂ
伽
藍
″
車
創
し
玉
ふ
べ
し
と
て
、
其
地
を
諸
州
に

章
求
め
ら
る
，
子
時
永
雅
上
人
も其
命
を
奉
じ
て
．跡
雛
早
輸
機
翠
Γ
攻

苦
く
園
力
を
巡
り
で
営
州
に
茶
り
．
此
曲
上
に
至
る
に
、
山
漢
寂

莫
と
し
て
、
心
も
す
め
る
折
か
ら
，曲
頭
の
地
中
頻
に
鳴
動
し
て
ぉ

大
誰
顧
義

子
時
永
雅
願
は
く
は
、
其
員
容
を
雰
せ
む
こ
と
力
所

念
せ
し
に
■
大
譴
忽
小
童
の
傘
容
と
愛
じ
．牛
に
乗
じ
て
脇
現
し
、

永
雅
に
告
け
た
ま
ふ
こ
と
あ
り
。
則
業
の
奪
容
を
嘉
し
留
て
大
威

徳
明
工
と
稀
す
。
右
大
解
家
其
轟
地
た
る
こ
と
を
感
じ
玉
ひ
て
．

本
堂
ｏ講
堂
を
は
じ
め
Ｌ其
外
塔
頭
十
二
鋳
を
建
ら
れ
、彼
拿
像
を

安
置
し
給
ふ
鹿
の
豪
場
な
り
。
葉
外
鎌
倉
銀
杏
Ｒ
秩
父
杉
な
ん
ど

縛
す
る
も
の
Ｂ今
も
山
上
に
存
す
。是
等
皆
諸
候
の
寄
附
と
し
て
『

各
共
地
よ
り
移
し
植
ら
れ
し
と
な
り
。鞠雄籍鰍肋緻略礎篭法銀無蜘卵Ｆ

灘
靴
約
♂
麒
ｍ
鞭
塘
壮
峨
数
牲
瓶
又
御
厩
野
の
競
も
、
諸
候
群
参
の
時
、
麓

に
馬
を
撃
し
ゃ
あ
り
さ
ま
を
縛
し
て
、
山
下
の
地
名
と
す
と
云
。

謡
郷拗私境ゲ輯朧ｋま難欄翻勤縫
玉銹鱒敬焼器維
島ぐい鮒韓心鉢湯静爺磯軽競輔ぷ

鎌″林蜘差効嬢鉾諏項
其
後
囲
内
の
兵
馳
も
久
し
く
し
て
修
補
を
加

ふ
る
こ
と
も
叶
は
す
。
自
然
寺
坊
荒
慶
に
及
び
た
り
し
に
，
剰
天

正
年
中
、地
震
の
需
に
破
ら
れ
て
ぉ
一
宇
も
全
か
ら
す
■致
醐
歌
側
要
素

叶
な一卵
監
此
時
再
建
の
力
も
蓋
暴
て
■
惜
縄
各
他
邦
に
離
散
し
て
悉

慶
縄
す
と
一百
。翔
按
に
、其
十
二
場
の
一
致
、多
聞
坊
の
位
僣
慶
俊

と
云
ふ
沙
閥
．濃
州
長
瀧
寺
に
行
て
、其
塔
頭
阿
名
院
に
住
せ
り
。

彼
院
の
経
文
末
書
に
，
蓋
寺
の
事
を
記
せ
し
も
の
あ
り
、
故
に
次

に
載
す
。
抑
長
瀧
寺
は
「美
濃
國
郡
上
部
長
瀧
に
あ
り
．往
古
泰
澄

大
師
開
闘
の
名
藍
な
り
。
即
側
名
院
所
在
経
支
末
書
云
、
大
威
徳

寺
本
堂
丈
尺
五
間
閣
方
、
地
蔵
堂
・大
黒
堂
・議
生
中銀
幸
。舞
殿
・

鐘
棋
堂
≡
一重
塔
二
一王
生
Ｂ坊
数
十
二
坊
。多
閣
携
・南
の
勢
・竹

林
坊
・西
の
携
。理
林
鋳
基
劇詳
排
●北
の
坊
・贅
光
坊
・池
の
坊
・斎

月
携
ｏ濡
成
耕
鸞
本
箪
は
大
威
徳
明
工
Ｌ塔
は
大
鳳
如
茶
、鎮
守
は

伊
豆
。籍
緩
・熊
野
・白
的
、
四
所
椎
現
也
．寺
領
は
関
前
和
泉
橋
を

堺
．
北
は
加
賀
な
し
谷
通
尾
を
境
、
東
は
く
ら
か
け
白
出
の
尾
舞

蔓
，
西
は
野
尻
山
境
、戦
熊
和
激
側
岱
０
朝
鎌
勢
（等
守
護
不
入
也
。
乗
政

之
内
寺
領
田

一
町
一
反
．熱
難
櫨
口
響
上
躙
亀
舟
ほ
き
ぐ
ち
に
十
貫
心

繊旅拘鯉
報
狂い部解
象
絲
望
群
統
艶
電
跡
津
大
４」ほ
り
に
十

・貫
、残江ご鸞
導
報場
を
ど
う
に
た
般
若
田
二
Я
、維厘だ受
維
端
天
エ

五
年
丁
丑
林
鐘
下
旬
も慶
俊
記
之
。理
鞘
偽

槽
慶
俊
が
遼
記
を
見
て
熟
数
に
。
大
威
徳
寺
の
小
本
生
を
発
め
、

諸
堂
井
十
二
坊
の
、
塔
頭
あ
り
て
は
Ｂ
僅
か
な
る
寺
領
田
一
町
一

段
歩
、
水ヽ
廿
貫
文
地
ば
か
り
の
施
入
に
て
は
、
捨
侶
等
甚
以
て
貧

し
く
乏
し
く
て
、
托
鉢
乞
食
す
べ
き
市
坊
も
な
く
、
餓
寒
へ
て
如
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何
な
る
登
目
に
逢
つ
ら
む
。【績
日
本
紀
】
に
，記
の
こ
さ
れ
た
る
Ｌ

窯
武
天
皇
御
代
、
天
手
十
三
年
な
る
、諸
図
の
國
分
俗
寺
こ同
尼
寺

へ
、封
五
十
戸
、
水
園
十
町
宛
施
た
ま
ひ
Ｈ
且
其
後
延
喜
の
【主
貌

式
期
な
る
、飛
騨
閾
正
就
公
癖
、各
四
高
束
、國
分
寺
料
五
千
束
，文

銚
含
料
一
千
束
、な
ど
見
え
、其
外
往
古
は
朝
廷
よ
り
童
く
厚
く
、

施
し
賜
ひ
た
る
を
、輸
震
俊
も
、代
官
長
容
川
忠
崇
も
、知
ら
ざ
り

し
に
や
。
里
民
●
孟
樽
気
た
る
。
此
威
徳
寺
へ
鎌
倉
よ
り
の
寄
附

を
此
上
も
な
き
慕
事
に
て
、
大
功
徳
な
り
と
思
ひ
し
故
に
「
如
此

事
共
を
記
し
残
じ
置
し
事
な
ら
む
。

関和
泉
名
所
圏
命畿
巷
三
耐
覧

和
泉
郡
，早
濯
汀
に
同
名
の
寺
あ
つ

て
．喪
国
も
亀
た
り
．其
大
几
は
．

■
稽
ぼ
大
威
徳
寺
申
伏
雛
饉
鑑
熱
進
嚇前皓瓢舒苧

本
奪
大
威
徳
明
玉
瓢
亮
葎
　
　
不
動
怠
役
行
著
作

阿
聰
陀
佛
肌
朧
鉾
　
　
　
　
　
役
行
者
堂
自
体

多
賓
塔
酷瑚的緻
　
　
　
　
　
帯
貯
ギ
堂
競罐鶴

鰻
守
赴
酬
勅練
　
　
　
　
　
　
蛭
子
大
黒
雄
飾
離

大
師
堂
醜
難漱
蜘進
難
　
　
　
鐘
堂
撤
鰤縫
切

更
照
大
紳
我
激
鰤盤
　
　
　
　
離
仲
井
鉢腱

役
優
姿
基
開
創
に
し
て
其
後
弘
法
人
師
恵
亮
和
禽
の
中
輿
な
り
。

聖
武
天
皇
御
代
に
、
天
下
大
早
の
時
、
勅
使
此
灘
に
来
て
所
雨
あ

り
し
に
、
忽
浦
然
と
し
て
雨
降
り
し
か
ば
、
六
十
六
州
弱
姻
を
此

出
に
施
入
■六
十
六
段
囲
と
琥
、其
後
一石云
、弘
法
一葛云
。
叡
曲
大
乗
坊

恵
亮
導
安
に
来
て
修
法
の
時
Ｌ
大
威
徳
明
王
こ
第
二
の
瀧
よ
り
漏

出
，
其
騎
る
所
の
牛
は
輝
心
の
臥
石
に
し
て
。
捨
色
青
牛
の
水
よ

り
踊
出
せ
る
に
似
た
り
。其
石
長
四
丈
じ瀑
布
是
力
換
て
飛
流
る
。

第

一
の
瀧
高
二
丈
、第
二
瀧
高
十
丈
、第
二
瀧
高
囲
丈
こ比
三
瀧
の

水
源
に
、四
十
八
瀧
あ
り
、
ユ
此
一
山
楓
多
し
、秋
の
末
紅
鉾
を
落

が
ご
と
し
．麓
よ
り
峰
ま
で
、紅
葉
な
ら
ぬ
虜
な
し
。携
中
書
廃
に

映
じ
て
■人
顔
み
な
赤
面
を
被
た
る
が
如
し
。衣
類
話
器
ま
で
与紅

を
そ
ゝ
ご
か
と
あ
や
し
ま
る
。最
奇
羅
の
姓
観
な
り
。騒
人
詞
客
、

こ
ヽ
に
到
ら
す
ん
ば
あ
ら
べ
か
ら
す
。報
嬢
謝
等
有
、

右
剤
泉
國
の
牛
瀧
山
威
徳
寺
は
い
と
古
し
。此
御
厩
野
な
る
は
近

瓜

ズ
°
小増ョ
雑
詭

-138-― (15)



き
世
の
事
に
て
■革
創
文
覺
な
ら
ば
か
な
て
稜
願
し
て
大
瀑
に
打

れ
つ
る
■紀
伊
國
那
智
曲
に
こ
そ
。
為
大
器
に
勘
め
て
Ｌ威
篠
寺
を

建
べ
け
れ
、瀧
も
な
き
此
出
中
の
地
に
、悪
出
た
る
大
詫
を
見
て
．

舞
財
天
を
祀
ら
で
も
威
徳
玉
を
安
置
せ
し
は
、
如
側
な
る
縁
に
か

購
榊
ギ
よ
り
十
町
餘
束
に
美
濃
醒
枷
子
母
村
妊
郷
地
裁
堂
左
．
樺

云
古
文
覺
上
人
威
徳
寺
へ
持
茶
り
し
地
蔵
奪
威
徳
寺
大
破
の
時

小
郷
へ
飛
た
り
と
云
今
に
か
郷
に
文
覺
の
墓
左
と
な
り
。

鞍
掛
血
　
御
厩
野
村
の
奥
の
高
曲
に
て
．美
濃
。飛
騨
・信
濃
三
國
の

界
に
踏
れ
り
。
獅
玉
隣
閥
曖
八
巷
升
七
丁
程
，久
良
加
介
Ｌ
【宇
治
拾

遺
物
語
】
に
ぉ移
の
ク
ラ
廿
具
Ｌ
鞍
か
け
に
か
け
た
り
と
有
Ｈ
く
ら

オ
け
と
云
も
の
は
ぉ
も
と
馬
鞍
を
掛
る
具
の
名
な
り
、と
見
ゆ
。御

厩
野
に
は
「由
あ
り
け
な
る
名
な
り
。

麓
土
縛
熊
野
蔵
　
祭
瀬
素
菱
鳴
隻

鏡
肉
五
段
入
畝
十
歩
攣

Ｈ
日
枝
祗
葉
離
出
　
祭
瀬
大
山
咋
郡
．境
内
八
段
三
畝
十
歩
攣

Ｈ
熊
野
祗
　
祭
紳
素
莞
鳴
奪
。受
角

一
段
二
畝
歩
攣

Ｈ
爾
陀
薄
寺
　
木
黛

境
角
九
畝
九
歩

離
。
高
三
キ
四
升
九
合
。此

Ｈ
畑
段
別
九
畝
十
五
歩
。

十
ｒ
童
　
本
傘

鏡
内
九
歩
攣

強爾壌
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①遠景 ②伝本堂跡調査後(正面向拝部分)

③本堂跡礎石 ④本堂西建物

⑤軒廊 ⑥AttTP5

⑥寺院中心部東方の石列と区画

図版1 遺構写真(1)

⑦AttB4ト レ



①A区石段と東西に続く石積 ②AttG南拡張トレ

③ AttT P 6 ④AttT P 9

⑤AttT P l ⑥ AttEト レ

⑦BttT P 7 ③Btt19ト レ

図版 2 遺構写真 (2)



①C区調査前 ②C区 (史碑南)調査前

③CttAト レ ④CttB 3ト レ

⑤C区築地塀の基礎 ⑥C区史碑南建物跡

⑦CttC 2ト レ ③CttE 2ト レ

図版 3 遺構写真 (3)



①Ctt」 東トレ ②CttK西 トレ

③CttTP8 ④CttTP6

⑤E区排水溝 ⑥E区排水溝(伝二重塔跡から見る)

図版4 遺構写真 (4)



①C区道路状の石列 ②F区基壇状の石列

③F区基壇状の石列西の建物跡 ④伝二重塔跡西法面の石積

⑤伝二重塔跡 ⑥伝鐘楼跡

②伝山門跡 ③D区排水溝

図版5 遺構写真 (5)



｀
子         ・   : 

メ ヽゞ

①BttA～ Cトレ調査前 ②別荘分譲地Dト レ調査前

③BttAl・ Bトレ ④BttA2・ 3、 Cト レ

⑤D南 1口 東可トレ ⑥林畑谷左岸・通路状の石列

⑦林畑谷左岸・排水路の護岸状の石積       ③林畑谷左岸・敷石状の集石

図版6 遺構写真(6)



①林畑谷左岸・水場状の遺構 ②土塁状に整地された尾根

③ EttAト レ調査前 ④ EttA4トレ

⑤EttA4トレ築地塀の基礎状の集石 ⑥ EttA3・ 4トレ

③EttB2ト レ上師皿出上状況

図版7 遺構写真(7)

⑦EttB2・ 1トレ



①寺院北端の区画と考えられる石積 ②西側をL字状に削られた尾根

③ほぼ直角に整地された尾根南端 ④戸区石段東方法面の石積

⑤F区石段 ⑥F区谷筋を埋めた石積

⑦階段状に整地された尾根 ③伝山門跡東法面の石列

図版 8 遺構写真 (3)



③伝山門跡南の堀状の遺構 ⑩急傾斜で落ち込むG区南斜面

①D区西法面の石積 ⑫秩父杉切株

li■檬
14

1奔

①伝二重塔跡へいたる参道 ⑭参道に残る石段

⑮K区古瀬戸遺物表採地点 ⑬石造物集積地

図版9 遺構写真 (9)



ぜ
●
獅
回

①高山宗猷寺所蔵「威徳寺跡図」

②同部分(1) ③同部分(2) ④同部分(3)

⑥石造物古写真

図版10 関連遺物写真

⑤阿弥陀寺所蔵懸仏



199201

図版11 関連遺物写真 (1)



好

ttil持
―・  ■゙ itr

164

図版12 出土遺物写真 (2)
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図版13 出土遺物写真 (3)
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図版14 出土遺物写真 (4)
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図版15 出上遺物写真 (5)
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